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(八)演 習 林 産 植 物 目 録

PTERIDOPHYTA

Marattiaceae

羊 歯 植 物

リウビンタイ科

1 Angiopteris suboppositifolia  de Vries, Monogr. 23 (1853)

和 名 リウビンタイ

生育地 森林 内の蔭灘地 に生 じ低地にては普通 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 葉の全長二米 に及ぶ大形羊歯に して房総半島 より太平洋岸 を南

下 し九州南部以南奮世界 の熱帯に廣 く分布 す。

2 Archangiopteris Somai Hayata, Ic. Pl. Formos. V. 256 (1915) 

    Syn.  Protangiopteris Somai Hayata in Bot. Mag. Tokyo XLII. 305 (1928)

和 名 ムカシリウビンタイ

生育地 演習林の北牛部の森林 内の蔭地 に生 じ稽々普通 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本属は古代型の羊歯な ると分布は毫澹 と支那雲南地方 に限 られ

るを以て有名 な り。最近早 田博士は中心柱 の研究 より臺湾産の

ものを支那の もの と別ち上記の新属 を立 て られた り。

Ophioglossaceae ハナヤス り科

3 Botrychium japonicum Und. in Bull. Torr. Bot. Club. 538 (1898)

和 名 オホハナ ワラビ

生育地 低地の森林内の蔭地 に生 じ稀 な り。

生活形G(深 地下植物)

備 考 高 さ三十糎 内外の羊歯に して本州、濟州島・九州、臺湾に分布 す。



4 Ophioderma pendula Presl, Suppl. Tent. Pteridogr.  57 (1843)

和 名 コブ ラン

生育地 樹幹上 より下垂 し梢 々稀 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 北牛球 の熱帯地方に分布す る種 にして 本邦 にては臺湾 、琉球 、

奄美大島、屋久島に分布す。又小笠原島 にも産す。

5 Ophioglossum vulgatum Linn., Sp.  P1. 1062 (1753)

和 名 ハナヤス リ

生育地 低地の開墾地に生 じ稀な り。

生活形G(深 地下植物)

備 考 高 さ十糎 内外の小羊歯 にして北は シペ リヤ、カムチヤツカ、ア

ラスカに及び南は臺湾 に及ぶ。全草 を癒瘡渕 とし又は1顛痛 に用

メ、。

Hymenophyllaceae

6 Hymenophyllum aculeatum  Raciborski, Pterid. Buit. 21 (1898)

和 名 ヒメチヂ レコケシノブ(新 稻)

生育地 森林 内の樹幹叉は岩面に生 じ稀なり 。

生活形E(着 生植物)

備 考 チヂ レコケシノブに比す るに一般に小 さく葉 の裂 片は更に小 さ

し、比 島に分布 し壷溝 島には新登見の種 と考へ られ る。

7 Hymenophyllum Blumeanum Spreng., Syst. Veg.  IV. 131  (I 827)

和 名 タイワンコケシノブ

生育地 森林内の樹幹又は岩面に生 じ普通 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 本種 は内地産のホソバ コケシノブに酷似 し只杢膿大形 なると葉

は廣卵形を呈す るを異 にす。併 し中間形多 く識別困難 なる場合
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多 し。壷薄の特有種 な う。

8 Hymenophyllum flexile Makino in Bot. Mag. Tokyo XIII. 45 (1899)

和 名 オホコケシノブ

生育地 森林内の岩面 に生 じ梢 々稀 な り。

生 活形E(着 生植物)

備 考 本属中大形の羊歯にして全 長二十糎内外に及ぶ。伊豆牛島、紀

州以南臺湾 に分布 す。

9 Hymenophyllum Junghuhnii Bosch. in Miq. Pl. Jungh.  I. 570 (1856)

和 名 ツノマタ コケシノブ

生育地 森林内の樹幹 又は岩面 に生 じ稀 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 垂灘以外にては瓜畦に分布す。

10 Hymenophyllum riukiuense Christ in Ann. Conserv. Jard. Bot. Geneve  IV.

208(Ig∞)

和 名 リウキウコケシノブ

生育地 森林内の樹幹叉は岩面に生 じ稀な う。

生活形E(着 生植物)

備 考臺湾 以外 にては琉球,屋 久島に分布 す。

11 Hymenophyllum Simonsianum Hook., 2 Cent. t. XII.  (1860)

和 名 シモ ンコケシノブ

生育地 森林内の樹幹 叉は岩面 に生 じ稀 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 海外 にあ りては印度ベ ンガルン地方 に分布す。

12 Trichomanes auriculatum Blume, Enum.  225 (1828)

和 名 ツノレホ ラゴ ケ



生育地 森林 内の岩面 又は樹幹 に着生 し普通 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 本州中南部、四國、九州 を南下 し南支那及熱帯亜細亜に廣 く分

布 す。

13 Trichomanes bipunctatum Poir., Encycl. VIII. 69 (1808)

和 名 アヲホラゴケ

生育地 森林内の岩面 叉は樹幹上に着生 む稀 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 本州 中南部、四國、九州、濟州島 よう遠 く南方 ポ リネシヤ、熱

帯亜細亜、濠州に分布す。

14 Trichomanes cupressoides Desv. in Mem. Soc. Linn. Paris VI. 330 (1827)

和 名 オニホラゴケ

生育地 森林 内の蔭地に生 じー普通な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 根董 は横走せず斜上性に して北は九州の中之島、奄美大 島迄分

布す る汎熱帯性羊歯な り。

15  Trichomanes maximum Blume, Enum. 228 (1828)

和 名 セ リバホラゴケ

生育地 森林 内の岩面 に生 じ梢 々稀 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 美麗 なる小形羊歯にして根董は横走 し比島 に産す るT.grande

Copel.に 酷似す。或ひは同一種な らん哉。臺湾 以南の熱帯地 方

に廣 く分布す。

16 Trichomanes Naseanum Christ ex Matsum. in Bot. Mag. Tokyo XXIV.  239 

(IC9IO)

和 名 オ ホ ハ ヒ ホ ラ ゴ ケ、 リ ウ キ ユ ウ コ ガ ネ



生育地 森林 内の岩面に着生 し普通な う。

生活形E(着 生植物)

備 考 ハ ヒホラゴケに似 るも一・般に大形 にして琉球 、奄美大島 より薩

摩迄北上す。

17 Trichomanes orientale C. Christ.,  Ind. 644 (1906)

和 名 コガネシノブ

生育地 森林内の岩面に着生 し普通な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 普通な る羊歯に して本州中部以南、朝鮮南部 を経 て支那、 ヒマ

ラヤに及ぶ'。

18 Trichomanes sp.

和 名 タチセ リバホラゴケ(新 稻)

生育地 海抜 四、五百米の森林 内に生 じ極 めて稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 一見 セ リバ ホラゴケに酷似す るも根董 は横走せず直立形にして

葉柄の基部 には赤褐色の長毛 を密生す。か ゝる種類 は帝國産 ホ

ラゴケ属 にはな く或は新種な らんか。

Cyatheaceae ヘ ゴ 科

19 Alsophila formosana Bak. in Ann. Bot. 190  (1891)

和 名 チヤボヘゴ

生育地 森林内の蔭地 に生 じ稀 なう。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 琉球、臺湾 に産 す る梢 々無董の羊歯な り。

20 Alsophila podophylla Hook.inKewjourn. Bot. 334  (1857)

和 名 オ ニ ヘ ゴ、 ク ロヘ ゴ



生育地 森林 内の蔭地 に生 じ普通な う。

生活形N(灌 木)

備 考 幹 は一米内外の高 さに達す。北は奄美大島、屋 久島迄北上し南

は南支那、交趾支那、 シヤムに分布す。

21 Alsophila pustulosa Christ in  Bull. Herb. Boiss. Ser. — 2, I. 1019 (1 go 1)

和 名 ヒョケヘゴ

生育地 森林内に生 じ稽々普通な う。

生活形M(亜 喬 木)

備 考 幹 の高 さ十 米にも及ぶ大形 の木状羊歯にして臺湾 にては普通に

見 られ庭園等 にも廣 く植栽せ らる。本種は一見タイワンヘゴに

似 るも葉 柄は淡褐色の毛 を密生(後 者は褐色)し 刺 を有せす枯死

ご.ても 相等長 く固着し下垂 するを以つて一見 して区 別し得 る。

本種の若芽は生食 して美味な う。幹は柱、筆立等 に利用せ らる。

琉球 に も分布 す。

22 Cibotium Barometz  Snmith in Hook. Lond. Journ. Bot. I. 437 (1842)

和 名 タカワラビ、 ヒツジシダ

生育地 森林内の崖地 に生 じ稀 な り。

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 一見チヤボヘ ゴに似 るも葉の裏面は ウラジロの如 く白粉 を有す

るを以 て区別容易な う。本種の根董 には黄金色の毛茸 を密生 し

美麗なれば葉柄の下部 よ6切 断 し犬 を模造 し玩具 を製 し叉鱗片

葉 は血 止め用叉は煎用 し腎臓病其他の病 を治す。北は奄美大島

より南 は比島迄分布 す。

23 Cyathea taiwaniana Nakai in Bot. Mag. Tokyo XLI. 68 (1927)

和 名 タイ ワンヘゴ

生育地 森林 内各地 に生 じ普通な り◎



生活形M(亜 喬木)

備 考 ヒヨケヘゴの如 く大 きくな らず。從來九州南部 に産 するヘゴご

混同せ られ しが幹 は低 く葉柄の毛茸は褐 色にして暗紫色な らず

主脈の細毛 は遙かに密にして側脈の乳状 突起 も著 しき點等に よ

り区別ぜ らる。

Polypodiaceae ウラボシ科

24 Acrophorus stipellatus Moore, Gard. Chron.  135 (1854)

和 名 タイワンヒメワラビ

生育地 ロホン山の頂上附近海抜入百米附近 に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 美麗なる羊歯にして馬來、印度方面 に廣 く分布 し本邦にては壷

灘、屋久島 に産 す。

25 Adiantum caudatum Linn., Mant. II. 308  (1771)

和 名 クジヤクデンダ

生育地 低地の森林内の蔭地 に生 じ稀な り。

生活形H(淺 地 下植物)

備 考 汎熱帯性 の羊歯 にして本邦にては臺湾 のみに産す。

26 Adiantum  fiabellulatumLinn., Sp. P1.1095 (1753)

和 名 オキナバ クジヤクシダ

生育地 森林 内に生 じ極めて稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 美麗 なる羊歯にして内地産のク ジヤクシダに似 た所あ り。南 は

南 支那、馬來半島及群島、印度 ヒマ ラヤ、 アツサ ム、 セイ ロン

島 よう北は九州屋久島迄分布す。

27 Antrophyum  Grevillei Baff., Grev. Ann. Mag. Nat. Hist. II. 2, I (1848)



和 名 ホソバオホバ コシダ・ シマタキミシダ

生育地 森林内の岩面 に生 じ稀な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 長 さ二十糎内外の一枚の箆形の葉 を有 し南は瓜畦、印度、 アツ

サム地方 よう北は臺湾 迄分布す。

28 Antrophyum plantagineum Kaulf., Enum. 197  (1824)

和 名 オホバコシダ

生育地 森林内の岩面に生 じ稀な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 前種 に似 るも葉 は狭長な るを以て区 別容易な う。臺湾 以南の亜

細亜 の熱帯に廣 く分布す。

29 Arthropteris obliterata J. Sm., Cat. Cult.  Ferns. 62 (1827)

和 名 ワラビツナギ

生育地 森林内の岩面叉は樹幹 に着生 し稀な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 一見タマ シダに似た る汎熱帯性羊歯にして北は琉球國頭地方迄

分布 す。

30 Aspidium subtriphyllum Hooker, Sp. Filic. IV. 52 (1862) 

     Syn. Aspidium hokutense Hayata, Mater.  Fl. Formos. 424 (igi 1)

和 名 ホク トア ミシダ

生育地 低地 の森林 の蔭地 に生 じ普通な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考臺湾 、琉球に産す。

31 Asplenium cuneatum Lam., Encycl. II.  309 (1786)

和 名 ホウライヤブク ジヤク

生育地 森林内の樹幹に着生 し普通 な り。



生活形E(着 生植物)

備 考 タカサゴヤブクジヤクに酷似す るも葉身は一回羽状な り。雨半

球の熱帯に廣 く分布 し本邦 にては垂濁のみ に生す。

32 Asplenium Hancockii  Max. in Mel. Biol. XL. 868 (1883) 

     Syn. Monomelangium Hancockii Hayata in Bot. Mag. Tokyo XLII. 343 (1928)

和 名 ハ ンコクシダ

生育地 森林内の蔭地に生 じ稀な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本種の毛茸は節 を有す るを以て有名 な り。琉球に も分布す ご云

ム。

33 Asplenium laserpitiifolium Lam., Encycl.  II. 310 (1786)

和 名 オ キナハシダ

生育地 森林 内の樹幹 に着生 し普通 な う。

生活形E(着 生植物)

備 考 樹幹の上部 に着生 し葉 の全長一米 に及ぶ ものあ う。北半球の熱

帯地方に廣 く分布 し琉球 を経 て奄 美大島迄北 上し叉小笠原島に

も分布す。

34 Asplenium MakinoiHayata, Ic.Pl.Iiormos.  IV. 224 (1914)

和 名 マキノシダ

生育地 森林内の岩面に生 じ稀 な り。

生活形E(着 生植 物)

備 考 一 見クノンマシダに似 るも下垂性 な るご朋 片の幅は遙かに廣 きに

より区 別し得。本種は シケシダ属に入れ らるるこEも あb。 壷
'

澄特産 な う。

35 Asplenium Nakanoanum Makino in Bot. Mag. Tokyo XXVIII. 176 (1914)

和 名 を フサ サ ジ ラン



生育地 森林内の砦面 に着生 し稀な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 一見 サジランに似 るも葉縁は全縁な らず根董 は横走せ ざるを以

て直に区 別し得 る。臺湾 の外に屋久島に分布す。

36 Asplenium normale Don, Prodr.  F1. Nepal. 7 (1825)

和 名 ヌ リトラノヲ

生育地 森林内の蔭地 に生 じ梢々稀 な り。

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 高 さ二十糎 内外の小形羊飼 にして一回勿状 の葉は往 々先端地 に

着 き根 を下す。北は本州中南部 より南は熟帯亜細亜 に分布す。

37 Asplenium tenerum Forst.,  Procl. 8o (1786)

和 名 オ トメ シダ

生育地 森林 内の樹幹 に着生 し極めて稀 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 一見 ホウライヤブク ジヤクに似 るも勿片は遙に圓味 を有す るを

以て区別 し得 る。熱帯亜細亜 に廣 く分布 し小笠原島に も分布 す。

38 Asplenium unilaterale  Lann., Encycl. II. 305 (1786)

和 名 ホウピシダ

生育地 森林内の蔭灘地に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州中南部 以南北半球の熱帯 に廣 く分布す。

var. rahaoense Hayata, Gen.  Ind. Fl. Formos. 103 (1916)

和 名 ラノ・ヲシダ

生育地 森林 内の蔭地に生 じ稽 々普 通な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本攣種 は前者 に比 し全體 大形 にして葉の全長六十糎 に達す る竜



のあ り。亮澄 の特産 な う。

39 Asplenium Wilfordii Mett., Kuhn in Linn.  XXXV1. 94 (1869)

和 名 アヲガネシダ

生育地 森林 内の樹 幹の相當高 き所に着生 し稀 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 本 州中南部以南、四國、九州、朝鮮南部、琉球、臺湾 に分布 す。

40 Blechnum orientale  Linn., Sp. Pl. 1077 (1753)

和 名 ヒリユウシダ

生育地 森林内の比較的陽地 に生 じ極めて普通な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 熱帯亜細亜、濠州 に分布 す る大形 羊歯 にして本邦にては臺湾 、

琉球 、奄美大島・屋久島・小笠原島に分布す。

41 Cheiropleuria  bicuspis Presl var. integrifolia Eat. apud Matsum. et Hayata, 

     Enum. Pl. Formos. 641 (1906)

和 名 スヂ ヒ トツバ

生育地 森林 内の蔭地 に生 じ普通な り。

生活形H(淺 地下植 物)

備 考 本州中南部、四國、九州の太平洋岸を南下し比島、瓜畦迄分布

す。

42 Cornopteris decurrenti-alata Nakai in Bot. Mag. Tokyo XLIV. 8  (193o) 

     Syn. Diplazium Hookerianum Koidz. in Bot. Mag. Tokyo XXXVIII. Ios (1924)

和 名 シケチシダ

生育地 森林 内の蔭灘地 に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州伊豆半島以南、支那及亜細亜の熱帯 に廣 く分布す。



43  Cyclophorus Lingua Desv., Prod. 224 (1827)

和 名 ヒ トツバ

生育地 森林 内の樹幹に着生 し普通なり 。

生活形E(着 生植物)

備 考 本州中南部以南熱帯亜細亜 に廣 く分布 す。庭 園及築山等に用ひ

られ 又藥用 にも供せ らる、葉は煎用 して腫物 、止血、利尿及び

精氣 を盆 するに用ひ る外淋病等 に用ふ。

44  Davallia stenolepis Hayata, Ic. Pl. Formos. 1V. 204 (1914)

和 名 タイワンシノブ

生育地 森林 内の樹幹に着生 し普通な り。

生活形E(着 生 植物)

備 考 シノブに酷似 す るも登膿粗大に して葉 質薄 く子嚢群を着 くる裂

片は彼 に比 し鈍頭狡長な り。臺湾 特産な う。

45 Denstaedtia  scabra Moore, Ind. 307 (1861)

和 名 コバ ノイシカグマ

生育地 海抜六百米附近の森林 内に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州中南部以南印度迄分布す。

46 Denstaedtia scandens Moore in Parker's Cat. (1858)

和 名 ツノンカグマ

生育地 森林内の蔭地 に生 じ稀 な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 葉柄の鈎 に よう他物に禁縁す る面 白 き蔓性羊歯 にして比島、瓜

畦に分布す。

47 Denstaedtia Smithii Moore,  Ind. 308 (1861)

和 名 タ イ ワ ンタカ ワラ ビ



生育地 森林内の蔭地 に生 じ梢 々稀な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 葉の全長二米 にも及ぶ ものあ り、臺湾 以南の亜細亜の熟帯 に廣

く分布 す。

48 Dictyocline  Grifiithii Moore var. pinnatifida Beddome, Ferns Brit. Ind. 

155 (1866) 

     Syn. Aspidium Griffitlzii Diels in Engl. et Prantl, Pfl.-fam. I.-4, 186 (1899)

和 名 ア ミシダ

生育地 低地の森林 の蔭地 に生 じ普通 な り。

生活形H973S地 下植物)

備 考 葉の全 長三十糎 内外にして細毛 を布 き一見 ジヤカウシダに似 た

り。南 は印度 より北は琉球、屋久島を経 て土佐 、伊勢の宇治 山

田外宮紳域に迄分布 す。

49 Dictyopteris Brongniarti Nakai in Bot. Mag. Tokyo XLVII. 159  (1933) 

      Syn. Aspidium suhmembranaceum Hayata, Ic. Pl. Forinos. IV. i88 (1914)

和 名 ウスバ ワラビ

生育地 森林内の蔭地に生 じ普通 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 大形の羊歯に して葉の全長一米以上に達す るものあ う。臺湾 北

部に産 す。

50 Diplaziopsis javanica C. Christ.,  Ind. 227 (1905)

和 名 イハ ヤシダ

生育地 森林 内の蔭地 に生 じ稀なり 。

生活形II(淺 地下植物)

備 考 本州中南部 より南は亜細亜の熱帯 に廣 く分布す。

51 Diplazium arisanense Hayata, Ic. Pl. Formos. IV.  212 (1914)



和 名 アリサ ンワラビ

生育地 ロホン山海抜八百米附近の森林内に生 じ稀な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 一見 イヌワラビ属 に似 たる羊 歯に して憂溝特産 な り。

52 Diplazium Doederleinii  Kodama in Matsurn. Ic. Pl. Koisik. I.-5, t. 70 (1913)

和 名 シマシロヤマシダ

生育地 谷間の蔭滋地 に生 じ普通 な り。

生活形H(淺 地 下植物 ♪

備 考 大形の羊歯にして九州屋久島以南臺湾 に分布す。

53 Diplazium esculentum Swartz in Schrad. Journ.  800-2, 312 (1803)

和 名 クハ レシダ臺湾 名 過溝菓

生育地 河岸等 陽地の灘地 に生 じ稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 大形羊歯にして葉 の全長一米内外の二、三回朋状複葉 を有す。

屋久島、奄美大島以南亜細亜の熟帯 に廣 く分布す。鰍葉は煮て

食すと云ふ。

 54 Diplazium fraxinifolium Presel, Rel. Haenk. I. 49 (1825)

和 名 キノボ リシダ

生育地 森林 内の蔭地 に生 じ梢 々普疸 な り。

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 キノボ リシダの名あるも決 して梁縁せず、蓋 し之の名オホキノ

ボ リシダに似た る所 より來 るな らん。屋久島、奄美大島以南亜

細亜の熱帯 に廣 く分布す。

 55 Diplazium japonicum Bedd., Ferns. Brit. Ind. Suppl. 12 (I876)

和 名 シケシダ

生育地 森林 内の蔭灘地 に生 じ普通なり 。



生活形H(淺 地下植物)

備 考 分布廣き羊歯にして北海道以南亜細亜の熱帯地方に廣く分布す。

56 Diplazium lanceum  Presl, Tent. 113 (1836)

和 名 ヘ ラシダ

生育地 森林内の蔭地に生 じ梢 々普通な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 内地 にも廣 く分布 する羊歯にして本州中南部以南亜細亜の熱帯

に廣 く分布す。

57 Diplazium maximum C. Christ.,Ind. 235 (1905)

和 名 ヒロバノ コギ リシダ

生育地 谷間の蔭灘地に群生 し極めて普通計な り6

生活形H(淺 地下植物)

備 考 大形の羊歯 にて葉の全長 一米 に達す る二、三回朋状複葉 を有 すO

熱帯亜細亜 に廣 く分布 し本邦 には屋久島、奄美大島以南 に分布

す。

58 Diplazium Mettenianum C. Christ.,  Ind. 236 (19ö5) ?

和 名 ミヤマノコギ リシダ

生育地 森林内の蔭地 に生 じ稀 な り。

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 内地産 のものに比 し葉形稽 々異な るが如 し。 本州 の伊豆半島、

紀 州・九州以南支那に分布 す。

59 Diplazium odoratissimum Hayata, Ic. Pl.  Forwos. V. 273 (1915)

和,名 ジヤカウシダ

生育地 森林内の蔭地 に生 じ梢々稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 ア ミシダに似 るも両面共 に無毛平滑にして綱 目遙かに粗 く子嚢



群は線形をな 己て綱賑 に澹着 すれ ど概 ね勿片の中肋 に接近 して

斜 に両側 に軍列 し彼の如 く登面 に満布す ることな し。本種は乾

くときは根董慶香の如 き香 を嚢散するを以 て上記の和名あ り。

根董 より適當の方法 にて香料 を採集 し得ぱ有用羊歯なり 。壼灘

特産な り。

60 Dipteris conjugata Reinw., Syll. Pl. II. 3  (1824)

和 名 ヤブレガサウラボシ

生育地 森林内に生 じ極 めて稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 葉の直径 三十糎内外に して傘状 を呈す る特徴あ る羊 歯な り。琉

球 、臺湾 、馬來、印度、ポ リネシヤに分布す。

61 Drymoglossum obovatum Christ in Journ. de Bot. XIX. 73  (19os)

和 名 タイワンマメヅタ

生育地 森林 内の樹幹又は岩面に着生 し普通な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 内地産のマメヅタに酷似す るも葉 は倒卵形 を呈 す。塁轡特産 な

り。

62 Dryopteris  acuminata Nakai in Bot. Mag. Tokyo XLII. 217 (1928)

和 名 ホシダ

生育地 河岸等の比較的陽地 に生 じ梢 々普通 な り。

生活形H(淺 地 下植物)

備 考 日本 中南部、四國、九州、琉球、臺湾 に分布す。

63 Dryopteris arida Kuntze, Rev. Gen. Pl.  I  I. 812 (1891)

和 名 ミミホシグ

生育地 森林内の蔭地 に生 じ極め て稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)



備 考 外形ホ シダに酷似する竜丈高 く葉の杢長一米にも及び且 つ葉脚

部 に耳形の小葉あ るを以 て直に区別することを得。海外にあ り

ては比島、海南島、 馬來牛島に分布 す。

64 Dryopteris aurita C. Christ.,  Ind. 253 (1905)

和 名 ミミガタシダ

生育地 森林 内の蔭地 に生 じ極めて稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 海外にあ りては印度に分布 す。

65 Dryopteris decursivo-pinnata 0. Kuntze, Rev. Gen. Pl. II. 812  (1891)

和 名 ゲジゲ ジシダ

生育地 森林内の蔭地に生 じ梢 々普通な り。

生活形H(淺 地 下植物)

備 考 内地 にては普通の羊歯にして本州各部、四國、九州、朝鮮、琉

球、毫湧、南支那 に分布 す。

66 Dryopteris  dissecta 0. Kuntze, 1. c,

和 名 ウスバ シダモドキ

生育地 森林内の蔭地に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地 下植物)

備 考 一見 ミゾシダに似 るも一般に大形 にして殊 に最下刎{'大 な う。

馬來、印度、ボ リネシヤ、 マダカスカノレ島に分布す。

67 Dryopteris Eatoni 0. Kuntze, 1. c.

和 各 ホ ラカグマ

生育地 森林内の蔭地に生 じ稀な り。

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 琉球、臺湾 の特産な り。



68 Dryopteris gracilescens 0. Kuntze var. glanduliferum Makino in Mak. et 

       Nemoto, Cat. Jap. Pl.  Herb. Tokyo Imp. Mus. 426 (1914)

和 名 ハシゴシダ

生育地 普通森林内に生ず るも茶 園等 にも相等見 られ梢 々普通な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州中南部、九州、朝鮮南部、琉球・臺湾 ・支那、瓜畦、印度

に分布すO"

69 Dryopteris hirsutisquama  Hayata, Ic. Pl. Formos. V. 277 (1915)

和 名 タ イ ワ ンノ・リガ ネ ワラビ、 ヤハ ラ シダ モ ドキ

生 育地 森 林 内 の蔭地 に生 じ稀なり.O

生 活 形H(淺 地 下植 物)

備 考 ヤハ ラシダ に酷 似す る竜葉面 毛茸 多 し。 憂灘 特有種 な り。

70 Dryopteris lepigera 0. Kuntze, Rev. Gen. Pl. II. 813 (1891)

和 名 キンマウヰノデ

生育地 森林 内の蔭地に生 じ精 々普通 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 大形羊歯にて葉の杢長一米に達す るあ り。北は紀州、四國、九

州 よう南は藁灘迄分布す。 「 一 ・

71 Dryopteris leucostipes C.  Christ., Ind. 274 (1905)

和 名 シログキシダ

生育地 森林 内の蔭灘地に生 じ梢々稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 葉の杢長一米 に及ぶ ものあ り。一見 コバザ ケシダに似た るも墓

臼色 を呈するを以 て直 に区別 し得 る。南は印度迄分布す。

 72 Dryopteris melanocarpa Hayata,Ic.Pl.Formos. IV. 163 (1914)

和 名 クロ ミノ イタ チ シダ



生育地 比較的乾燥せ る山腹の森二林 内に生 じ普通 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 ミヤマイタチシダに比 し勿 片は著 し く鏡尖頭又ナガバノ イタチ

シダに比 し最 下の勿片に於ける小朋 片は著 しく長 し。臺湾 特産

な り。

73 Dryopteris mingetsuensis Hayata, Ic. Pl.  Formos. V. 281 (1915)

和 名 ミンゲ ツシダ

生育地 海抜 七百米附近の森林 の蔭地に生 じ普通な6。

生活形H(淺 地下植物)

備 考臺湾 特産な う。

74 Dryopteris  ochtodes C. Christ., Ind. 280 (19o5)

和 名 イブキシダ

生育地 低地 の森林の蔭灘地 に生 じ稀な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 一見 シログ キシダ又は コバザケシダに酷似す るも全株無毛 な る

によう区別することを得。本州中南部 以南海南島、馬來、印度
～

方面に分布す。

75 Dryopteris oligophlebia C. Christ., Ind.280(~905)

和 名 ヒメワラゼ

生育地 人家附近の竹林内 に生 じ極 めて稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州 中南部 以南臺湾 、支那並に小笠原島に分布す。

76 Dryopteris parasitica 0. Kuntze, Rev. Gen. Pl.  II• 811  (1891)

和 名 ケホシダ

生育地 森林内の蔭灘地に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)



備 考 一見ホシダに似 るも毛茸密生せ るを以て区 別容易な り。四國・

九州南 部以南北牛球 の熱帯地方 に廣 く分布す。

77 Dryopteris sparsa 0. Kuntze, Rev. Gen. Pl.  II. 813 (1891)

和 名 ナガバノイタチシダ

生育地 低地の森林 内に生 じ稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 房総牛島 よう伊豆`卜島 を経 て四國、九州以南支那南部、馬來、

印度、 セイロン島に分布す。

78 Dryopteris sp.

生育地 低地の森林の蔭地に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 一見ナガバノイタチシダに似 るも全體肚大 な う。

79 Dryopteris sublaxa Hayata,  Ic. Pl. Formos. IV. 183 (1914)

和 名 シマヤハラシダ

生育地 海抜入百米附近の森林 内に生 じ稀な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 一見ノ・シゴシダに酷似 し叉ヤノ・ラシダにも近けれ ど一膿に毛茸

多 きを以て一見区別 し得 る。屋久島に分布す。

80 Dryopteris taiwanensis C. Christ.,  Ind. 297 (1905) 

和 名 コバザケシダ

生育地 森林内の蔭湿地に生 じ普通 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 一見 イブキシダ、 シログ キシダに酷似す ること前記の如し。琉

球 、臺湾 のみ に産 す、,

81 Dryopteris triphylla C. Christ.,  Incl. 298 (i5o5 )



和 名 カウモ リシダ

生育地 森林内の蔭地 に生 じ普麺 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 葉は通常三枚 ようなる。北は土佐、屋久島、奄 美大島 より南 は

臺湾、比島、馬來、 印度 に分布す。

82 Dryopteris viridescens 0. Kuntze, Rev. Gen.  Pl. II. 814 (1891)

和 名 リヤウメンシグ

生育地 森林内の蔭漏地 に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 葉の両面 こも一一様の色を呈す。北は北海道 よう南は臺湾 、支那

に分布す。

83  Dryopteris Yabei Hayata, Mater. F1. Forcnos. 424 (i g i i )

和 名 イタチシダ モドキ

生育地 低地の山腹 に生 じ梢 々稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 イタチシダに頗 る酷似 するも葉の全形及朋 片の裂片は卵形をな

し(彼 は三寿角形にて裂片は長楕圓形)根董 上及葉柄上の鱗片は彼

よ う廣澗 にて葉柄及朋軸の鱗 片は赤褐 色を呈す。壼灘 北部、屋

久島に産す。

84 Egenolfia appendiculata J  Smith, Ferns Brit. & Foreign 16 (1866) 

     Syn. 1'olybotrya marginata Blume, Enun7. Jhv. Ioo (1828)

和 名 オキナハ キジノヲ

生育地 森林内の蔭地に生 じ梢々普通 な う。

生 活形H(淺 地 下植物)

備 考 一見 キジノヲシダを縮小せ る形にして葉 の先端は往 々地に着 き

下根す。北は奄美大島 より南は琉球、臺湾 を経 て熱帯亜細亜に



廣 く分布す。

85 Histiopteris incisa J.  Stn., Hist. Fit. 295 (1875)

和 名 ユノ ミネシダ

生育地 林縁の蔭灘地に生 じ稀な り。

生活形H(淺 地下植物)1

備 考 美麗 なる大形羊歯にして本邦 にては紀州、九州南部、琉球、毫

濁 に分布するも北牛球 の熱帯 に贋 く分布 する種類な り。

86 Humata lepida Moore,  Ind. XCII (1857)

和 名 シマキク シノブ

生育地 森林内の岩面 に生 じ稀なり 。

生活形E(着 生植物)

備 考 キクシノブに酷似 するも葉面の分裂 細小な ると胞子の大 さを異

にす るを以て容易に区 別す ることを得 る。比島 に分布 す。

87 Leptochilus Harlandii C. Christ.,  Ind. Fil. 11 (1905)

和 名 ノ'ノレランシダ、 トネ リコシダ

生育地 森林 内の蔭地に生 じ稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 實葉を有する羊両 にして琉球、臺湾 、香港 に分布す。

88 Leptochilus virens C. Christ.,  Ind. Fil. 20 (1905)

和 名 ヘ ツカシダ

生育地 森林内の蔭地 に生 じ梢 々稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本種 も實葉 を有 レ大膿 オホヘ ツ汐シギに似 るも羽片は狭 少且 つ

数多 きを以 て区別することを得 る。琉球、臺湾 を経 て遠 く印度、

ビ～レマに分布 す。

89 Lindsaya  cultrata Sw., SyIl. I IQ (1806)



和 名 ホングウシダ

生育地 河岸の岩面 に生 じ稀 な り。

生 活形H(淺 地下植物)、

備 考 高 さ十五糎内外の小形羊歯 にして紀 州、九州南部、濟州島、琉

球 、臺湾 を経 て熱帯 アジヤ、 アフリカに分布 す。

90 Lindsaya  davallioides Blume, Enum. 218 (1828)

和 名 ク ジヤクホングウシダ

生育地 森林内の蔭地に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 高 さ二十糎内外 の小形羊歯にして一見エダウチホングウシダに

似た る所あ るも朋片の先端 は著 し く尾状 を呈 するを以 て区別す

るを得 る。比島、馬來半島に分布す。

91 Lindsaya orbiculata Mett. ex Kuhn, in Miq. Ann. Lugd. Bat. IV. 279  (1868)

和 名 エダウチホングウシダ

生育地 低地 の森林内に生 じ普逓 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 葉形 に愛化多 き多年生羊歯にして紀州、・土佐、九州南部、琉球、

小笠原島、南支那、馬來、印度、濠州に分布 す。

92 Microlepia hirsutissima Hayata, Ic. Pl.  Formos. V. 301 (1915)

和 名 ホウライイシカグ マ

生育地 森林内の蔭地に生 じ梢 々稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 葉 の全長一米に及ぶものあ り。臺湾 特産 な う。

93 Microlepia  Hookeriana Presl, Epim. 95 (1849)

和 名 ヤンバル フモ トシダ

生育地 低地の森林内に生 じ普通 な り。



生活形H(淺 地下植物)

備 考 フモ トシダに酷似す るも朋片は鎌形 をなし鋸歯淺 きに より区 別

し得 る。琉球 より南 は香港、印度 アッサム地方 に迄分布す。

94 Microlepia strigosa Presl, 1. c.

和 名 イシカグマ

生育地 森林内の蔭地に生 じ稀な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 紀州、四國、九州等の暖地 に分布 し南 は南支那、馬來、印度に

分布 す。

95 Monachosorum subdigitatum Kuhn, Chaetopt. 345  (1882)

和 名 ムカゴシダ

生育地 海抜八百米附近の森林内に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 一見 リャウメンシダに似 るも一膿 に軟質に して中軸の腋 問に ム

カゴを生ず るにより一見区 別することを得.馬 來牛島及群島、

印度 ヒマ ラヤ、 ネパ アノン及 ブウタン二千 米乃至三千米間の高地

に生ず。

96 Neottopteris rigida  Fee, Ve Mem. Foug. (Gen. Filic.) 203 (1850-2) 

     Syn. Asplenium Nidus (non Linn.) Hooker, Sp. Fillic. III 77 (1860) pro parte

和 名 オホタニワタ リ

生育地 森林内の樹幹 に着生 し極め て普通な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 一見熟帯を思はせ る羊歯にして葉の全長二米幅十五糎 に達 する

ものあ り。本島人は之を以て屋根 叉は壁を簡輩 に張 るに用ふ。

亜細亜 の熱帯地方 に廣 く分布 し本邦にては紀州は北限をなす。●

97 Nephrolepis biserrata Schott., Gen. Fil. ad.  t. 3 (1834)



和 名 ホウビクワンジユ

生育地 森林内の樹上 に着生 し普逓な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 樹上 に着生 する梢 〃陽性の羊歯にして土佐、奄 美大島 より南 は

北牛球 の熱帯に廣 く分布す。

98 Nephrolepis cordifolia Presl,Tent. 79 (1836)

和 名 タマシダ

生育地 森林内の樹幹、石垣等 に着生 し極 めて普通な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 陽性の着生羊歯にて分布廣 く北は紀州、土佐、九州南部 を南下

し世界の熱帯地方に廣 く分布す る汎熱帯性羊歯な う。塊董 を解

熱渕 とす。

99 Nephrolepis exaltata Schott., Gen. Fil. t. 3 (1834)

和 名 ヤ ンバノレタマ シダ

生育地 河岸の陽地に叢生 し稀な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本種は外形 前者 に似 るも一般 に大形にして前種 の如 く樹上に着

生 すること稀 な う。琉球、小笠原島、馬來、印度 、セイロン島

に分布 す。

100 Odontosoria chinensis J. Sm. var. tenuifolia Makino in Bot. Mag. Tokyo 

       X.  152 (1896)

和 名 ホラシノブ

生育地 河岸等の陽地に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州中南部以南、支那、馬來、印度方面に分布す。

101 Plagiogyria euphlebia Mett., Plagiog.  io. n. 6 (1858)



和 名 オ ホ キ ジノ ヲ

生 育地 低 地 の森 林 内 に生 じ稀 な り。

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 キ ジノ ヲシダ に似 て大 形 な6。 本 州吝部 、 四國 、九 州、濟 州島、

支 那 、印 度北部 ・濠 州 に分布 す。本 属 の植 物 は キジノ ヲシダ科

(Plagiogyriaceae)に 入れ らるるこ とあ るも此 威 には区 別せず 。

102 Plagiogyria  falcata Copel. in Philip. Journ. Sci. IT.-2, 133. t. i. B (1907)

和 名 タイワンヤ・マソテツ

生育地 海抜八百米附近の森林 内に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 ヤマソテツに酷似 す るも中軸の背面凸起せず且つ朋片は質梢々

厚 く短細にして鋸歯淺 し。比島に分布す。

103 Plagiogyria  japonica Nakai in Bot. Mag. Tokyo XLII. 2o6 (1928)

和 名 キジノ ヲシダ

生育地 森林 内の蔭地 に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地 下植物)

備 考 オホキジノ ヲに似 て一般 に小形な う。本州中南部以南印度、瓜

畦迄分布す。根董 を妙 りて粉 とな し酢 にて飲み、婦人崩血、血

塊 の流出を防 ぎ叉焼 きて粉 にし生油 にて解 きて白禿に貼付す。

104 Plagiogyria stenoptera Diels in  Engl. et Prantl, Ptl.-fam. I.-4, 282 (1899)

和 名 シマヤマソテツ

生育地 海抜 入百米附近の森林 内に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 一 見タイワンヤマソテツに酷似す るも葉柄の脚部は耳形の朋片

を有す るを以て直 に嘔 別し得 る。北は屋 久島 より臺湾 を経て支

那・安南、比島に分布す。
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105 Polypodium Buergerianum Miq., Prol.  F1. Jap. 334 et 339 (1866)

和 名 ヌカボシク リ'・ラン1

生育地 森林内の蔭地の岩面等に生 じ普逓 なう。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州中南部以南、琉球・臺湾 ・支那 中部 に分布す。

106 Polypodium caudiceps Bak. in Ann. Bot. V. 469  (1891)

和 名 ヲナガノキシノブ

生育地 樹幹の上部 に着生 し梢 々普逓な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 ノキシノブに比 するに葉は薄 く先端 尾状 に尖 る。臺湾 の特産な

う。

107 Polypodium contiguum Smith,  Hook. in Journ. Bot. III. 39 (1841)

和 名 チ ヨク ミシダ

生育地 樹幹に着生 し稀 な う。

生活形E(着 生植物)

備 考 一見 コシボ ソウラボシに酷似 す るも子嚢群は刑片の縁邊叉は先

端 に不齊に疎列 又は輩生す るを以て区別容 易な う.比 島、瓜畦、

印度マ ドラス、 セイロン島に分布 す。

108 Polypodium coronans Wall., List. n. 288 (1828)

和 名 カザ リシダ

生育地 樹上に着生 し普通 な う。

生活形E(着 生植物)

備 考 オホタ昌ワタ リの如 く樹上高 く叢生 し臺湾 以南香港、馬來孚島、

印度 ヒマラヤ、 ネバアル、ブウタンに分布す。

109 Polypodium decrescens Christ var. brechinifrons Hayata, Ic. Pl.  F  ormos. 

        IV. 245 ( 1914)



和 名 コシボソウラボ シ

生育地 樹 上に着生 し稀 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 前記の チヨク ミシダに酷似 する毫独特 有種 な う。

110 Polypodium ellipticum Thunb. var. pothifolium Makino in Bot. Mag. Tokyo 

       XXIII. 72 (1909)

和 名 オホイハ ヒ トデ

生育地 河岸林 内に生 じ梢 々稀な り。

生活形H(淺 地 下植物)

備 考 イハ ヒ トデに似 るも大形 にして九州南部、小笠原島、琉球、比

島、馬來半島、印度に分布す。

111 Polypodium Engleri Luerss. in  Engl. Jahrb. 1V. 361 (1883)

和 名 タカノノ・ウラボシ

生育地 海抜 六百米附近の森林内の樹上 に生 じ稀 な う。

生活形E(着 生植物)

備 考 紀州、四國、九州南部 に分布 ずる梢々陽性の羊歯にして一見 ミ

ッデウラボシの葉の分裂せざ るものに似 るも遙か に長大 な り。

112 Polypodium ensato-sessilifrons Hayata, Ic. Pl.  Forrnos. V. 312 (1915)

和 名 タ イ ワ ンク リノ・ラ ン

生 育地 蔭地 の岩 面 に生 じ稀 な う。

生 活形H(淺 地 下植 物)

備 考 ク リノ・ラ ンに比 す るに葉 質薄 し。臺湾 特有種 な り。

113 Polypodium formosanum Bak. in Journ. Bot.  105 (1885)

和 名 タイワンアヲネカヅラ

生育地 樹上 に着生 し極めて普通 な う。

生活形E(着 生植物)



備 考 比較的陽性の着生羊歯にして美麗な う。アヲネカヅ ラに比し根

董裸出無毛 にして葉質薄 く殆 ど無毛 にして裂 片は鏡頭 な り。九

州屋久島に分布す。

114 Polypodium Hancockii  Bak., 1. c. io6 (1885)

和 名 ホコザ ウラボシ

生育地 森林 内の蔭地 に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 葉 の先端は鋒状 に三列す。琉球、屋久島に分布す。

115 Polypodium hastatum Thunb.,  Fl. Jap. 335  (I 784)

和 名 ミツデウラボシ

生育地 河岸 の崖地 に生 じ稀な う。

生活形H(淺 地 下植物)

備 考 稽 々陽性 の羊歯 にして葉形に憂化多し。北は北海道 より支那の

西部及 中南部 迄分布 し葉 は治淋剤 とす。

116 Polypodium pteropus Blume, Enum. addend. (1828)

和 名 ミツデヘ ラシダ

生育地 漢流の岩石上に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 一見 ミツデウラボシに似 たれ ども裏面は白か らす.北 は琉球の

石垣島 よう南は比島、南支那、馬來牛島、印度、 キツキム、ブ

ウタ ン、 セイロン島に分布すO

117 Polypodium Takedai Makino et  Nemoto in Mak. et Nemoto, Fl. Jap. 95 (1931)

和 名 オ ホク リハ ラン

生育地 河岸の岩面 に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 梢 々陽性 の羊歯にして葉の全浸 六十糎 内外に達す。 琉球以南



支那南 部 、馬來 半島、 印度 ヒマラヤ、 ネパ アルγ・ ブ ウタ ンに分

布 す。

118 Polypodium Wrightii Mett. ex Diels in Engl. et Prantl,  Pfl.-fam. I.-4, 316 

       (1899)

和 名 ヤ リノホク リハ ラン

生育地 蔭地の岩面等に生 じ稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 一見 ヌカボシク リ・・ランと酷似す るも胞子嚢は線形にして中肋

の両側 に斜 に平行輩列す(彼 は散在状)る を以て匠別し得。九州

南部 よう琉球、臺湾 にかけて分布す。

119 Polystichum aculeatum Schott. var.  variiforrne Hayata, Ic. 11. Formos. V. 

       332 (1915)

和 名 ア リサ ンヰノデ

生育地 海抜 七百米附近の森林 内に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 毫濁の特産 な う。

120 Polystichum amabile J.  Srn., Ferns Br. et For. 152  (I 866)

和 名 カナ ワラビ

生育地 森林 内の蔭地 に生 じ梢々稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州中南部以南、比島、馬來、印度、セイロン島に分布す。

121 Polystichum aristatum Presl, Tent. 83 (1836)

和 名 ホ ソバカナワラビ

生育地 森林内の蔭地 に生 じ普通 な り.

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 本州各地、四國、九州以南、支那、馬來、印度に分布 す。



122 Polystichum auriculatum Presl, 1. c.

和 名 タイワンノコギ リシダ

生育地 森林 内の岩壁等 に生育 し稀な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 印度、 セイ ロン島 に分布 すO

123  Polystichum Bissetianum Nakai in Bot. Mag. Tokyo XLV. 102 (1931) ? 

       Syn. Polystickum pacifcun Nakai in Bot. Mag. Tokyo XXXIX. 119 (1925)

和 名 オホイタチシダ

生育地 森林内の梢 々乾燥せ る蔭地に生 じ稀 な う。

生活形H(淺 地下植物 〉

備 考 本州中南部以南、九州に分布す。

124 Polystichum constantissimum Hayata, Ic. Pl. Formos.  IV. 161  (19 4)

和 名 タイワンイタチシダ

生育地 森林 内に生 じ稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考臺湾 以外にては屋久島に産 す。本種は早田博士に從へばイタチ

シダに比 し最下勿片頗 る不等形に して最下小勿 片は甚だ長 く隣

接小勿片の二倍あ うとす。

125 Polystichum Hancockii Diels in Engl. et Prantl, Pfl.-fam.  I.-4, 191 (1899)

和 名 タイワンジフモ ンジシダ

生育地 森林 内の岩面に生 じ梢 々普通な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 内地産 のジフモンジシダを小 さ くした形の羊歯に して琉球 にも

分布 す。

126 Pteridium aquilinum Kuhn var.  japonicum Nakai in Bot. Mag. Tokyo 
        XXXIX. io6 (1925)



和 名 ワラビ

生育地 開墾地 に生 じ普通 な う。

生活形II(淺 地下植物)

備 考 陽性の羊歯にして北は樺太 より南 は支那南部 に分布す。基種は

世界 各地に廣 く分布す。新芽及地下董は食用に供 す。

127 Pteris biaurita Linn. var. quadriaurita Luerss,  Engl. Jahrb. IV 355 (1883)

和 名 ハチヂヤウシダ

生育地 森林内の蔭灘 地に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州 中南部、 四國、 九州南部を南下 し、 熱帯各地 に廣 く分布

すO

128 Pteris ensiformis Burm.,  Fl. Ind. 230 (1768)

和 名 ホ コシダ

生育地 開墾地の石垣等 に生 じ梢 々稀な6。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 梢 々陽性の羊歯にてヰノモ トサウに酷似 す るも朋片の中軸は翼

を有せざるに より直に区別す るを得。琉球 以南亜細亜 の熱帯 に

廣 く分布す。

129 Pteris Glevilleana Wall., List. n. 2680 (1829)

和 名 グ レブレヰノモ トサゥ

生育地 森林 内の梢 々乾燥せ る蔭地 に生 じ普逓 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備.考 極めて葉 形に変化 の多き小形羊歯 にして比島、シヤム、印度北

部、 ボルンネオに分布す。

130 Pteris quadriaurita Retz., Obs. VI. 38  (1791)

和 名 アマク サ シダ



生育地 森林内の岩石地帯に生じ稀なり。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州中南部以南熱帯亜細亜に廣く分布す。

131 Pteris semipinnta Linn., Sp.  Pl. 1076 (1753)

和 名 オホアマクサシダ

生育地 森林内の岩石地帯に生 じ梢々普通な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州 中南部 以南熱帯亜細亜に廣 く分布すO

132 Pteris setuloso-costulata Hayata,Ic.Pl.Formos. IV. 241 (1914)

和 名 トゲハ チヂヤウシダ

生育地 海抜七百米附近の森林内に生 じ普瓶 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 ハ チヂヤウシダに酷似 するも葉は狭長に して勿 片の中肋上に剛

毛状の刺を有す。臺湾 の固有種な う。

133 Pteris tripartita Sw.  in Schrad. Journ. 1800-2, 67 (18oi)

和 名 ヘ リトリワラビ

生育地 森林内の蔭地に生 じ稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 亜細亜、亜弗利加の熱帯各地 並に欧州南部 に分布す。

134 Pteris Wallichiana Ag., Rec. 69 (1839)

和 名 ナチシダ

生育地 森林 内の蔭灘地 に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 高 さ一米以上に達す るものあ り。 本州中南 部以南比島、印度 ヒ

マラヤに分布 す。



135 Sagenia pteropus Moore,  Ind. Filic. V. 89 (1875) 

         Syn. Aspidium decurrens Presl, Rel. Haenk. I. 28 (1825)

和 名 ナナバ ケシダ

生育地 森林内の蔭灘地に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 葉形種々に愛化 す るを以 て上記の和名あ り。北牛球の熱帯 に廣

く分布 し本邦にては琉球、藁灘 に産す。

136 Sagenia variolata Moore,  Ind. Filic. II. LXXXVI (1857) 

         Syn. Aspidium inelanocaulon Blume 'in Enum. 161 (1828)

和 名 ク ログ キシダ

生育地 低地の森林の蔭地に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

1備 考 根董は質硬 く漆黒色を呈す。北牛球の熱帯に廣 く分布 し本邦 に

ては琉球、臺湾に産 す。

137 Vittaria  angusteelongata Hayata, Ic. Pl. Formos. VI. 161 (1916)

和 名 ヒメシシラン

生育地 樹幹 に着生 し普遮 なう。

生活形E(着 生植物)

備 考 葉長二十糎内外に して線形 を呈 する臺湾 固有種 な う。

138  Vittaria arisanensis Hayata,Ic.Pl.Formos. IV. 243 0914)

和 名 ヒロバ シシラン

生育地 樹上 より下垂 し稽 々稀 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 シシランに酷似 す るも子嚢群は邊縁に抱かれす梢 々内方 に存す

るを以て一見区別す ることを得。肇灘の特産な り・。



139 Vittaria formosana Nakai in Bot. Mag. Tokyo XXXIX. 176 (1925)

和 名 シマシシラン

生育地 樹幹 より下垂 し普通 な り。

生 活形E(着 生植物)

備 考 大 なるは葉長一米幅一糎 に及ぶ、北は量久島、奄美 大島に分布

し南は熱帯亜細亜、濠州、熱帯亜弗利加に分布す。

140 Woodwardia orientalis Swartz in Schrad. Journ. 1800-2, 76  (1800

和 名 コ毛チシダ

生育地 低地の森林 内に生 じ稀 なり。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 大形の羊歯 にむて往々葉 上に無性苗 を生 す るを以 て有名 な り。

本州 中南部、四國、九州、支那、比島、馬來、印度 ヒマラヤ、瓜畦、メ

キシコ、カノァフオノンニヤ、欧州西部及南部 に分布 す。

141 Woodwardia Harlandii  Hooker var. Takeoi Masarnune in Journ. Scc. Trop, 

        Agric. II. 3, 151 ( 1930)

和 名 ホソバオホカグ マ

生育地 森林内の梢々乾燥せ る蔭地に生 じ梢 々稀 な り、

生活形H(淺 地下植物)

備 考 從來猫立種 と考へ られしが上記の如 く攣種 と考 へる方適當なる

が如 し。 屋久島及香港 に分布 す。

Gleicheniaceae ウ ラ ジ ロ 科

142 Dicranopteris dichotoma  Bernh. in Schrad. N. Journ. 1.-2, 8 et 49 (1806)

proparte

和 名 』コ シ ダ

生 育地 森林 内に生 じ梢 々稀 な う。



生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州 中南部以南 、比島、支那南部、印度支那に分布 す。

143  Dicranopteris longissima Nakai in Bot. Mag. Tokyo XLI. 692 (1927)

和 名 オホウラジロ

生育地 森林 内に生 じ梢々稀 な り。

生活形N(灌 木)

備 考 ウラジロに似 て一般 に大形 な り。 藁灘以南比島、馬來、支那南

部、ヒマラヤに分布 す。

Schizaeaceae カ ニ ケ サ 科

144 Ligodium microstachyum Desv. in  Berl. Mag. V. 308 ( 18 I I

和 名 タイワンカニクサ、 ナガバカ蟲 クサ

生育地 低地の森林 の陽地に生 じ梢々普通な り。

生 活形L(蔓 性植物)

備 考 力昌クサ1ζ酷似 す るも葉は梢 々長 し。 香港、比島、印度支那、印

度に分布 す。

Osmundaceae ゼ ン マ イ 科

145 Osmunda  bromeliaefolia Copel. in Philip. Journ. Sci. II. 147 (1907)

和 名 シロヤマぜンマイ

生育地 森林 内の蔭地 に生 じ稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 四國、九州南部、小笠原島、琉球、支那南部、比島に分布す。

Salviniaceae サ ン セ ウ モ 科

146 Azolla japonica Franch. et Sav.,  Enum. Pl. Jap. II. 195 (1876)

和 名 オ ホ アカ ウキクサ



生育地 水田に生 じ普通なりo

生活形 ↑(一 年生植物)

備 考 浮游性 の羊歯 にして本州 中南部以南、熱帯 アジヤ、 アフリカに

分布す。

 Equisetaceae ト ク サ 科

147 Equisetum debile Roxb. in Vauch. Monogr. 387  (1822)

和 名 タイ ワンイヌ トクサ

生育地 河原 に生 じ普蓮な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 イヌ トクサに比す るに大形に して董の縦線多敷 にして顯著 な ら

ず、本邦 にては臺湾 のみ に産 すo

Lycopodiaceae ヒカゲノ カヅラ科

148 Lycopodium cernuum Linn., Sp. Pl. ed.  I. 1103  (I753)

和 名 ミヅスギ

生育地 開墾地 又は造林地 に生 じ普通なりo

生 活形Ch(近 地表植物)

備 考 美麗 なる羊歯にして 北は 北海道 よ6南 は熱帯各地 に 廣 く分布

す。

149 Lycopodium cunninghamioides Hayata,  ic. Pl. Formos. IV. I3I (19I4)

和 名 カウヤウザ ンカヅ ラ

生育地 樹幹 よう下垂 し稀 な う。

生活形E(着 生植物)

備 考臺湾 の特産 な り。



150 Lycopodium Phlegmaria Linn., Sp. Pl. ed.  I. i mi (1753)

和 名 ヤウラク ヒバ

生育地 樹 幹より 下垂 し稀なり 。

生活形E(着 生植物)

備 考 前者 に似たる着生羊歯にして北は屋 久島 より南 は琉球、臺湾以南

に分布 し葱毬の如 く吊 して栽培せば頗 る雅趣 あ りて 世俗往 々フ

サ ランと稻 す。

151 Lycopodium  serratum Thunb. var. javanicum Makino in Bot. Mag. Tokyo 

        XII. 13 (1898)

和 名 タ ウゲシバ

生育地 森林 内の蔭地 に生 じ稀なり 。

生 活形Ch(近 地表植物 〉

備 考 本州、四國、九州、朝鮮、支那、馬來、印度、瓜畦に分布す。

152 Lycopodium subdistichum Makino in Bot. Mag. Tokyo XII. 37  (i  898)

和 名 ナ ンカクラン

生育地 森林内の樹幹 より下垂 し梢 々稀 な り。 ,

生活形E(着 生植物)

備 考 入丈島、紀州、四國、九州南部、琉球、臺湾に分布す。

153 Lycopodium tereticaule  Hayata, Mater. Fl. Form os. 411  (I9I I)

和 名 ホソヒモヤウラク ヒバ

生育地 樹幹 の上部 よう下垂 し稀 な う。

生活形E(着 生植物 〉

備 考 ヒモランに酷似 するも一般に小形な う。毫濁の特産 な り。

Selaginellaceae イ ハ ヒ バ 科

154 Selaginella atroviridis  Spring  ; Baker Handb. Fernallies. 77 (1887)



和 名 ミドリカタ ヒバ

生育地 森林 内の蔭地 に生 じ普通な う。

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 伊豆諸島、屋久島以南、支那、馬來 に分布す。

155 Selaginella canaliculata  Baker in Journ. Bot. 21 (1885)

和 名 トリノバカタ ヒバ

生育地 森林内の蔭地 に生 じ普通な り。

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 本邦 にては臺湾 のみに産するも亜細亜の熱帯 に廣 く分布する羊

歯なりo

156 Selaginella caulescens  Spring  ; Baker Handb. Fernallies. 94 (1887)

和 名 カタ ヒバ

生育地 樹幹 叉は岩面 に着生 し普通な り。

生活形E(着 生 植物)

備 考 本州 中南部以南、熱帯亜細亜に廣 く分布 す。 之を水にて煎服せ

ぱ婦人通纒 に奇効 あ りと云 ひ臺湾 にては 民間藥 として 賞用せ

らる。

Psilotaceae マ ツ バ ラ ン 科

157 Psilotum nudum  Beauv., Prodr. Aeth. 1I2 (1805)

和 名 マ ツバ ラン

生育地 樹幹 に着生 し梢々稀 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 本邦 にては本州中南部、四國、九州、濟州島、琉球、臺湾1、ノ」・笠原島

に分布 す。汎熱帯性 の多年性着生植物 な う。



SPERMATOPHYTA

Gymnospermae

種 子 植 物

裸 子 植 物

Podocarpaceae マ キ 科

158 Podocarpus Nagi Pilger in Engl. et Prantl, Pfl.reich,  Fleft.  18, 6o (1903)

和 名 ナ ギ 壷溌名 百 日青、 山杉、竹柏

生育地 海抜六百米附近の峯遁 うの梢 々乾燥せ る林内に相當多 く生育す。

生活形MM(喬 木)

備 考 演習林 内には直径三十糎以上の大木は稀 にして恐 らく既に伐探

せ るもの な るべ し。 北は 紀州 より南は 支那 の 海南島迄 分布

す。

Cephalotaxaceae イ 又 ガ ヤ 科

159 Cephalotaxus Wilsoniana Hayata,Ic.Pl.Formos.  IV. 22 (1914)

和 名 タイワンイヌガヤ

生育地 海抜 六百米附近の森林内に只二本生育す。

生活形M(亜 喬木)

備 考 演習林内には只前記の所 に二本生育 し一本 は直径約三十糎に及

ぶO-..一 見 イヌガヤに酷似す るも葉の先端 は梢々鈍形 にして基

部狡 きにより区 別す ることを得o臺湾 特 有種なりo

Cupressaceae ヒ ノ キ 科

160 Libocedrus formosana Florin in Svensk Bot. Tidskrift. XXIV. 126 (1930)

和 名 セウナ ンボク 壷湧 名 肯楠、黄 肉樹

生育地 断崖 に生 じ極めて稀 な り。

生活形MM(喬 木)



備 考 演習林内にては客人寮の崖地 に高 さ十米位 のもの只一本生育す。

以前は相當多か りしも多分伐探 の爲に跡 を断 ち只伐採搬出困難

なる所 に残存せ るものな るべCo本 種 は從來支那産 のもの と同

一覗 され しも果柄 は殆ん ど無柄 なるに よう区別せ られた り。

Angiospermae 

 Dicotyledoneae 

Archichlamydeae 

 Saururaceae

被 子 植 物

蔓 子 葉 植 物

古 生 花 被 区

ハンゲシヤウ科

161 Houttuynia cordata Thunb., Fl.jap. 234  (1784)

和 名 ドクダ ミ臺湾 名 臭躁草、臭敢草、狗粒米、手藥、魚躁草、

生育地 開墾地 に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州各部以南、支那、比島、シヤム、印度の北部 並に東部地方 に分

布 し、古來葉及地下董 は民間藥に供せ らる。

Piperaceae コ セ ウ 科

162 Peperomia dindygulensis Miq., Syst. Pip. 122 (1843-44)

和 名 ピロウ ドゴセウ

生育地 低地の森林内の樹上 に着生 し梢々普通な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 九州南部に見 るサタサウに酷似 す るも全株有毛 な り。 高 さ二
見

十糎内外の梢 々多肉質着生草本 にして廣東、印度西部 牛島に分

布す。

163 Peperomia  reflexa A. Dietr., Sp. 180 (1831)

和 名 ヒメ ゴセ ウ



生育地 海抜七 百米附近の森林内の樹幹上 に着生 し稀 な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 概 形前者 に似 るも一般 に小形にして南支那、比島、熱帯 アジヤ及

アフ リカ、濠州、熟帯 アメ リカ等に廣 く分布す。

164 Piper Futokadsura Sieb. in Sieb. et Zucc., Fam.  Nat. II. 107 (1846)

和 名 フウ トウカヅラ

生育地 低地 の森林 内に生 じ普通な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 本州中南部以南、四國、九州、濟州島、琉球、臺湾に分布 す。

165 Piper sp.  nov.  ? 

      Caulis lignosus alte scandens v. prostratus radicans, trunco longitudine hori

 zontalibus multis notato. Rami dichotome. Folia alterna petiolata. Lamina 

  sarmentarum ovata v. late ovata, late lanceolata rnembranacea, apice obtusa 

  v. acuta basi cordatosagittata v. retusa, spura viridia, pilosissima infra glaucescentia 

 tantum secus costas pilosa, ramorum oblonga, elliptica, oblongoelliptica mem

 branacea apice attenuata v. acuminata basi oblique obtusa 7-11 cm. longa 

 2.7-4.5 cm. lata, supra viridia glabra infra pallida tantum secus costas pilosa 

 nervis lateralibus utrinque 3 circa basi divisis. 

     Spicae feminiae folia oppositae cum pedunculis pilosis 1 cm. longis 4-5 cm. 

  longa 0.2 cm. lata. Bractae peltatae. Perigonurn nullum. 

     Nom. Nipp. Usubafutokadzura (nom. nov.) 

     Hab. in silvis districtus Kanko alt. 300 m. leg. S. Hatusima no 1 195 ! ( 

Nov. 1932.

和 名 ウスバ フウ トウカヅラ(新 稻)・

生育地 海抜三百米附近の森林内に生 じ稽 々稀 な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 一見 フウ トウカヅラに似 るも葉質薄 く裏 面脈上 には毛茸 を有 し

葉脚 は梢 々斜形 を呈す るを以 て区別 容易なりo多 分新種な らん

と考へ るも本属の植物 は世界の熟帯地方に約八百種 を産す るを



以 て断 定困難 な るに よ り種名 の設 定 を見 合せ記 載 のみ に止め た

bo然 れ ども 若 し 新種なり と せ ばPiperbegoniaefoliolum

Hatusimaの 學 名 を用 意す。

Chloranthaceae

166 Chloranthus Oldhami  Sohns. in DC. Prodr. XVI.-i, 476 (1869)

和 名 タイワンフタ リシヅカ臺湾 名 四 葉 蓮

生 育地 低地の河岸林内に生 じ稀 な り。

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 全島の山地 に分布 す。

167 Sarcandra glabra Nakai,  r  1. Sylv. Kor. XVIII. 17 (1930) 

        Syn. Chloranthus glaber Makino in Bot. Mag. Tokyo XXVI. 386 (1912) 

         form. latericoaurantiaca Hatusima, form. nov. 

          Fructus latericoaurantiacus. 

         Nom. Nipp. Höraisenryo. (nom. nov.) 

Hab, in silvis alt. 200 m. (leg. S. Hatusima no. 52 ! Nov. 1932)

和 名 ホゥライセン リヤウ(新 稻…)

生 育地 低地の森林内に生 じ普通なりo

生 活形N(灌 木)

備 考 本品種の果實 は榿色 を呈 しセン リヤウごキ ミノセ ンリヤウの中

間なりo基 種 は 本州 中南部、四國、九州、濟州島、琉球、支

那 中部及南部、比島、印度支那、馬來、ヒマラヤ、セイロンに分

布 す。 ・

Myricaceae ヤ マ モ モ 科

168 Myrica rubra Sieb. et Zucc., Fam. Nat. II. 230 (1846)

和 名 ヤマ毛 モ



生育地 森林 内に生 じ普通な う。

生活形MM(喬 木)

備 考 材は鍼作用及び薪材 となし樹皮 は「毛毛カノ、」又は「シブキ」ご稻

し魚網 を染むるに用 ひ實 は食用 となるo本 州 中南部、四國、

'九州、朝鮮南部、琉球、藁灘、支那、馬來、比島、印度に分布 す,

Juglandaceae ク ル ミ 科

169 Engelhardtia formosana Hayata, Ic. Pl. Formos. VI. 91 (1916) 

          Syn. Engelhardtia spicata  Bl. var. formosana Hayata, Fl. Mont. Formos. 

           199 (1908)

和 名 フヂバ シデ 藁灘名 黄裸、仁杞、黄杷

生育地 森林内 に生 じ普通 なう。

生 活形MM(喬 木)

備 考 本島人は梨 の梨因、緑確 の確 葉、土碧釣 を製す。樹皮 は魚類を捕

獲す るに用ムることあ う。 藁濾 の特産な う。

Betulaceae シ ラカ ン バ 科

170 Alnus formosana Makino in Bot. Mag. Tokyo XXVI. 390 (1912) 

          Syn. Alnus maritima Nutt. var.  formosana Burkill in Forb. et IIems1., 

Ind. Fl. Sin. II. 500 (1899)

和 名 タイワンハンノキ 藁濁名 水祠仔、水流何、水柳桐

生育地 海抜 四百米附近の水邊 に生 じ極めて稀なりo

生活形M(亜 喬木)

備 考臺湾 の特産 にして本島人は薪材 とし又茶箱 を製 し山間に於て小

屋掛 に使用す ることあb。 崩壊地 の植栽 に適當すO



Fagaceae フ'ナ ノ キ 科

171 Lithocarpus brevicaudata Hayata, Gen.  Ind. Fl. Formos. 72 (1916) 

        Syn. Ouercus brevicaudata Skan in Journ. Linn. Soc. XXXVI. 508 

(1889-1902) 

            Synaedrys brevicaudata Koidz, in Bot. Mag. Tokyo XXX. 194 (1916)

和 名 セ イシヤウガシ、トガ リバガシ 毫濁名 油葉杜仔、大葉仔、杜仔

生育地 低地め森林 内に生 じ梢 々稀な り。

生 活形MM(喬 木)'

備 考 長 さ十五糎 内外 幅約 三糎 の楕圓形の葉を 有す る臺湾 固有種

な う.

172 Lithocarpus ternaticupula Hayata, Gen.  Ind. FI. Formos. 72 (1916) 

         Syn. Cyclobalanopsis ternaticupula Kudo in Journ. Soc. Trop. Agr. 

             Formos. I I I. 390 (1931)

和 名 ナンル"ンガシ 壷溺名 赤皮杜仔、紅肉杜

生育地 密林内に生 じ稀 な り。

生活形MM(喬 木)

備 考臺湾 全島 に分布する壷澱固有種 な り。

173 Lithocarpus uraiana Hayata, Gen.  Ind. Fl. Formos. 72 (1916) 

         Syn. Ouercus uraiana Hayata, Mater. Fl. Formos. 299 (191i) 

             Synaedrys uraiana Koidz. in Bot. Mag. Tokyo XXX. 198 (1916)

和 名 ウライガシ臺湾 名 杷仔、淋滴

生育地 森林内の各地 に生 じ極めて普通な う。 一

生活形MM(喬 木)

備 考臺湾 の北、 中部 に最 も普逼な る樹種 にして一見 タカずゴジヒご

酷似 す るも殼 斗は シヒ属の如 く果實全膿 を包ます。本島人は白

蟻の害少 き爲め建築材、殊に柱 として賞用す。
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174 Quercus gilva Blume in Mus. Bot. Lugd. Bat  I. 306 (1850) 

     Syn. Cyclobalanopsis gilva Oerst. in Kjoeb. Vidensk. Medd. XVIII. 78 (i866)

和 名 イチヰガ シ臺湾 名 赤皮、石儲、赤柵

生 育地 海抜 四百米乃至六百米の間に生 じ普通 な ウ。

生活形MM(喬 木)

備 考臺湾 の北、中部に多 く海抜約千六百米附近迄生育す。 大 なるは

樹幹の直径 一米以上に及び本邦産 カシ類中材は最 も優良にして

種 々の用途 に供せ られ本邦にては圭 こして安房 、紀伊、伊勢及

九州 に産 す。

175 Quercus glauca Thunb.,  Fl. Jap. 175 (1784) 

      Syn. Cyclobalanopsis glauca Oerst., 1. c. 70

和 名 アラカシ臺湾 名 校横 、九横

生育地 海抜三・四百米附近の森林内に生 じ稀な り。

生活形MM(喬 木)

備 考 内地にては最 も普通 の カシにして臺湾 にては 平地 より海抜千

五、六百米附近の間に分布 すo本 州、四國、九州、濟州島、支那、

ヒマラヤ等 に分布 す。

176 Quercus paucidentata Franch. in Sched. Herb. Mus. Hist. Nat. Paris 

     Syn.  Cyclobalanopsis paucidentata Kudo et Masamune in Journ. Trop. 

         Agric. II. 148 (1930)

和 名 ツクバネガシ

生育地 海抜入百米附近の峯通 りの森林内に生 じ稀なりo

生活形MM(喬 木)

備 考 本州、四國、九州、臺湾、南部支那に分布 すO臺湾 には海抜千

五、六百米の地 に生育 し材質良好な らず。



177 Quercus pseudomyrsinaefolia Hayata, Mater.  Fl. Formos. 295 (191I) 

     Syn. Cyclobalanopsis pseudomyrsinaefolia Schottky in Engl. Bot. Jahrb. 

         XLVII. 657 (1912)

和 名 ホソバ シラカシ臺湾 名 稠仔、萄櫃

生育地 海抜 六百米 附近の森林 内に生 ド普逓 な う。

生活形MM(喬 木)

備 考 毫濁杢島に分 布 し北部 にては海抜 八百米乃至千百米の間に散生

すo本 島にてはイチヰガシに亜 ぎ最 も重要な るものに して種 々

の用途に供せ らるQ一 見 シラカシに酷似 す るも堅果は短 く葉は

狡 く且 つ乾燥 する時は暗紫褐色に攣 するを以て区別す るを得o

 178 Quercus stenophylloides Hayata, Ic. Pl. Formos. IV. 21 (1914) 

Syn. Cyclobalanopsis stenophylloides Kudo et Masamune, 1. c. 149 (1930)

和 名'タ イ ワンウラジロガシ

生育地 海抜 八百米附近 の峯通 りの森林 内に生 じ稀 な り。

生活形MM(喬 木)

備 考 藁灘の中央山脈に分布 し、一・見 ウラジ・ガシの如 きも葉は著 し

く大なりo

179  Shiia stipitata Kudo et Masamune in Bot. Mag. Tokyo XLVI. 405 (1930) 

     Syn. Synaedrys stipitata Koidz. in Bot. Mag. Tokyo XXX. 187 (1916) 

Lithocarpus stipitata Koidz. in Bot. Mag. Tokyo XXXIX. 2 (1925) 

Shiia stipitata Kanehira et Sasaki in Saski, Cot. Gov. Herb. 167 

           (Nov. 1930)

和 名 タカサゴジヒ臺湾 名 桐仔、 白校横、何綜

生 育地 海抜三百米乃至七百米の問に多 しo

生活形MM(喬 木)II

備 考 一見コジ ヒに酷似 するも樹皮はスダシヒの如 く縦に深 く裂 くる

を以 て区別す ることを得、臺湾 特産 な り。



Ulmaceae ニ レ 科

180 Trema amboinensis Blume, Mus. Bot. Lugd. Bat. II.  61 (1852-54)

和 名 キ リエ ノキ,コバ フンギ

生 育地 低地の第二期森林に生 じ普通なりo

生活形MM(喬 木)

備 考 一見 ウラジロエノキに似 るも葉 は小 さく裏面 に柔毛 を有 し枝 は

繊弱な う。北は薩摩の紫尾山、大隅の種 ケ島 より南 は琉球、臺湾、

支那南部、馬來、ニユギニヤ、カロリン諸島、濠州北部 に分布 す。

181 Trema orientalis Blume,  1. c. 62 (1852-54)

和 名 ウラジロエノキ臺湾 名 山黄麻

生育地 低地の第二期森林に生 じ普通なりo

生活形MM(喬 木)

備 考臺湾 各地 に分布 し材は下駄、農具、棺、大鼓、器具・建築、製炭等 に

使用せ らるゝも材軟 き爲良好な らず又バルブ用材 としては良好

なりとo北 は 九州屋久島、奄美大島 より南は 琉球、小笠原、壷

灘、支那南部、比島、印度、濠州北部、ボ リネシヤに分布す。

Moraceae ク ハ 科

182 Cudrania cochinchinensis  (Lour.) Kudo et Masamune var. gerontogea 

         (Nak.) Kudo et Masamune in Kudo et Masamune, Plantarum 

Formosanarum I. 27 (1932) 

          Syn. Vanieria cochinchinensis Lour. var. gerontogea Nakai in ßot. 

             Mag. Tokyo XLI. 516 (1927)

和 名 ク ワク ワツガユ臺湾 名 黄金桂・大丁黄・刺格仔、

生育地 海抜四百米以下 の森林 内に生 じ稀 な う。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 四國、九州～琉球、臺湾北部、中部、支那 に分布 し基種は臺湾 南部 、



支那 、印度、馬來 、比 島、東 ア フ シカ、濠州 に分布 すO

183 Broussonetia Kazinoki Sieb. in Verh. Bat. Genoot. XII. 28  (183o)

和 名 カウゾ臺湾 名 鹿仔樹

生 育地 低地の河邊に生 じ極めて稀 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 本州、四國、朝鮮、九州、臺湾、支那に分布 す。

184 Ficus Awkeotsang Makino in Bot. Mag. Tokyo XVIII.  151 (1904)

和 名 アイギヨクシイタビ、 カンテンイタビ

峯湾名 愛玉子、王枳、枳仔

生育地 森林内に生 じ稀なりo

生活形L(蔓 性植物)

備 考 果實 は所 謂愛玉子に して食用に供せ らる。臺湾 の北、中部海抜

五、六百米の森林内に生すO

185 Ficus Beecheyana Hook. et  Am  , Bot. Beech. Voy. 271 (1841)

和 名 ケイヌビハ 壷海名 牛乳房、三麹、漿乳仔漉 飯

生育地 低地の森林内に生じ梢々普遮なりo

生活形M(亜 喬木)

備 考 本島の山脚地方に普通なる小喬木にして奄美大島、琉球、南支

那に分布す。

186 Ficus formosana Maxim. in Mel.  Biol. XI. 331 (1881)

和 名 タイワンイヌピハ

生育地 低地の森林の蔭灘地 に生 じ普遮な う。

生活形N(灌 木)

備 考 小灌木 にして全島 に分布 し叉支那の海南島 にも分布すO

187 Ficus Harlandi  Benth., Fl. Hongk. 33o (1861)

和 名 ハ ル ラ ンイヌ ピヘ オ ホバ ケ イヌ ビハ



生 育地 森林内に生 じ稽 々普通な りo

生活形M(亜 喬木)

備 考 本島の北、中、東部 並に香港 に分布 す る小喬木な う。

188  Ficus nervosa Heyne ex Roth, Nov. Sp. Pl. 388 (1821)

和 名 カシノ・バ イヌビハ、 ナガバ アコウ臺湾 名 大葉九重吹

生 育地 低地の森林 内に生 じ梢々稀 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 全島に分布 し樹幹の直径七十糎内外に及ぶ ものあ り。支那、ビノン

マ、馬來及馬來諸島、 印度 に分布 す。 印度 にては材 より茶箱

を製 し本島にては製磯用蒸槽 を製す。

189 Ficus nipponica Franch. et Sav.,  Fnum. I. 436 (1875)

和 名 イタビカヅラ

生 育地 低地の森林 内に生 じ普通なりo

生 活形L(蔓 性植物)

備 考 本州 中南部、四國、九州、朝鮮南部、皇湧、支那に分布 すo

190 ricus pumila Linn., Sp. Pl. ed.  I. io6o (1753)

和 名 オホイタビ臺湾 名 愛玉子、風不動

生育地 低地 の森林 内の樹幹に着生 し稀 な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 イタピカヅラに似 るも葉は鈍頭、下面毛茸あ り。果實は大形、径

三糎内外に及ぶ。 本州 中南部、四國、九州、琉球、藁灘 、支那 に

分布 す。

191  Ficus vasculosa Wall., Cat. n. 4482 (1831)

和 名 ハ マイヌ ビノ・ 肇濁名 白楷、 自肉椿

生育地 森林 内の樹幹上部 に生 じ梢 々稀なりo



生活形M(亜 喬木)

備 考 本 島にては元來海岸、平地に生育す る樹種 な るも演習林 にては

次種 と同様樹幹(多 くオホバタブ)の上部 に着生 し根 は眞直 に樹

幹に沿ひ下 向し地面に着 し十米以上にも及ぶもの あ う。奄美大

島、琉球、臺湾、支那、馬來牛島に分布す。

192 Ficus Wightiana Wall. Cat. n. 4540  (1831)

和 名 アコウ臺湾 名 赤椿、山椿、鳥椿、鳥尿楷

生育地 河岸の陽地 又は樹上1ζ生 じ梢 々稀なり 。

生活形M(亜 喬木)

備 考 本島 にては通常海岸、平地 に分布 し、支那 の海南島、臺湾、琉球、

九州 、四國、紀州南端 に分布 す。 材 は器具用 又は俘子、柴架用

こして用 ひ られ又生 長迅速繁殖容易なるを以 て庇蔭樹 としては

最 も適 當なるも本島人は庭園樹 として忌むの風 あ う。

193 Morus acidosa  Griff:, Not. Pl. Asia IV. 388 (1854)

和 名 シマグハ臺湾 名 桑材仔、鷲仔葉樹 、桑樹

生育地 河岸の陽地 に生 じ極めて稀 な りo

生 活形M(亜 喬木)

備 考 花柱は有毛 にして長 きを以 で他の種 ご区別せ らる。北は九州薩

摩 より南は琉球、亮灘、支那 に迄分 布す。材は彫刻、樂器、装飾用

等 に供 すo

 Urticaceae イ ラ ク サ 科

194 Boehmeria  densiflora Hook. et Arn., Bot. I?eech. Voy. 271 (1841)

和 名 ヤナギヤブマ ヲ 毫濁名 山水柳、粗糠 費、蝦 公髪

生育地 低地の水邊に生 じ普通 な り。

生活形N(灌 木)

備 考 通常二米以下 の灌木 にして小笠原、琉球、臺湾、支那 に分布 す。



195 Boehmeria formosana Hayata, Mater.  F1. Formos. 281 (191 i)

和 名 タイ ワン トリアシ

生育地 河岸の陽地 に生 じ稀 な りo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 高 さ六十糎内外の草本 に して臺湾 特産 な う。

196 Boehmeria frutescens Thunb. in Trans. Linn. Soc. II.  33o (1794.)

和 名 カラムシ、 マ ヲ臺湾 名 苧麻、苧仔

生育地 開墾地 に生 じ野生状 を呈す。

生 活形N(灌 木)

備 考 熟温帯 アジヤの原産 にして董の皮部 を採集精製して繍 織物 の

原料 となす。

197 Chamabainia Morii Hayata, Mater.  FI. Formos. 282 (19 1  I )

和 名 ヒメ毛リサウ

生育地 森林の蔭漁地又は河邊の漁地 に生 じ普通なり 。

生活形T(一 年生植物)

備 考 高 さ二十糎 内外の小草にして臺湾特 産 な う。

198 Debregeasia edulis Wedd. in Arch. Mus. Paris, IX. 462  (1856) 

     Syn.. Debregeasia jayonica Koidz., in Fl. Symb. Orient.-Asia. 26 (1936)

和 名 ヤナギイチゴ

生育地 河岸 に生 じ普通 なlo

生活形N(灌 木)

備 考 通常二米以下 の灌木 にして本州 中南部、四國、九州 、藁溝、支那

に分 布す。

199  •Elatostema edule C. B. Robinson in Philipp. Journ. Sci. 531 (1910)

和名 ヒロバ ノキ ミヅ

生育地 谷 間の蔭灘地 に生 じ極 めて普通なりe



生活形H(淺 地下植物)

備 考 演習林内の谷間の水邊に最 も普逓の梢々液質の灌木状多年生草

本 にして臺湾 、比島(ノレソン島)、支那(海 南島)に 分布す。董 は食

用 こなし得べ しo

200 Elatostema lineolatum Wight var. major Thw.,  Enurn 260 (1864)

和 名 ホソバ キミヅ臺湾 名 蒋草心草

生育地 谷 間の蔭灘地 に生 じ普遁なりo

生 活形N(灌 木)

備 考 前種 と混生 し一見類似 するも葉は著 しく狭少な り。臺湾 にては

全島の山地に廣 く分布 し海外 にあ りては ヒマラヤ、 カシヤ に

分布す。

201 Lecanthus Sasakii Hayata, Ic. Pl. Formos. VI. 52 (1916)

和 名 チヨクザ キミヅ

生育地 森林内の蔭灘地に生 じ稀 な ウ。

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 高 さ十糎内外の梢 々液質草本 に して本島の中、南部 の山地 に分

布 す る壷澹特有種なりo

202 Memorialis hirta Wedd. in DC. Prod. XVI.-I, 235 (1869)

和 名 ツルマ ヲ

生育地 路傍叉は開墾地 に生 じ普蓮なりo

生活形Ch(近 地表植物)・

備 考 梢 々陽性 の多年生伏臥草 にして本州中南部、九州、琉球、臺湾、印

度(デ カン半島)・セイロン島に分布 すO

203 Memorialis pentandra Wedd. var. hypericifolia Wedd. in DC. Prod. 

        XVI.-I, 235 (1869)

和 名 オ トギ リマ ヲ



生育地 路傍又は開墾地に生じ梢々普蓮なりo

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 前種と同様の陽性の多年生伏臥草にして臺湾北部及紅頭喚に分

布す。

204 Oreochnide pedunculata Masamune in Journ. Trop. Agric. II. 33  (1930) 

     Syn. Villebrunea pedunculata Shirai in Bot. Mag. Tokyo IX. 158 (1895)

和 名 ノ、ドノキ臺湾 名 山水柳

生育地 森林内の蔭灘地 又は河岸に生 じ普這な う。

生活形N(灌 木)

備 考 高 さ三米 内外 に達す る灌木 にして紀州南端、四國、九州南部、琉

球 、皇淘 、支那 に分布 す。從來臺湾 産はイノ・ガネご混同せ られ し

も葉の裏は臼か らすして花梗は長 く丈高 くな る(後 者は二米以

上に達す るは稀なり)を 以て一見区 別す るz:.とを得o

205 Pilea funkikensis Hayata, Ic. Pl. Formos.  Vl 45 (1916)

和 名 フンキコ ミヅ

生 育地 森林内の蔭灘地 に生 じ梢 々稀なりo

生 活形T(一 年生植物)

備 考 稽 々液質の草本に して六十糎 内外の高 さに達す る臺湾 の固有種

なり o

206 Pilea peploides Hook. et  Ani., Bot. Beech. Voy. 96 (1841)

和 名 コケ ミヅ

生育地 低地 の水邊に生 じ極 めて稀な う

生活形T(一 年生植物)

備 考 高 さ十糎内外の梢 々液質の草本 にして本州 中南部 、四國、九州、

朝鮮 蒲 洲"琉 球 セ臺湾t西部 ヒマラヤ、ビノVV、瓜畦、サ ンドウツ

チ島に分布 すo



207 Pilea trinervia Wight, Ic. Pl.  Ind. Orient. VI. p. 9. t. 1973 (1840)

和 名 ミスヂ ミヅ、 アヲ ミヅバ ウシ

生育地 森林 内の蔭湿地 に生 じ稀 な りo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 高 さ一米 内外に達 し一見 ミヤマ ミヅに酷似す るも葉は肥厚し且

長 し、壁灘全島、馬來、セイロン島、印度 に分布 す。

208 Polychroa arisanensis (Hayata)  comb. nov. 

       Syn. 1'elliorzia arisanensis Hayata, Ic. Pl. Formos. VI. 53 (1916)

和 名 アリサ ンサ ンセウヅノン

生育地 水邊 に生 じ普通な り。

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 一見オホサンセウサウに似 るも葉 は遙か に狡細 な う。臺湾 の北

中部 に分布 す。

209 Pouzolzia elegans  Wedd. in DC. Prod. XVI.-r, 23o (1869)

和 名 コケツルマ ヲ、 キダチマヲ 豪潜名 水鶏油

生育地 河岸の礫地 に生 じ稀なりo

生活形N(灌 木)

備 考 高 さ二米内外の灌木 にして臺湾 固有種なりo

210 Pouzolzia zeylanica Benth. var. alienata (Wedd.) Sasaki in Sasaki, List. 

          Pl.  Forums. 163. (1928) 

      Syn. Pouzolzia indica Gaud. var. alienata Wedd. in DC. Prod. XVI.-i, 

221  (1869)

和 名 アリエ ビメマヲ

生 育地 森林伐採跡地 又は路傍に生 じ梢々稀 な りo

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 一見 ツノンマ ヲに似た る梢 々伏 臥性草本 にして印度に分布 す。



211 Procris laevigata Blume, Bijdr. 508 (1825)

和 名 ウライサウ

生育地 樹 幹上に着生 し梢 々稀なり

生活形E(着 生植物)

備 考 液質氣生亜灌木に して高 さ一米 内外 に達す。壼灘、ヒマラヤ、ボ

ノンネオ、熟帯 アフリカに分布す。

Proteaceaeヤ マ モ ガ シ 科

212 Helicia cochinchinensis Lour.,  Fl. Cochinch. 83 (1790)

和 名 ヤマキガシ

生育地 海抜七百米附近 の森林 内に生 じ稀 な り。

生活形MM(喬 木)

備 考 本州中南部、四國、九州、琉球、臺湾、支那 、う交趾支那 、ビルマに

分 布 す。

213 Helicia formosana Hemsl. in Journ. Linn. Soc.  XXVI. 394 (1891)

和 名 タイワンヤマモガシ臺湾 名 山龍眼

生育地 森林内に生 じ極 めて普逓な り。

生 活形M(亜 喬木)

備 考 潤葉樹林内に最 も普通なる樹木 に して壷轡固有種 な り。

Loranthaceae ヤ ド り 串 科

214 Korthalsella opuntia Merr. in Bot. Mag. Tokyo XXX. 68 (1916) 

      Syn. Viscum opuntia Thunb. in  Fl. Jap. 64 (1784) 

           Viscum japonica Thunb. in Trans. Linn. Soc. III, 329 (1794) 

           Bifaria japonica Van Tieg. in Bull. Soc. Bot. France 43, 173 (1896) 

Korthalsella japonica Engl., Nat. Pflnzenfam. Nachtr. 1, 138 (1897) 

Pseudodixus japonicus Hayata in Bot. Mag. Tokyo XXIX. 166 (1915)



 Kortlzalsella bifaria Merr. in Bot. Mag. Tokyo XXX. 68. (1916) 

Bifaria opuntia Merr., Enum. Philipp. FI. Pl. II. 113 (1923) 

Pseua'odixus opuntia Tanaka in Bult. Sci. Facul. Terkult. Kjusu Imp. 

  Univ. I.-4, 197 (1925)

和 名 ヒノキバヤ ドリギ

生育地 海抜 九百米附近の森林内に生 じ稀な り。

生活形E(着 生植物)

備 考 本州南部、四國、九州、朝鮮南部、小笠原島、琉球、峯溝、支那、比

島、馬來、印度、濠州 に分布 すO

215 Loranthus liquidambaricolus Hayata, Ic.  P1. Formos. VI. 38 (1916)

和 名 オホバ フウジユ ヤ ドリギ

生育地 低地の森林内の樹上 に生 じ稀なり 。

生活形E(着 生植物)

備 考臺湾 固有種なりo

216 Loranthus  lonicerifolius Hayata, Ic. Pl. Formos. V. 181 (1915)

和 名 ニン ドウバ ノヤドリギ

生育地 海抜五百米附近の密林 内の樹上 に生 じ稀なりo

生活形E(着 生植物)

備 考 一見オホバヤ ドリギに酷似 す。峯灘特産 な りo

217 Loranthus Owatarii Hayata, Ic, Pl. Formos. VI. 39 (1916)

和 名 オホワタ リヤ ドリギ

生育地 低地 の森林 内の樹上 に着生 し普通なりo

生活形E(着 生植物)

備 考 本島の中央山脈 に廣 く分布 する姦潜 固有種 な6。

218 Viscum multinerve Hayata, Ic. Pl.  Formos. V. 196 (1915)

和 名 ナガバ ヤ ドリギ



生育地 低地の森林内の樹上に着生し稀なりo

生活形E(着 生植物)

備 考 葉は鎌状披針形長 さ六糎内外にして藁澱の北部、中部の山地に

分布する峯溝固有種なう。

 Balanophoraceae ツチ トリモチ科

219 Baranophora  mutinoides Hayata, Ic. Pl. Formos. III. 168 (J91 3)

和 。名 フデガタツチ トリ毛チ

生育地 海抜 七百米附近 の森林内に生 じ梢 々稀 なt)o

生活形G(深 地下植物)

備 考 一見ツチ 日 モチの色、形状 を呈 し高 さ十糎内外 に達 す る寄生

植物 に乙て臺湾 の北、中部の深山に分布 す。

Aristolochiaceae ウマノスズクサ科

220 Asarum macranthum Hook. f. in  Bot.. Mag. t. 7022 (I888

和 名 ヤンバノンサ イシン、 ホウライア フヒ 藁湧名 細 辛

生 育地 海抜 七百米附近の森林 内に生 じ精 々稀 な うo

生 活形G(深 地下植物)

備 考臺湾 の北、中部 及び支那(厘 門)Pに 分布 す。

Polygonaceae タ デ 科

221 Persicaria Blumei H. Gross apud Nakai,  KöryoShikenrinno-Ippan 31 (1932) 

       Syn. Polygonuni Blumei Meiss. in Ann. Lugd. Bat. II. 57 (1865) 

Persicaria Blumei Nakai, A New Class. Linn. Polygonuni. (1926)

和 名 イヌタデ

生育地 路傍 に生 じ稀なり 。

生活形T(一 年生植物)

備 考 北海濫、本州 、四國、九州、朝鮮、琉球、臺湾に分布すo



222 Persicaria chinensis Nakai, A New  Class. Linn. Polygonum. (1926) 

       Syn Polygonum chinense Linn., Sp. P1. 363 (1753)

和 名 タイワンツノンソバ臺湾 名 紅骨清飯藤、清飲藤、川七

生 育地 森林内に生 じ普通なりo

生活形L(蔓 性植物)

備 考 ツル ソバに酷似 し臺湾 、支那、比島、馬來、セイロン、印度に分

布 すO

223 Persicaria Hydropiper Spach., Hist. Veg. X. 536 

       Syn.  Polygonurn Hydropiper Linn., Sp. Pl. ed. 1. 361 (1753)

和 名 ヤナギタデ

生 育地 河岸 の砂礫地 に生 じ梢々普通なりo

生活形T(一 年生植物)

備 考 北は樺太、北海道 より南は琉球、臺湾 を経 て比島、瓜畦、北 アメ

リカ、西欧、オース トラリヤに分布 す。

224  Persicaria kotoshoense Sasaki in Sasaki, List. Pl. Formos. 168 (1928) 

Polygonum kotoshoense Ohki in Bot. Mag. Tokyo XXXIX. 261 (1925)

和 名 ゴウ6トショウサクラタデ

生育地 開墾地 に生 じ稀 な う。

生 活形T(一 年生植物)

備 考臺湾 全島に分布 す。

225 Persicaria perfoliata H. Gross apud Nakai,  KöryoShikenrinno-Ippan 

      32 (1932) 

       Polygonum perfoliatum Linn., Sp. P1. 5 2 i (175 3) 

       Persicaria perfoliata Nakai, A New Class. Linn, Polygonum (1926)

和 名 イシ ミカノ・

生育地 低地の陽地 に生 じ稀なりo



生活形L(蔓 性植物)

備 考 北は北海道 より南は臺湾 、馬來・印度の北部、東部 に分布 す。

226 Persicaria Posumbu H. Gross apud Nakai, Veg.  Isl. Quelp. 41. (1914) 

       Syn. Polygonum Yokusaianum Makino in Bot. Mag. Tokyo XXVIII. 116 

          (1914) 

           Persicaria •Posumbu Nakai, A New Class. Linn. Polygonuni (1926)

和 名 ハナタデ

生 育地 森林 内の蔭灘地 に生 じ稀 な うo

生 活形T(一 年生植物)

備 考 北 は北海道 より南 は奉湾、比島、東部 ヒマラヤ、瓜畦に分布 す。

227 Pleuropterus hypoleucus Nakai  in Rigakkai XXIV. No. 6, 6 (1926)

和 名 タイ ワンツノレドクダ ミ 峯潜名 何首烏、白鶏床藤、川七・紅骨蛇

生育地 河岸 の陽地 に生 じ稀 な う。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 蔓性草本 にして臺湾 全島 に分布 す。一見 ツノレドクダ ミに酷似 し

同一種 となす人 もあ う。

Chenopodiaceae ア カ ザ 科

228 Chenopodium ambrosoides Linn., Sp. Pl. 219  (1753)

和 名 アリタサ ウ 奉灘 名 臭川有・臭杏

生育地 河岸の砂礫地 に生 じ稀 な り。

生活形T(一 年生草本)

備 考 メキシコ原産の一年生草本 に して奮世界 の暖地 に廣 く分布 す。

Amarantaceae ヒ ユ 科

229 Achyranthes Ogatai Yamamoto in Suppl. Icon. Pl.  Formos. III. 23 (1927)

和 名 ナ ンテ ンヰ ノ コヅチ



生 育地 開墾地の水邊に生 じ稀 なt)。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 一見 ヤナギヰノコヅチに似たる臺湾 固有種なりo

230 Achyranthes rubro-fusca Wright.Ic. t. 1778 (1852)

和 名 ムラサ キヰノコヅチ

生育地 森林内の蔭灘地 に生育 し梢 々普通 な りo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 シロヰノコヅチに比す るに枝條は赤褐色、乾けば褐色に痩ず。

印度に分布 す。

231 Alternanthera sessillis R. Br. ex R. & S. Syst. V,  554 (1819)

和 名 ツノンノゲイ トウ臺湾 名 田邊草、紅田烏草、早蓮草、紅花密菓.

生育地 路傍 、開墾地 に生 じ普適な り◎

生活形T(一 年生植物)

備 考両 半球の暖地 に 廣 く分布 し本邦にあ りては 奄美大 島 以南に分

布 すo

232 Amaranthus retroflexus Linn., Sp.  P1. 991 (1753)

和 名 アヲビユ

生 育地 開墾地 に生 じ稀 なう。

生活形T(一 年生植物)

備 考 熟帯 アメリカの原産 にして欧州、北 アフリカ、小亜細亜、シ^ごリ

ヤ、 アメ リカ の北部、中部に分布 し臺湾 にては 全島 に 野生状

をなすo

Aizoaceae ツ ル ナ 科

233 Mollugo pentaphylla Linn., Sp. Pl. cd.  I, 89 (1753) 

       Syn. Mollugo slrictcz Linn,, Sp. Pl. ed. 2. I 3 I (1762)



和 名 ザク・サウ臺湾 名 鐵鉤草・朱 子草

生 育地 畑地に生育 し稀 な う。

生活形T(一 年生植物)

備 考 蕾世界 の熟、暖帯に廣 く分布 する一年生の雑草 にして本邦にて

は本州 各部・四國、九州、朝鮮、臺湾に分布す

Portulacaceae ス ベ リ ヒ ユ 科

234 Portulaca oleracea Linn., Sp. Pl.ed.1.  4.55 (1753)

和 名 スベ リヒユ 毫澄名 猪母乳、猪母草

生育地 畑地 に生 じ普通なりo

生活形T(一 年生植物)

備 考 世界の暖地 に分 布す る一年生雑草 にして本邦 にては本州 各部、

四國、九州、朝鮮 、琉球、臺湾に分布 す。寿董葉 は食用 とな る。

Caryophyllaceae ナ デ シ コ 科

235  Drymaria cordata Wiild. ex Rom. et Schult. Syst. V. 406 (1819)

和 名 ネバ リノ・コベ、 ヤンバノンハ コペ

壷溝 名 荷蘭豆草、河乳 豆草、著方草

生育地 低地の路傍、開墾地 に生 じ稽 々稀 な り。

生活形T(一 年生植物)

備 考 九州 の奄美大島以南 に分布 す る汎熟 帯性 の一年生草本 な り。

236  Stellaria, aquatica Scop., FI. Carn. ed. 2. I. 319 (1760)

和 名 ウシバ コベ 壷澹 名 鶏腸 草

生 育地 畑地 に生 じ普通 な ウ

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 北は北海這 より南は印度 に到 う又北 アフリカ、欧州 にも分布 す。



237 Stellaria arisanensis  Hayata, Ic. Pl. Formos. III. 4o (1913)

和 名 アリサンノ・コベ

生育地 奥地 の密林 内に生 じ稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 伏臥性草 本にて内地産 の ミヤマノ・コ《ごに似たる所 あ り、九州の

屋久島、臺湾の中央山脈に分布 す。

238 Stellaria  uliginosa Murr., Prod. Stirp. Gotting. 55 (177o)

和 名 ノ ミノ フスマ

生育地 畑地 に生育 し梢 々普通 な り。

生活形T(一 年生草本)

備 考 畑地 に普通 なる雑草 にして北 孚球の温帯暖帯 に廣 く分布 し本邦

にては北は千島、北海道 よう南は臺湾 迄分布 す。

Trochodendraceae ヤ マ グ ル マ 科

239 Trochodendron aralioides Sieb. et Zucc.,  Fl. Jap. 84. (1839)

和 名 ヤマグノンマ

生 育地 海抜八百米附近の崖地 に生 じ梢 々稀なりo

生 活形MM(喬 木)

備 考 本州中南部 以南、四國、九州、琉球、臺湾に分布 し樹皮 より魏 を製

すo

Ranunculaceae ウマノアシガタ科

240 Clematis Gouriana Roxb., Hort. Beng. 43  (1814)

和 名 ホウライボタンヅノン

生育地 伐採跡地叉は河岸 の陽地に生育 し普通な う。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 梢々陽性の蔓性 多年生草本 にして比島、西部 ヒマラヤ、瓜畦に分

布 すQ



241  Clematis Meyeniana Walp. in Nov.. Act. Acad. Nat. Cur. i9 (1843)

和 名 ヤンバルセンニンサウ、 テ リノ・センニンサウ

生育地 海抜五百米附近の森林内に生育し極 めて稀 な う。

生 活形L(蔓 性植物)

備 考 草本 状蔓性灌木にして九州の屋久島、奄美大島、琉球、臺湾、南部

支那・比島、ビノンマに分布 す。

242  Clematis Morii Hayata, Fl. Mont. Formos. 42 (1908) ?

和 名 モ リノ・ンショウヅルン

生 育地 海抜四百米附近の河岸の密林中に生育 し極 めて稀 な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考臺湾 の中央山脈に多 しo

243  Clematis Tashiroi Maxim. in Mel. Biol. XII. 713 (I888)

和 名 ヤヘヤマセンニンサウ

生 育地 河岸 の陽地に生 じ稀 な う。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 一 見セ ンニンサウに似 るも大 なる托葉 を有す るにより区別容易

なりo奄 美大島・琉球、臺湾}に分布す。

244  Ranunculus chinensis Bunge, Enum. Pl. Chin. Bor. '3 (1830) 

       Syn. Ranunculus Vernyii Fr. et Sav., Enum. Pl Jap. I. 8 (1874) 

            Ranunculus Vernyii Fr. et Sav. var. japonica Nakai in Bot. Mag. 

           Tokyo XLII. 20 (1928)

和 名 キツネノボタン

生育地 畑地附近 に生 じ極 めて稀 な りo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 内地にては極 めて普蓮な る草本 にして千島、北海道、本州、小笠

原島・四國、九州、朝鮮、琉球、臺湾に分布 す。



Lardizabalaceae ア ケ ビ 科

245 Stauntonia obovatifoliola Hayata, Ic. Pl.  Formos. VIII. 4 (1919)

和 名 ホソ'"ア ヶビ(新 稽)

生 育地 低地 の森林内に生育 し稀 な う。

生 活形L(蔓 性植物)

備 考 一見内地産 のムベに酷似 するも葉 は狡 く倒披針形 をなすを以 て

区別 し得 ると謂へ ども之のみにては変化 多 く識別困難なるも果

實は黄熟にしてムペの如 く紫色 とな らず又種子 を取園む果 肉も

黄色を帯ぶ るを以 て区 別し得べ し。臺湾 の北、中部 に分布 す。

Berberidaceae メ ギ 科

246 Podophyllum pleianthum Hance in Journ. Bot. XXI.  175 (1883)

和 名 ミヤヲサウ・ノ・ツカクレン 藁濁名 入角蓮

生育地 海抜 入百米附近の森林 内に生 じ稀 なう。

生活形G(深 地下植物)

備 考 直径 二十糎内外の入角形の一枚の葉 を有 し形状面 白きを以て近

時観賞用に栽培せ らる。叉本島人の貴重す る毒蛇咬傷に対する

藥草の一つにして地下部 を酒水等量にて煎服す又痛風 をも治す

ご云ふ。藁濁の北、中部及支那南部に分布 す。

Menispermaceae アヲツヅラ7ヂ 科

247 Cissampelos Ochiaiana  Yacnainoto, Suppl. Icon. Pl. Formos. IV. 14 (1928) 

       Syn. Paracyclea Ochiaiana Kudo et Yamamoto in Bot. Mag. Tokyo. XLV. 

            158 (1931)

和 名 フサザ キツヅラフヂ

生 育地 低地 の森林 内に生 じ極めて稀 な り。

生 活形L(蔓 性植物)

備 考 毫独特 産 にして全島 に分布す。



248 Pericampylus glauca Merr., Interpret. Herb. Amb. 219 (1917) 

        Syn.  Pericampylus incanus Miers. in Ann. et Mag. Hist. Ser. 3, XIX. 

         88 (1867) 

Pericampylus formosanus Diels in Pflanzenreich. 46 (IV. 94) 221 (1910)

和 名 ホウ ライツヅラフヂ

生育地 低地の森林 内に生育 し梢 々普逓 な りo

生活形L(蔓 性植物)

備 考臺湾 、支那・(廣東)・馬來、瓜畦 に分布 す

249 Stephania japonica Miers. in Ann. Mag. Nat.  Hist. Ser.-3. XVIII. 14 (1866)

和 名 ハスノノ・カヅラ

生育地 低地の森林に生 じ稀 な り。

生 活形L(蔓 性植物)

備 考 内地産 に比 し葉 は稽 々小 さく見ゆ。本州 中南部・九州・朝鮮 南

部、琉球、壷湊夢、支那 、比島、馬來、セイロン島、ヒマラヤ、アフリ

ヵ、濠州、ボ リネシヤに分布 す。

Magnoliaceae モ ク レ ン 科

250 Illicium arborescens Hayata, Ic. Pl. Formos.  II. 1 o5 (191 2)

和 名 アカバナシキ ミ 藁灘名 入角、入角仔

生育地 森林内に生 じ極 めて普蓮 な う。

生活形M(亜 喬木)

備 考 一見 シキ ミに似た るも花辮 は短か く紅色にして盃状 を呈 し實 は

梢 々薄 く膏葵の藪多 しo全 島の山地 に分布 す る臺湾 固有種 な

り。

251  Kadsura japonica Juss. in Ann. Mus. Par. XVI. 340 (ISIo)

和 名 サネカヅラ、 ビナ ンカヅ ラ臺湾 名 南五味子 ・紅骨蛇



生育地 低地 の森林に生 じ極 めて稀 な う。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 本州中南部、四國、九州潮 鮮南部、臺湾に分布すO

252 Michelia compressa Max. var. formosana Kanehira in Trans. Nat. Hist. 

         Soc.  Fortnos. XX. 384 (1930)

和 名 タ イワンヲガタマノキ 藁潜名 烏心石

生育地 低地の森林内に生 じ普題な り。

生活形MM(喬 木)

備 考 ヲガタマノキに比す るに葉 は狭 し。建築、家具、車輔濃 具、器具、

樂且等 に使用す。藁灘特産 な りo基 種 は本州中南部、四國、九州、

琉球 に分布 す。

Anonaceae バ ン レ イ シ 科

253 Fissistigma Oldhami Merr. in Philipp.  Journ. Sci. XV. 134 (1919)

和 名 ツルンリ亭ウガ ン

生育地 低地 の森林 に生 じ稽 々普通な ケ。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 蔓性 の灌木 にて高 さ十米以上に及び臺湾 、南 支那 に分布 す。

Lauraceae ク ス 科

254  Actinodaphne morrisonensis Hayata, Ic. Pl. Formos. III. 165 (1913)

和 名 ニ ヒタカク ロ毛ジ

生育地 海抜 入百米以上の山地 に生 じ梢 々稀 な う。

生活形M(亜 喬木)

備 考臺湾 の中央 山脈に産す る本島固有種なりo

255 Actinodaphne nantoensis Hayata, Ic. Pl. Formos. III. 165  (1913) 

和 名 ナン トウダ毛臺湾 名 臭尿楠・細葉楠



生育地 海抜四、五百米附近の森林内に生 育し租 々普通な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 毫澱 の北部 に多 き樹種に してバ リバ リノキに酷似 し一見区別困

難 な り。

256 Benzoin commune Rehder in Journ.  Arn. Arb. 1. 144 (1919) 

       Syn. Lindem communis Hemsl. in Journ. Linn. Soc. XXVI. 387 (1889-1902)

和 名 ホソバヤマカウバ シ

生育地 低地 の森林 の蔭地 に生育 し普通な う。

生活形M(亜 喬木)

備 考 全島の山地 に普通な る小喬 木にして支那 に分布す。

257 Benzoin Cubeba (Person) Hatusima, comb. nov. 

       Syn. Litsea Cubeba Person, Syst. II. 4 (1807) 

 Actinodaphne citrata Hayata, Ic. Pl. Formos. III 164 (1913) non Bl.

和 名 タイワンヤマク ロ毛 ジ臺湾 名 山胡椒

生育地 低地 の森林 に生 じ極 めて稀 な うo

生 活形M(亜 喬木)

備 考 全島の山地 に分布 し内地産 アヲ毛ジの葉 を狡 くした形状、葉質

を有 し印度、南 アジヤ、馬來牛島、交趾支那、支那 に分布 す。

258 Benzoin Oldhami Rehder in Journ.  Am. Arb. 1, 145 (1919) 

       Syn. Lindem Oldhami Hemsl. in Journ. Linn. Soc. XXVI. 390 (1891)

和 名 オホバカウバシ

生育地 低地 の森林 に生 じ極め て稀 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 葉 長二十糎内外の長楕圓状の葉 を有 し藁澱 の北部、東部 に多 し。

259 Cinnamomum Camphora Sieb., Syn. Pl.Oec.  23 (1830)



Syn. Cinnamomum  Camphora Nees et Eberm., Handb. der. Med. Pharm. 

    Bot. II. 450 (1831)

和 名 クスノキ臺湾 名 樟 、本樟

生育地 森林 内に生 じ稽 々稀なりo

生活形MM(喬 木)

備 考 演習林 内には以前相當の蓄積あ りし竜製磯 の爲め伐採せ られし

結果現今 にては野生するもの少し。本州中南部、四國、九州、琉

球、臺湾、支那 に分布す。

260 Cinnamomum micranthum Hayata, Ic. Pl. Formos. III.  i  5o (1913)

和 名 アツバグスノキ 豪灘 名 有 樟

生育地 森林 内に生 じ普通なりo

生活形MM(喬 木)

備 考臺湾 の固有種 にして北部の山地に多し。

 26I Cinnamomum randaiense Hayata, Mater. FI. Formos. 238 (19II

和 名 ランダイニクケイ臺湾 名 香桂、山肉桂

生育地 海抜 七百米附近の森林内に生 じ租々普通 な ウ。

生活形M(亜 喬木)

備 考臺湾 固有種 な り。

262 Cryptocarya chinensis Hemsl. in  Journ.. I,inn. Soc. XXVI. 370 (1889-1902)

和 名 シナクス モ ドキ臺湾 名 厚殼桂、禁桂、有桂

生育地 森林 内に生 じ普蓮 な り。

生活形MM(喬 木)

備 考 全島の山地 に生育す る大喬木にして支那に分布す。

263 Cryptocarya Konishii Hayata, Mater.  Fl. Formos. 237 (191 I)

和 名 コニシクスモ ドキ臺湾 名 土楠、黄肉樹、臭樟

生育地 海抜四百米附近の密林内に生 じ稽 々普通な り。



生活形MM(喬 木)

備 考臺湾 の固有種な り。

264 Machilus Kusanoi Hayata, Mater.  Fl. Formos. 241 ( I9. I T

和 名 オホバ タブ 壷溝名 大葉楠、楠仔

生育地 演習林内の各地 に生 じ最 も普通 な り○

生活形MM(喬 木)

備 考 葉長二十糎 内外に及ぶ、大喬木 に して臺湾 特産な りO材 は建築、

車輔、器具、橋梁、家具其他に利 用廣 き有用材 な り。

265 Machilus longipaniculata Hayata. Ic. Pl.  Formos. III.162(1913)

和 名 ニホヒタブ臺湾 名 香 楠

生育地 海抜七百米 以下 の森林 内に生 じ普通 な り。

生活形MM(喬 木)

備 考臺湾 の北部、中部 に多 き固有種 にして タブ に比し葉 は狭 く花序

は長 し。樹皮 は線香製造原料 として重要な り。

266 Machilus Thunbergii Sieb. et Zucc. in Abh.  Akad. Muench. IV. III. 302 

(1843)

和 名 タ ブ

生 育地 低地の森林 に生 じ梢々普逓 な りo

生 活形MM(喬 木)

備 考 本州中南部以南、琉球、臺湾、支那に分布 す。

267 Neolitsea  variabillima Kanehira et Sasal:i, Trans. Nat. Hist. Soc. Formos. 

      XX. 382 (1930) 

         Syn. Tetradenia variabillirna Hayata, Ic. Pl. Formos. III. 167 (1913)

和 名 カノ・リシロダ毛

生育地 海抜六百米附近 の森林 に生育 し稀 な り。



生活形M(亜 喬木)

備 考 シログモに比 し葉 は短小な う。、豪澹 の北部、中部に分布す。

 268 Phoebe formosana Hayata, Ic. Pl. Formos. V. 162 (1915)

和 名 タイ ワンイヌグス臺湾 名 楠仔、内冬子楠 、火炭子楠

生育地 低 地の森林内 に生 じ稀 な ウ。

生活形M(亜 喬木)

備 考臺湾 の北、中部 の山地 に多 く、材 は時 として建築材に使用す。

Capparidaceae フウテウサ ウ科

269 Crataeva religiosa Forst. f., Prod.  Fl. Ins. Austral. 35 (1786)

和 名 ギ ヨボク

生育地 人家附近に生 じ極めて稀なりo

生活形M(亜 喬 木)

備 考 印度、支那、比島、マレー シヤ、濠州、アフリカ等の熟帯 に廣 く分

布 し、本邦にては 大隅、薩摩の南端、屋久島、琉球、臺湾に分布す。

材は印度 にては家具、太鼓、櫛、モデ〃、韓櫨に用ふ。琉球地方に

ては小魚を模造 して烏賊 を釣 るに用 ひ又履物 を製す。印度 にて

は果實の・《ルブ質は モルタノンと混 じて一種 のセメン トを製 し又

果皮は媒染剤 となす ことあ う。種子に時 として食 し葉 は健 胃捌

として用 ひ、又 この葉 の液 を古々椰子 ご混 じリユウマチスの軟

膏藥 とす。

Brassicaceae  (Cruciferae) ア7ラ ナ 科

270 Cardamine hirsuta  Linn  .  , Sp. Pl. ed. 1. 655 (1753) 

       syn. Cardamine ftexuosa With., Bot. Arr. Brit. Pl. ed.-3, III. 578 (1776)

和 名 タネツケバナ

生育地 畑地 に生 じ稀 な り。



生活形T(一 年生草本)

備 考 東部亜細亜 に廣 く分 布 し、本邦にては北は樺太・千島 よう南 は毫

潜迄分布す る維草にして馬來地方 にも分布す。

271 Nasturtium indicum DC., Syst. II.  199 (1825) 

       syn. Nasturtium sublyratum Franch. et Sav., Enuni. Pl. Jap. II. 281 (1879)

和 名 イヌガ ラシ臺湾 名 白骨 山葛草、山芥菓

生育地 人家内の庭 に生 じ普通な り。

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 人家附近に普通、に見 らるる雑草 にして本州 各部、四國、九州、琉

球、壼灘、支那、比島、馬來牛島、セイロン島、印度に分布 す。

Crassulaceae ベ ンケ イサ ウ科

272 Bryophyllum pinnatum Kurz. in Journ. As. Soc. Beng. 40, 309 (1876) 

       syn.  Bryophyllum calycinum Salisb., Parad. Lond. t. 3 (1805)

和 名 セイ ロンベンケイ、 トウロウサウ

臺湾名 倒紳蓮、生 刀草、生刀藥、脚 目草

生育地 人家附近の陽地 に生 じ稀 な り。

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 熟帯 各地 に廣 く分布 す る多肉質の草本にして本邦にあ りては奄

美大島、琉球、臺湾に分布 し、再生力極めて旺盛な り。

273 Sedum formosanum N.  E. Br. in Gard. Chron. II. 134 (1885) ?

和 名 タカサ ゴマ ンネングサ

生育地 森林 内の樹幹上に生 じ極 めて稀 な6。

生活形Ch(近 地 表植物)

備 考 北は肥前、肥後(天 草)、薩摩 より南は奄美大島、琉球、臺湾に及ぶ。



Saxifragaceae ユ キ ノ シ タ 科

274 Hydrangea chinensis  Maxirn., Hydr. As. Or. 7 (1867)

和 名 カラコンテ リギ 藁湾 名 常山、常山樹 、常山尼

生育地 海抜六百米附近の森林内 に多 し。

生活形N(灌 木)

備 考臺湾 、支那 に分布 す る小灌木な り。本種 は屋久島産 と同一な う

とせ らるるも別種 なるが如 し。

275 Hydrangea integra Hayata,  Fl. Mont. Formos. 90 (1908)

和 名 ユヅ リノ・アヂサヰ

生 育地 森林内の樹上 に禁縁 し稀 な り。

生 活形L(蔓 性植物)

備 考 十数米の高 さ迄上昇 す る蔓性灌木 にして中央山脈 に多 き臺湾 固

有種 な う。

276 Hydrangea macrosepala Hayata, Ic. Pl. Formos.  III. 1 o8 (1913)

和 名 ナガバ コンテ リギ

生育地 海抜 八百米附近 の森林 内に生 じ普通な う。

生活形N(灌 木)

備 考 高 さ二、三米 の灌木 に して秦灘特産な り。

277  Itea chinensis Hook. et Arn. var. subserrata Maxim. in Mel. Biol. 

      XII. 459 (1895)

和 名 ヒ・ラギズ ヰナ、 ノコギ リズ ヰナ

生育地 低地 の森林内に生 じ普通 な う。

生活形N(灌 木)

備 考 五米内外に達 する灌木 にして九州 の 日向國 より種 ケ島、奄美大

島 を経 て琉球、壷濯多、支那、印度に及ぶ。



278 Pileostegia  viburnoides Hook. f. et Thors. var. parviflora Oliv. in 

Sched.Maxim. Rev. Hydr. 18 (1867)

和 名 シマユ キカヅラ

生育地 低地森林内の樹幹 に纒続 し普通 な う、

生 活形L(蔓 性植物)

備 考 一見 テイカカヅラに似 るも 全株肚大 にして九州 の二奄美大島、徳

之島 より琉球、臺湾に分布 す。 本攣種は ヒマラヤ地方 に分布 す

る墓種 ご同一なり となす人あt)。

279  Schizophragma integrifolium 01iv. var. Fauriei Hayata, Gen. Ind. Fl. 

       Formos. 27 (1916) 

       syn. Schizophragma Fauriei Hayata in Matsum. et Hayata, Enum. Pl. 

           Formos. 131 (1906)

和 名 マノめ"イ ハガ ラミ

生育地 海抜 九百米附近 の森林 内の樹上に纒焼 し梢 々稀 な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 一見 イハ ガラミに似 るも一髄 に毛茸多し。嘉灘特産 な り。

PittoSporaceae ト ベ ラ 科

280 Pittosporum daphniphylloides Hayata, Mater. Fl.  Formos. 34 (19i i)

和 名 ヤ ドリオホバ トベラ

生育地 海抜六百米附近の森林 内の樹上に着生 し稀 な6。

生活形E(着 生植物)

備 考 珍しき着生木本植物 にして葉 はユヅ リハの如 く大形な り。亮灘

島以外には支那 に分布す。

Hamamelidaceae マ ン サ ク 科

281 Liquidambar formosana  Ilance in Ann. Sc. Nat. Ser.-5, V. 215 (1866)



和 名 フ ウ臺湾 名 楓仔、楓樹

生育地 低地 の第二期森林内に生 じ稀なりO

生活形MM(喬 木)

備 考 多 く河岸 の陽地 に見 らる 喬ゝ木 にして材は建築用、舟具、玩具等

に使 用され支那 にては茶箱 を作 ると云ふ。又此葉 にて「テグス」

鋸 を飼ふ。 支那南部、小亜 細亜に分布 し一見北米産の モ ミヂパ

フウに似 るも葉 の先端は三裂 な り。

Rosaceae イ バ ラ 科

282 Duchesnea indica Focke in Engl. et Prantl, Pflanzenfarn.  III.-3, 33 (1888) 

       syn. Fragaria indica Andr. in Bot. Rept. t. 479

和 名 ヘ ビイチゴ臺湾 名 蛇婆、龍吐珠

生育地 人家附近 に生 じ普通 な6。

生 活形Ch(近 地表植物)

備 考 最 も普通な る種類に して本州北部以南、臺湾、ヒマラヤ、アフガ

晶スタンに分布 す。

283 Rubus  $uergeri Miq. in Ann. Lugd. Bat. III. 36 (1867)

和 名 フユイチゴ

生育地 海抜 九百米附近 の=森林内 に生育し稀 な り。

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 本州中南部、四國、九州、朝鮮南部、臺湾、支那 に勢 布 し 實は生 食

に適 す。

284 Rubus floribundopaniculatus Hayata, Ic. Pl.  Formos. III. 89 (1913)

和 名 タ イヘイイチゴ

生育地 低地の森林内に生 じ普通な り。

生活形L(蔓 性植物)



備 考 梢 々蔓状 をなす灌木にして毫澱の中、北部 に生育 する豪灘固有

種 な う。

285 Rubus fraxinifoliolus Hayata, Ic. Pl. Formos.V. 46  (1915)

和 名 ガラピンイチゴ

生育地 低地森林 の梢々蔭灘 なる所に生 じ普通 な り。

生活形N(灌 木)

備 考 一見 オホバ ライチゴに似た る葉 を有 す る臺湾 固有種 なり。

286 Rubus shinkoensis Hayata, Mater.  Fl. Formos. 95 (r9i i)

和 名 ヒメクマイチゴ

生育地 海抜 八百米附近 の森林 内の蔭地 に生 じ梢 々稀 な り,

生 活形N(灌 木)

備 考 ヒメクマイチゴの和名 あ るもキィチゴに似た る葉 を有す る臺湾

固有種 な り。

287  Ruins Swinhoei Hance in Ann. Sc. Nat. Ser.-5. V. 211 (1866)

和 名 タイ ワンウラジロイチゴ

生育地 海抜 八百米附近の森林内 に生育 し稀なりo

生活形L(蔓 性植物)

備 考 梢 々蔓状 をなす小灌木 にして形 状は一見 ビ・ウドイチゴに似 る

も葉の裏面は白艶毛密生せ るを以て区別容 易な り。豪灘特産 な

り。

288 Rubus taiwanianus Matsum. in Bot. Mag. Tokyo XVI. 3 (1902)

和 名 タイワンイチゴ、 タカサゴクサイチゴ臺湾 名 虎梅刺、苅苺

生育地 低地の伐探跡地 に生 じ普通 な り。

生活形N(灌 木)

備 考 董は藍毛 を密生 し葉 は朋状複葉 をなす。臺湾 の北、rli部に廣 く

分布 す る臺湾 固有種な う。



Pomaceae ナ シ 科

289 Eriobotrya  deflexa Nakai in Bot. Mag. Tokyo XXX. 18 (t9 t 8)

和 名 タ イワンピハ臺湾 名 夏粥、山枇杷

生育地 低地の森林 内叉は樹上 に着生 し稀 な りo

生活形M(亜 喬木)

備 考 以前はカナメ毛チ屍 と考へ られ しも中井博士に よう上記の學名

に憂 更せ られた り。一一見 ビバに酷似す るも葉 は楕圓状に して狭

し。臺湾 人は之の材 を荷負棒 又は薪材 に供 し實は食 することあ

りo臺湾 固有種 な う。

290 Pourthiaea Beauverdiana (Schneider) comb. nov 

       var. notabilis (Rehd. et Wils.)  comb. nov. 

Syn: Photinia Beauverdiana Schneid. var. notabilis Rehd. et Wils. in 

           Sarg. Pl. Wils. I. 188 (19u)

和 名 セイバ ンカマ ツカ

生育地 海抜 八百米附近の森林内 に生 じ稀な りo

生活形M(亜 喬木)

備 考臺湾 の中央山脈 に多 き小喬木 にして支那に分布す。

291 Pourthiaea kankoensis Hatusima, sp. nov. 

          Frutex usque 3 metralis altus ramosissimus. Folia alterna brevipetiolata 

     v. subsessilata elliptica obovata v. late oblanceolata apice acuminata, basi 

      attenuata, minute serrulata, chartaceomembranacea, primo puberula demum 

 glaberrima 3-4 cm. longa 1-2 cm. lata. Poma obovata v. ovoidea 0.5 cm. longa 

matura rubescens. Flores nostris ignoti, sed species distincta est. 

Nom. Nipp. Shimal:obanokamatsuka (nom. nov.) 

         Hab. in silvis Mt. Rohon alt. 900 m. leg. S. Hatusima no. 793 ! 1130 ! 

      Nov. 1932.



Type  specimens  ; in Herb. I)ep. Agric. Kyushu Imp. Univ. Japan. 

This bears a general resemblance to .Pourthiaea laevis Koidz., but it is 

readily distinguished in having much smaller leaves.

和 名 シマコバ ノカマツカ(新 稻…)

生育地 海抜 八百米附近 の森林内に生 じ稀なりO

生活形M(亜 喬木)

備 考 一見カマツカに酷似す るも葉 は更に小 さ く枝の分岐極めて密 な

うo

292 Pourthiaea lucida Decne. in Nouv. Archiv. Mus. Paxis X. 148 (1874) 

       Syn.  Photinia taiwanensis Hayata, Mater. Fl. Fortnos. 104 (191 i) 

            Photinia variabilis (non Henisl.) Matsum. et Hayata, Enum. Pl. 

           Formos. 13o (1906)

和 名 タイワンカナ メ毛チ臺湾 名 蝦 尾

生育地 森林内に生 じ稀なりo

生 活形M(亜 喬木)

備 考 落葉 の小喬木 にして臺湾 特産な り。

Amygdalaceae サ ク ラ 科

293 Prunus phaeosticta Maxim. in Mel. Biol. XI. 709 (1883)

和 名 タカサゴイヌザク ラ、 タイワンカタザクラ(新 構)

生育地 低地 の森林 内に生 じ梢 々稀 な り.

生活形M(亜 喬木)

備 考 …見 リンボクに酷似す るも葉 は更に大形且梢 々廣 しo

Fabaceae (Leguminosae) マ メ 科

294 Acacia confusa Merr. in Philip. Journ. Sci. V. 27  (1910)

和 名 サ クシジユ臺湾 名 思想樹



生育地 低地 に植栽せ らるo

生活形MM(喬 木)

備 考 最 も主要 な る樹種の 一つにして 比島に分布 す。 材 は 薪炭用、

家具、農具、建築 用等 に使用せ られ樹皮 よりは輩寧 を取 ることあ

り、叉庇蔭樹 として植 栽せ らるO

295 Bauhinia Championi Benth.,  Fl. Hongk. 99 (1861)

和 名 ヤノ・ズカヅラ、 キクク ワボク臺湾 名 鈎藤、菊花木

生 育地 低地森林 内の樹木に纒続 し梢 々稀 な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 董は菓子入、茶托、筆立、煙草入等 を製す るに用ふ。 大 な るは幹

の直径一尺以上に及ぶ ものあ り。臺湾 全島及支那 に分布す。

296 Crotalaria Saltiana Andr., Bot. Rep. t. 648  (18I I) 

       Syn. Crotalaria striata DC., Prod. II. 131 (1825)

和 名 オホ ミツバ タヌキマ メ臺湾 名 自馬尿、懸 々草

生育地 低地の河邊に生 じ稀 な りo

生活形T(一 年生植物)

備 考 高 さ一米内外の一年生植物 にして臺湾 、馬楽牛島、セイ ロン島、

ヒマラヤ、熟帯 アフ リカ並に熟帯 アメリカに分布す。

297 Dalbergia rubiginosa Roxb., Pl. Corom. II. 9 (1798)

和 名 ハ ネノ ミカヅラ、 ツルサイカチ

生育地 低地の森林 に生 じ極 めて稀なりo

生活形L(蔓 性植物)

備 考臺湾 以外にては支那、印度東部 に分布す。

298 Desmodium caudatum  DC., Prodr. II. 337 (1825)

和 名 ミソナ ホ シ



生育地 低地の河邊 に生 じ極めて稀なりo

生活形N(灌 木)

備 考 一米以下の小灌木 にじて本州中南部、四國、九州、琉球、臺湾、支

那、馬來、印度 に分布 す。

299 Desmodium heterocarpum DC., 1. c.

和 名 シバハギ、 クサハギ臺湾 名 大本 山土豆

生育地 低地の河邊 に生 じ稀なりo

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 梢々葡旬性の多年生草本にして 本州南部、四國、九州、疏球、皇

灘、支那南部、其他奮熟帯 に廣 く分布す。

300 Desmodium  heterophyllum DC., Prod.II.334 (1825)

和 名 カハ リバ マキエハ ギ

生育地 低地の河 岸の砂礫地 に生 じ極 めて稀 な り。

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 梢々葡旬性 の多年生草本 にして 奄美大島、徳之島、琉球、臺湾、

支那南部、馬來半島、印度 に分布 す。

301 Desmodium laxiflorum DC. in Ann. Sc. Nat.  Ser.-1, IV. ioo (1825)

和 名 ホソ ミハギ

生育地 低地の路傍 に生 じ梢 々普遮 な りo

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 高 さ一米 内外の亜灌木にして臺湾 各地に生育 し南 は比島、瓜畦、

ボル ネオ、ヒマラヤに及ぶ。

302 Desmodium laxum DC. in Ann. Sc. Nat. Ser.-1, IV. 102 (1825)

和 名 リウキウヌスピ トハギ

生育地 森林内の蔭地 に生 じ普瓶な り。



生活形H(淺 地下植物)

備 考 草本状灌木 にして 量久島、奄美大島、琉球、臺湾、海南島、馬來半

島、印度 に分布 す。

303 Desmodium sinuatum Blume ex  Bak. in Hook. f. Fl. Brit. Ind. II.i66(1879)

和 名 オホバマヒノ、ギ

生育地 河岸の砂礫地に生 じ稀 な う。

生活形N(灌 木)

備 考 葉形 クズに酷似 す るも遙かに小形 な う。豪灘以南馬來半島、印

度に分布 す。

304 Entada phaseoloides Merr. in Philipp. Journ. Sci. IX. 86 (1914)

和 名 モダ マ臺湾 名 鴨腱藤

生育地 森林内に生 じ普通 な妬

生活形L(蔓 性植物)

備 考 北は九州 の屋 久島、奄美大島 より南は壷濾、比島其他の熟帯地

方に 廣 く分布 す。 董 には 一種 の サボ昌 ン を 含有 し 之を 砕

きて洗濯用 こなすことは 熟 帯地方にて 廣 く見 らる ゝ所 にして

Soapbarkvineの 名あ る所以な りo種 子 より根付、揚子入等

を造 るO

305 Euchresta Horsfieldii Benn. var. formosana Hayata,  Ic. Pl. Formos. III. 

81 (1913)

和 名 リウキウ ミヤマ トベ ラ

生育地 海抜六百米附近 の森林の蔭地 に生 じ梢 冷普通 な り。

生 活形N(灌 木)

備 考 高 さ一一米内外の小灌木 にして臺湾 の固有種 な りo

306 Millettia reticulata Benth. in Miq. Pl. Jungh. 249  (I  852)

和 名 ム ラサ キナ ツフデ



生育地 低地の森林内に生 じ梢 々稀 な りo

生活形L(蔓 性植物)

備 考 常緑藤本 にむて琉球、藁灘、支那南部 に分布 す。

307 Millettia taiwaniana  Hayata, Ic. Pl. Formos. IX. 22 (1920) 

和 名 ドク フヂ、 ギ ヨ トウ 毫澱 名 蕗 藤、魚 藤

生 育地 畑地(栽 培)に 生 じ稀 な)to

生 活 形L(蔓 性 植物)

備 考 本 種 は南洋 産 のDerrisellipticaBenth,に 似 るも葉 の裏 面 の毛 は

銀 自色 を呈 す るを以 て区 別容 易 な り(後 者 は茶褐 色柔 毛密 布)○

術本種 は支那産 のDerrischinensisご 同 一種 となす 人 あb。

根 の乳 白汁 液 は猛毒 にし て蕃 人之 を トバ ご稗}し河流 に投 じて魚

族 を捕 ヘー般 には農 作物 の騙 虫剤 に供 す。 人膿 にも其反 癒 激 し

きが 如 し。

308 Pithecolobium  lucidum Benth. inHook.Lond.Journ. Bot. III. 199 (1844)

和 名 タマザ キガフク ワン臺湾 名 烏鶏骨、頷垂豆、鶏眉、蕃仔灘

生育地 低地の森林 に生 じ梢 々稀なりO

生活形M(亜 喬木)

備 考 樹幹は赫褐色を呈 しttは 長 さ約十糎幅二糎内外 にして螺旋状に

撚柾 ご紅褐 色を呈 し材 は薪材 となすのみ。廣東に分布 す。

309 Pueraria Thunbergiana Benth. in Journ. Linn. Scc. London. Bot. IX. 122 

 (1865) 

       Syn. Pueraria hirsuta Matsum. in Bot. Mag. Tokyo XVI. 91 (1902) 

             Pueraria hirsuta Matsum. var. typica Makino in Journ. Jap. Bot. 

              VIII. 2, 12 (1932).

和 名 ク ズ

生育地 低地の森林に生育 し稀 な り。



生活形L(蔓 性植物)

備 考 内地 にては最 も普遮な る藤本 にして北 は北海道 より南 は南支

那、比島、馬來、印度に分布 すo

Oxalidaceae 力 タ バ ミ 科

310 Oxalis repens  Thunb., Diss. Oxal. 16 (1781) 

       Syn. Oxalis corniculata Linn., Sp. Pl. ed. 1, 435 (1753)

和 名 カタバ ミ

生育地 低地 の路傍に生 じ稀 な うo

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 最 も普通なる雑草に して僖世界の暖地 に廣 く分布 し本邦 にては

北は北海送 より南 は臺湾 迄分布す。

Rutaceae ヘ ン ル ウダ 科

311 Evodia meliaefolia  Benth  , F1. Hongk. 58 (1861)

和 名 ノ・マセンダ ン、 シマクロキ臺湾 名 賊仔樹、 山漆

生育地 低地 の森林 に生 じ普通な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 一見 キル・ダに酷似 す る喬木に して 四國、九州、琉球、藁湾、支那、

印度に分 布 し印度に ては土人は家屋 の柱 とすO本 島人は椅子、

卓子を製 し又建築材 とな し稀に下駄 を製す ることあ う。

312 Evodia Merrilliana Kanehira et Sasald in Kanehira, Phytogeography of 

       Formosan Trees 41 (1932) 

        Syn.  Evadia Roxburglziana Matsum. et Hay., Enum. Pl. Formos. 70 (1909) 

             non Benth.

和 名 オ ホバ アノ・ダ ン臺湾 名 山葛 茱、自馬 尿、三脚 燈、三竈比



生育地 低地 の森林内 に生 じ稀 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 本種 は從來上記支那産 ご同一の種 と考へ られ しも金平博士 よリ

メリルレ氏に鑑定を依頼せ られた る慮臺湾 産 は全然別種 な ること

判明せ るを以 て上記の學名 を創定せ られたb。

313 Fagara ailanthoides Engl. in Engl.  Pflanzenfam. III.-4, 118  (I 897)

和 名 カ ラスザ ンセウ 藁灘 名 刺葱、大葉 刺葱、紅刺葱、仁刺葱

生育地 低地の森林に生 じ稀 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 本州 中南部、四國、九州、小笠 原、濟州島、臺湾、支那、南亜細亜 に

分布 す。

314  Fagara cuspidata Engl. in Engl. Pflanzenfarn. III.-4, 118  (1897)

和 名 ツルザンセウ

生育地 低地の森林に生じ梢々稀なりo

生活形L(蔓 性植物)

備 考 蔓性の灌木にして刺により上昇すo北 は九州の奄美大島、徳之

島より南は支那南部に及ぶo

315 Fagara nitida Roxb.,  Fl. Ind. I. 419 (1832)

和 名 テ リバザ ンセウ

生育地 低地の森林 に生 じ梢 々稀な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 刺 に より上昇す る蔓性灌木にして葉董 を酒水にて煎服せぱ腫毒

下疽を治 し根は咽喉の痛み及歯痛 を去 ると云ふ。支那南部 に分

布 す。

Meliaoeaeセ ン ダ ン 科

316  'Wella Azedarach Linn., Sp. Pl.e-.1,385(1753)



和 名 シンラン臺湾 名 苦 棟

生育地 低地 の森林 に生 じ稀なりo

生活形MM(喬 木)

備 考 原産はカシ ミヤ地方 な りと稻 するも現今は熟帯 各地に植栽 され

琉球、臺湾 には野生状 をなす所 あ り。材は装飾用材 として机箱

類、器 具、履物 を製 し往々 ケヤキの代 用材 とすo實 は苦棟子 又は

金棟 子と云ひ藥用 こなし印度にては材 を家具類、家屋建築、ボー

ト、農具、軌、煙草箱 を造 う根及び樹皮は駆鍛渕 となす。 内地産

のセンダ ンは本種 の鍵種な りo

Malpighiaceae キ ン トラ ノ ヲ科

317 Hiptage Madablota Gaertn., Fruct. II. 169  (1791)

和 名 ホザキサル ノヲ

生育地 河岸林 内に生 じ稀 な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 藤本 にして亜細亜の熟 帯に廣 く分布 す。

Polygalaceae ヒ メ ハ ‡ 科

318 Polygala glomerata  Loui Fl. Cochinch. 426 (1790) 

       Syn. Polygala japonica Houth. var. angustifolia Koidz. in Fl Symb. Orient. 

          Asia. 8 (1930)

和 名 ホソバ ヒメハギ

生育地 河岸 の陽地に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 十糎内外の高 さに達 す る多年生草本 にして南支那、馬來牛島、印

度に分布 し優 灘 にては中、南部 に多し。



Euphorbiaceae タ カ トウ ダ イ 科

319 Aleurites Fordii Hemsl.inHook.Ic.Pl. tt.  280I-2802 (1906)

和 名 シナアブラギ リ、 カン トンアブ ラギ リ 牽灘名 油 桐

生 育地 低地に栽 培せ らる。

生活形MM(喬 木)

備 考 支那 原産 にして本邦にては奄美大島、琉 球、臺湾に廣 く栽培 し種

子 より油 を採 る。此油は圭 こして船鰹 を塗 り又家具・木細工、上

等の雨傘 を塗 るに用ふ。

320 Antidesma japonicum Sieb. et Zucc.,  Fam. Nat. II. 212 (1846)

和 名 ヤマ ヒハ ツ臺湾 名 枯里珍

生育地 低地森林 内に生 じ普通な う。

生活形N(灌 木)

備 考 北は 九州(筑 後、肥前、肥後、日向、大隅)よ り南 は壼灘、香港 に及

ぶo

321  Bischofia javanica Blume, Bijdr. i16 (1825)

和 名 アカギ、 カタン臺湾 名 茄 蓼

生育地 低地の森林 内に生 じ極めて稀 な う。

生活形MM(喬 木)

備 考 樹幹の直径二米 内外 にも達 する喬 木に して琉球、壁灘、比島、馬

來、印度、ビノンマ、ポリネシャに分 布 す。 本種 は臺湾 島 にては有

用な る樹種 の一つにして建築材の外工藝用材 ごして貴 重せ られ

比島、印度 にては杭材、枕木 となし沖縄諸島にては風 呂桶、水桶、

樋、船底 を製す。

322 Bridelia ovata Decne.  in Nouv. Ann. Mus. Par. III. 484 (1835)

和 名 マノレヤマカンコ臺湾 名 刺杜密、刺楠

生育地 低地 の森二林 に生 じ稀な うo



生活形M(亜 喬木)

備 考 支那、馬來、ビルマ、印度、東方亜細亜、濠州 に分布 する亜喬木 な

りo

323 Daphniphyllum glaucescens Blume, Bijdr.  I153 (1825)

和 名 ヒメユ ヅリハ臺湾 名 虎皮楠

生育地 海抜六百米附近以下の森林内に生 じ普通なり 。

生 活形M(亜 喬 木)

備 考 内地 の暖地に も多 き亜喬木 にして本州 中南部、四國潮 鮮南部 、

九州、琉球、臺湾、支那、セ1ロ ン、印度、瓜畦に分布 すQ

324 Glochidion Fortunei Hance in Ann. Sc. Nat. Ser.-4, XVIII. 225 (1862)

和 名 ヒラミカンコ臺湾 名 面頭菓、細葉赤血仔

生育地 低地の森林 に生 じ稀 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 奄美大 島、壼灘、支那南部 に分布 す。

325 Glochidion hypoleucum  Hayata, Ic. Pl. Formos. IX. 95 (1920)

和 名 ウ ラジ・カンコノキ臺湾 名 細葉面頭菓、面頭菓、文頭菓

生育地 低地 の森林 に生 じ梢 々稀な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 奄 美大島、琉球、臺湾に分布 し前種 に似 る竜葉裏白色なるを以 て

一見匝別す ることを得。

326 Mallotus japonicus  Muell. Arg. in Linnaea, XXXIV. 189 (i865)

和 名 アカメガ シノ・臺湾 名 白肉白鉋仔

生育地 低地 の森林 に生 じ租 々稀 な りo

生活形M(亜 喬木1

備 考 本州中南部、四國、九州、朝鮮南部、琉球、臺湾、支那に分布す。



327 Mallotus paniculatus Muell. Arg. in  Linnaea XXXIV. 189 (I865) 

       Syn. Mallotus cocltinchinensis Lour., Fl. Cochinch. 635 (179o)

和 名 ウ ラジロアカメガシバ 壷澱名 臼鞄仔、帽頂、自葉仔

生育地 低地 の森林 に生 じ普通なりc

生活形M(亜 喬 木)

備 考 支那、馬來 諸島及牛島、印度 に分布す る亜喬木 にして恒春地

方の土人は垣根 の横木 とし稀 に建築材 となし北部 にては往々

柴架 を製す ることあ りo

328 Mallotus philippensis Muell. Arg., 1. c. 196  (1865)

和 名 クスノノ・ガシノ・ 牽灘名 柿糊木、六稔仔、畷哩仔、六瞼仔

生育地 低地 の森林 内に生 じ極 め て稀 な うo

生活形M(亜 喬木)

備 考 奄美大島、琉球、比島、印度、南亜細亜、濠州に分布 し葉 の形状は

樟 の葉の如 く實は赤色に して美麗な り。本種の葡に附着せ る鮮

紅色の蜜腺は加麻刺 と稻 し印度にては絹綜 を鮮燈色叉は紅色に

染 むるに用ふ ご謂へ ども現今は人造染料 との競争上利益 少1.o

329  Phyllanthus Niruri Linn., Sp. Pl. ed. 1, 981 (1753)

和 名 キダチ ミカンサク

臺湾名 鴨土樹、梗 土珠、小翻魂、葉下珠、細本乳仔草

生 育地 低地の茶園叉は畑地 に生 じ精 々普通な りo

生活形T(一 年生植物)

備 考両 半球の熟帯 各地 に廣 く分布す る雑草に して本邦 にあ りては本

州 中南部以南 に分布 すo

330 Sapium discolor Muell. Arg. in Linnaea, XXXII.  121 (1863)

和 名 ナガバ ナンキンハゼ臺湾 名 山相・有柏・白柏・相仔

生育地 低地の森林に生じ普通なりQ



生活形MM(喬 木)

備 考 本種 は相常の大木 こなる竜材は輕軟 にして保存期甚だ短か き故

用材 とな るは稀 な る竜薪材に供 し又 茶箱、丸物木地 を製す るこ

tあ りO印 度、南亜細亜に分布 す。

331  Sapium sebiferum Roxb., Fl. Ind. ed.-2, III. 693 (1832)

和 名 ナンキンハぜ 塁灘名 相 木、瑳仔、柏 仔樹

生育地 低 地の森林 に生 じ稀 なlo

生活形M(亜 喬木)

備 考 元來支那の原産な るも東 印度、日本 の南部 には 自生 状をなす所

あ りo材 は印度にては玩具、家具類 を造b、 此種子 を包む白色

の蝋は支那蝋 にして印度にては石鹸、蝋燭 に用ひ 又布の仕上 げ

に使用 す、又子核 より凡 五〇 プロセン トの黄褐色の油 を採集 し

得可 くこの ものは藥用 とし又雨傘 の塗料 となる、又本種 は荒腰

地 の造林 又は庇蔭樹、庭園樹 となすことを得べし。

Callitrichaceae 7ハ ゴ ケ 科

332 Callitriche japonica  Engelm. in Verh. Bot. Ver. Brandenb. X. 113  (1868)

和 名 ア・・ゴケ

生育地 低地 の畑地 に生 じ極め て稀 な り。

生活形T(一 年生植物 、

備 考 鯛旬性 の小草本 にして本州中南部、四國、琉球、臺湾に分布 す。

Anacardiaceae ウ ル シ 科

333 Rhus succedanea Linn., Mant. II.  22 ( 1771)

和 名ハゼ ノキ 亮灘名 山賊仔、漆、山漆、漆七樹

生育地 低地に生 じ稀 な う。

生活形MM(喬 木)



備 考 元 來支那の原産 な らん も往 々野生状 をなす所あ り。材 は黄色な

るを以 て寄木、木象嵌其他小 な る器具類 を造 り叉實 より木蝋 を

採 る。印度、ヒマ ラヤ、瓜畦、支那 中部 に分布 す。

Aquifoliaceae モ チ ノ キ 科

334 Ilex  asprella Chatnp. ex Benth. in Hook. Kew Journ. IV. 329 (1852)

和 名 タ1ワ ンウメモ ドキ、 シマウメモ1:キ

臺湾名 燈秤仔、萬點 金、燈稻花

生育地 低地 の森林 に生 じ普通 な6。

生活形N(灌 木)

備 考 支那、比島に分布 する落葉性灌木 にして牽灘 人は枝にて タワシ

を製 すo

335 Ilex formosana  Maxim. in Mem. Acad. Petersb. Ser.-7, XXIX, 28 et 46 (1881)

和 名 タイワンナ ・メノキ 嘉灘名 糊樗、苦株

生育地 低地 の森林に生 じ普通なりo

生活形M(亜 喬木)

備 考 樹高十米内外に達 し樹皮は灰 白色 を呈する豪潜固有種 な6。

336 Ilex Hanceana Maxim.,1. c. 33.  (i881)

和 名 ツゲ毛チ、 オキナノ、ソヨゴ

生育地 海抜 入百米附近迄見 られ精 々普通 な60

生活形M(亜 喬木)

備 考 北は紀州、四國 より九州南部 を維て南 は臺湾 迄分布 する亜喬木

にして葉は楕圓形を呈 し三糎内外な り。

337 Ilex  micrococca Maxim. var. longifolia Hayata, Ic. Pl. Formos. III. 55 (1913)

和 名 タイ ワ ンタ マ ミヅ キ、 ナ ガバ ミ ミヅ ク

生育 地 低 地 の森 林 に生 じ稀 な り。



生活形M(亜 喬木)

備 考 一見 タマミヅキご憂 る所なけれ ど只葉 は梢 々幅狡 しo

338 Ilex Mutchagara Makino in Bot. Mag. Tokyo  XXVII. 75 (1913)

和 名 シマイヌ ツゲ、 ムツチヤガラ

生育地 低地 の森林 に生 じ稀 な う。

生活形M(亜 喬木)

備 考 大隅半島の南 牛、屋久島 よう奄美大島 を経 て 琉球、臺湾 迄 分

布 す。

339  Ilex pubescens Hook. et Arn., Bot. Beech. Voy. 176 (1841)

和 名 ケイヌ ツゲ

生育地 低地の森林 に生 じ梢 々普遮 な6。

生 活形N(灌 木)

備 考 支那 に 竜分布 し葉は長 さ三糎 内外にして長楕圓形 を呈 し裏面中

肋 に洛ひて毛茸密生すo

340 Ilex rotunda Thunb.,  Fl. Jap. 77 (1784)

和 名 ク ロガネモチ臺湾 名 糊樗、白銀、馬口樹

生育地 低地の森林 に生 じ稀なりo

生活形MM(喬 木)

備 考 樹幹の直径一米 に達す る喬木 にして赤 色の美麗 な る實 を着生 す

るを以 て内地 にては 多 く庭園樹 として植栽せ らる。 本州中南

部、九州、濟州島、琉球、臺湾、支那 に分布 す。

Celastraceae ツルウメモ ドキ科

341 Euonymus pellucidifolia Hayata, Ic. Pl. Formos. III 57 (1913)

和 名 タイワンアヅサ

生育地 森林 内に生 じ極 めて稀 な り。



生活形M(亜 喬 木)

備 考臺湾 特産 にして材は黄白色緻密、梢 〃ツゲに似た り。 近時洋杖

と乙て盛 んに伐探せ られ又箸、憺棒、煙管等を造 るに用ふる外根

は本島 入の馨藥 として有名 な るものな り。演習林 内には以前相

常多か6し 由な る竜上記の用途に濫伐せ る結果現在にては稀 な

う。

342 Perrottetia arisanensis Hayata, Ic. Pl.  Formos. V. 26 (1915)

和 名 ミヂ ンコザクラ

生育地 谷間の密林 内に生 じ稀なりo

生活形N(灌 木)

備 考 本厩 は世界 に約十一種 を有す る珍奇な る薦 にして本種は塁灘 特

産 な り。

Staphyleaceae ミツバ ウ ツ ギ 科

343 Euscaphis japonica Dippel, Handb. Laubholzk. II. fig. 229, 480 (1892) 

       Syn. Euscaphis japonica Pax in Engl. et Prantl,  Pflanz.-fam. III.-5, 262 (1896)

和 名 ゴンズ ヰ臺湾 名 鳥腱 花

生育地 低地の森林内に生 じ稀 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 本州 中南部、四國、九州、朝鮮南部、琉球、臺湾、支那に分布 す。

344 Turpinia formosana Nakai in  Journ. Am . Arb. V. 8o (1924)

和 名 タイワンセウ〈ごンノキ

生育地 低地 の森林 に生 じ極め て普通 な ウ。

生活形M(亜 喬木)

備 考 一見セウペンノキに酷似す るも中井博土に依れば花著 しく小形

な るを以て区別容 易なり と。皇澄 特産なりo



Aceraceae カ ヘ デ 科

345 Acer Oliverianum Pax var. Nakaharai Hayata subvar. formosanum Koidz., 

       Rev. Acer. Jap. 33  (1911)

和 名 イ トマキシマモ ミヂ臺湾 名 鶏 柔

生育地 谷間の密林 内に生 じ稀 な り。

生活形MM(喬 木)

備 考臺湾 特産なり 。

Sapinadaceae ム ク ロ ジ 科

346 Eurycorymbus austrosinensis Handel-Maz. in Anz. Akad. Wiss. Wien, 

       Math.-Nat.  IIX. 104 (1922)

和 名 モクゲ ンジダ マシ

生育地 低地 の森林 に生 じ稀なり 。

生活形M(亜 喬木)

備 考 一一見タイワンモクゲ ンジに酷似 する竜葉 は一回勿状複葉 をなし

葉 質厚 く光澤少 し。臺湾 ご支那南 部に分布す る珍樹なり 。

 347 Sapindus Mukorossi Gaertn., Fruct. I. 342 (1788)

和 名 ムク ロジ臺湾 名 攣樹、黄 目子、木羅、目浪樹

生育地 低地の人家附近 に生 じ極 めて稀 な り。

生 活形MM(喬 木)

備 考 恐 らく支那の原産 な らんも現今は暖地 にては野生 状をなし本邦

にては本州中南部、小笠原島、九州、琉球、臺湾 こ産 し印度 にも分

布 す。材 は器具、箱、家具類 を造 るに使用 され實は印度 にては洗

濯用に使用し又念珠 こなし燕 子の珠 とす。

Sabiaceae ア ヲ カ ヅ ラ科

348 Meliosma rigida Sieb. et Zucc.,  F1. Jap. Farn. Nat. I. 152 (1845)



和 名 ヤマ ビハ臺湾 名 筆羅子、膠鑛 翼

生育地 低 地の森林内に生 じ極 めて普通 なり。

生 活形M(亜 喬木)

備 考 本州 中南部 、四國、九州、琉球、臺湾、支那、ヒマ ラヤに分布 む材 は

硬 く木刀を造 るに用ふ。

349 Meliosma squamulata Hance  in Journ. Bot. XIV. 364 (1876)

和 名 ナ ンバ ンアハブキ臺湾 名 緑 樟

生育地 海抜四、五百米の森林内に多 く生 じ最 も普題 な り。

生 活形M(亜 喬 木)

備 考 九州 の奄美大 島以南藁灘、香港 に分布す。

350 Sabia Swinhoei Heins!. ex Forb. et  Hemsl. in Journ. Linn. Soc. XXIII. 

      14 (1886)

和 名 シマ アヲカヅ ラ、 タイワンアヲカヅラ

生育地 低地の森林内に生 じ梢 々普通なりo

生活形L(蔓 性植物)

備 考 一見 アヲカヅラに酷似 するも葉 裏は有毛な り。

Rhamnaceae ク 回ウメモ ドキ科

351 Berchemia racemosa Sieb. et Zucc.,  Fl. Jap. Fam. Nat. 1. 147 (1845)

和 名 クマヤナギ

生育地 海抜 七百米附近の森林 に生 じ極 めて稀 な6。

生 活形L(蔓 性植物)

備 考 本種 は分布廣 く北は北海道 より南は臺湾 、支那 に及ぶ○

352 Ventilago  leioearpa Benth. in Journ. Linn. Soc. V. 77 (1860

和 名 テ リミノカザナビキ

生育地 低地の森林 内の樹幹に纒続 し梢 々普蓮 な りO



生活形L(蔓 性植物)

備 考 蔓性 の灌木 にして支那、ビル マ、印度に分布 す。

Vitaceae 7ダ ウ 科

353 Ampelopsis cantoniensis Planch. in DC. Monogr. Phan. V. 460 (1887) 

        Syn. Vitis  cantoniensis Seem., Bot. Voy. Herald. 370

和 名 タイ ワンウ ドカヅ ラ

生育地 低地 の森林 に生 じ普通な う。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 蔓性の灌木 にして臺湾 の北、中部並に支那南部 、印度 に分布 すO

ウ ドカヅ ラに酷似 するも全騰 壮大 にして小葉は卵状披針形

(彼 は卵状長楕 圓形 又は卵形)を 呈 し鋸歯粗な りQ

354 Ampelopsis  brevipedurculata Maxim. in Prim. FI. Arnur. 68 (1859) 

       Syn. Ampelopsis lleteroplzylla Sieb. et Zucc , Fl. Jap. Fam. Nat I. 197 (1845)

和 名 ノブダウ臺湾 名 大葡萄、大本 山葡萄、糞筈藤、冷飯藤

生育地 低地の森林内に生 じ稀 な6。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 分布贋 き植物 にして北海道、本州各地、朝鮮、四國、九州、琉球、壷

溝、支那、比島に分布 し根 は煎汁 を洗眼剃 こし又難卵 を加へ水 に

て煎服せば耳疾を治 す と但 し果實は毒分 を含 むご云ふ。

355 Columella japonica Merr. in Philipp. Journ. So. Bot. XIII.  I45 (1918) 

       Syn. Cissus japonica Willd., Sp. I. 695 (1797)

和 名 ビンボフカヅ ラ臺湾 名 五爪龍、五爪絨

生育地 低地 の伐採跡地 に生 じ普通な う。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 北は北海道 より南 は臺湾 、支那、ヒマ ラヤ、アツサム地方に分布

む本種 の根は藥用 に供すo



356 Parthenocissus Thunbergii Nakai in Journ. Jap. Bot.  VI.-8, 56 (1930) 

       Syn. Cissus Thunbergii Sieb. et Zucc. in.Abh. Münch. Akad. IV.-2, 195 (1846) 

Parthenocissus tricuspidata Planchon in DC. Monogr. V. 452 (1887)

和 名 ッタ、 ナ ツヅタ臺湾 名 紅骨蛇

生育地 低地 の河岸 に生 じ稀 な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 北海道、本州、四國、朝鮮、九州、豪潜、支那に分布 む秋の紅葉 を賞

する爲に庭園に植栽せ らる。

357 Tetrastigma formosana Nakai in Bot. Mag, Tokyo XXXVI. 68 (1922) 

       Syn.  Vitis  formosana Hemsl. in Ann. Bot. IX. 151 (1895)

和 名 ミツバ ビンボフヅノン、 ドクブダ ウ

生育地 低地 の森林 に生 じ稽 々普通なりo

生活形L(蔓 性植物)

備 考 琉球、臺湾 に分布す る蔓性 の多年生草本 にして葉 は三個の小葉

ような り痩歴、皮膚病及痩麻質斯には葉 を掲碑 て酢 にて煎 じ患

部 に塗布せ ぱ効 あbと 云ふ。

358 Tetrastigma umbellata Nakai in Bot. Mag. Tokyo XXVI. 69 (1922) 

       Syn.  Vitis arisanensis Hayata, Ic. Pl. Forinos. V. 30 (1915) 

             Vitis umbellata Hemsl. var. arisanensis Hayata, Ic. Pl. Formos. III. 

          63 (1913)

和 名 アリサ ンヤブガ ラシ

生育地 低地の森林内 に生 じ梢 々普通 な うQ

生活形L(蔓 性植物)

備 考 蔓性の多年生草本 にして五個の小葉 よ うな る。肇灘特産 な り。

359 Vitis lanata Roxb.,Hort._3eng.  18 (1814)

和 名 リウ キ ウ ガネ フ㍉ ワタエ ビ



生育地 森林 内 に生 じ極めて稀 な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 九州の薩摩、肥後の南部 よう南 は奄美大 島を経 て琉球、臺湾、香

港、印度、ビノンマ等に分布 し一見エ ビヅノンに酷似す るも葉 の裂片

の先端は尖 るo

360 Vitis pteroclada Hayata in Gen.  Ind. Fl. Formos. 15 (1917) 

       Syn. Cissus pieroclada Hayata, Ic. Pl. Formos. II. 107 (1912)

和 名 ヒレブダウ

生育地 低地の森林に生 じ普逓なりo

生活形L(蔓'性 植物)

備 考 董 には翼あ るを以て一見他の種類 と匠別 するこごを得。臺湾 特

産 な り。

Elaeocarpaceae ボ ル ト ノ キ 科

361 Elaeocarpus japonicus Sieb. et Zucc.,  F1. Jap. Farn. Nat. I (1845) p. 57

和 名 コバ ンモチ臺湾 名 薯豆、薯斗

生育地 低地 の森林 に生 じ稀 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 本州 中南部、四國、九州、琉球 、塁灘、支那 に分布 す。

362 Elaeocarpus Makinoi Kanehira nom. nov. MSS. 

      Syn. Prunus  elliptica Thunb., Fl. Jap. (1784) p. 179 

          Elaeocarpus japonica Sieb., Syn. Pl. Oecon. Jap. (1830) p. 63, 

            non Sieb. et Zucc. 

Elaeocarpus pltotiniaefolia Sieb. et Zucc. in Abh. Münch. Akad. 

           IV.-2 (1845) p. 164, non Hook. et Arn. 

Elaeocarpus ellipticus Makino in Bot. Mag. Tokyo XVIII (1904) p. 67, 

            non Sm.
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 Elaeocarpus decipiens Matsum., Ind. Pl. Jap. II.-2 (1912) p. 344, non 

Hemsl. 

Elaeocarpus elliptica Nakai in Bot. Mag. Tokyo XXXII. (1918) p. 22I

和 名 ホノントノキ

生育地 低地 の森林内に生 じ普通 な う。

生活形MM(喬 木)

備 考 本州中南部、四國、九州、琉球、濟州 島、臺湾に分布 すO

363 Sloanea dasycarpa  Hemsl. in Hook. Ic. Pl. t. 2628 (1900 

        Syn. F_cltinocarpus dasycarpus Benth. in Prod. Linn. Soc. V. Suppl. II. 72 

(1861)

和 名 ノ・リミコバ ンモチ'臺湾 名 猴観喜

生育地 低地 の森林 に生 じ極めて稀 な う。亀

生活形MM(喬 木)

備 考 樹幹の直径一米に及ぶ喬木 にして支那、印度、 ヒマラヤに分布

し印度にては外氣に曝 らされざる所の板、梁 に用 ひ又茶箱 を造

る。 この樹 は樹姿優美 にして黄 白色 の美花 を開 くが故に観賞用

として適當なりo又 恒春牛島の蕃 人は此材 にて銃 床を製すO

Malvaceae ゼ;ア フ ヒ 科

364 Hibiscus mutabilis Linn., Sp. Pl. ecl.-2, 977 (1763)

和 名 フヨウ臺湾 名 山芙蓉、狗頭、芙蓉

生育地 河岸の岩石上に野生状 を呈 し梢 々稀 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 元來支那 の原産 と稔せ らる㌦も 暖地 にては 野生状 を なす所多

く、亜細亜の熟帯地方 に廣 く分布 す。

365 Hibiscus syriacus Linn., Sp.  Pl. 695 (1753)



和 名 ムクゲ臺湾 名 水錦花、 自水錦水

生育地 前種 と同様 に河岸 の岩石上 に野生状をなし普通な う。

生活形N(灌 木)

備 考 本種 も支那原産 と幕せ らる ゝも現今東亜 の暖地に廣 く栽 培せ ら

るo

366 Sida rhombifolia Linn., Sp. Pl. ed. 1, 684 (1753)

和 名 キンゴジク ワ臺湾 名 大號蹴血仔草、鬼柳根、賜米草

生育地 河岸 の砂礫地 に生 じ稀なりo

生活形N(灌 木)

備 考 北は九州 の種 子島、屋久島迄分布す る汎熟帯性 の草本状灌木 に

して小笠 原島にも分布 す。

367 Urena lobata Linn. var. tomentosa Miq.,  Fl. Ind. Bat. I.-2, 148 (1859)

和 名 オホバ ボ ンテ ンク ワ臺湾 名 風母子草、風母子

生育地 低地の陽地 に生 じ梢 々普蓮 な う。

生 活形N(灌 木)

備 考 北は九州大隅の内之浦村、佐多岬、屋久島、種子島 より南 は琉球、

臺湾、支那南部等 に及ぶ汎熟帯性 の草本状灌木なりo

368 Urena sinuata Linn., Sp. Pl. ed. 1, 692  (1753)

和 名 ボ ンテンクワ

生育地 河岸の砂礫地 に生 じ稀 な う。

生 活形N(灌 木)

備 考 北は九州 の大隅、薩摩迄分布 す る汎熟 帯性の草本状灌木な う。

Sterculiaceae ア ヲ 羊 り 科

369 Melochia concatenata Linn., Sp. Pl. ed. 1, 675  (1753) 

       Syn. Melochia corchorifolla Linn., Sp. Pl. ed. 1, 675 (1753)



和 名 ノヂアフヒ 垂灘名 燈仔草

生育地 低地 の畑地 に生 じ稀 な り。

生活形T(一 年生植物)

備 考 本邦 にては四國、九州、琉球、臺湾 に分布す る汎熟帯性の一年生

植 物なりo

Actinidiaceae マ タ タ ビ 科

370 Actinidia formosana Hayata, Ic. Pl. Formos. VIII. 12 (1919)

和 名 タイワンサノンナシ

生育地 低地 の森林 に生 じ普題 な う。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 サノレナシに比するに葉 は小形 にして質梢 々厚 く葉柄は短かし。

臺湾特産 な り。

371 Actinidia latifolia Nakai in Bot. Mag. Tokyo XLI. 521 (1927) 

       Syn. Actinidia  Championi Benth., Fl. Hongk. 26 (1861) 

           Actinidia Miqueli King in Journ. Asiat. Soc. Bengal. LIX. 196 (1890)

和 名 ビ ロウ ドサル ナ シ、 タ カサ ゴサノンナ シ

生 育地 低 地 の森林 に生 じ普通 な う。

生 活形L(蔓 性植 物)

備 考 サノレナ シに似 るも葉 裏 は密 毛 を有す 。 支 那 、印度 支 那、馬來、ス

マ トラに分 布 す。

372 Saurauja Oldhami  Hemsl. ex Forb. et Hemsl. in Journ. Linn. Soc. XXIIL 

       79 (1886) 

       Syn. Saurauja tristyla DC. var Oldhami Finet et Gagn. in Bull. Bat. 

          Fr. 14 (19o5)

和 名 タカサゴシ ラタマ臺湾 名 水冬瓜、花筒樋

生育地 低地 の森林 内に生 じ普通 な う。



生活形N(灌 木)

備 考 本種 の果實は甜味あれば食すべ く根 を煎服せば腹痛威冒及熟病

を治 し刀傷 又は打撲傷には鰍 芽を揚砕て患部 に貼 るご云.ム。

臺湾特産 な り。

 Ternstroemiaceae ツ バ キ 科

373 Adinandra formosana Hayata in  Matsum. et Hayata, Enum. Pl. Formos. 

      45 (1906) 

和 名 ナガエサカキ臺湾 名 紅 淡

生 育地 森林 内に生 じ普通、な う。

生 活形M(亜 喬木)

備 考 琉球、臺湾に分布 し、一見サカキに似 るも芽は黄金色の毛茸 を密

生 す るを以て一見区 別す ることを得。

374 Camellia gnaphalocarpa Makino in Journ. Jap. Bot.  1.-12, 41 (1918)

和 名 サザ ンク ワモ ドキ

生育地 河岸 の岩面叉は海抜 入百米附近の森林 内に生 じ梢 々稀 な う。

生活形N(灌 木)

備 考 一見サザンク ワに酷似するも葉、花共 に小形な う。臺湾 の北、中

部 の山地 に自生する臺湾 固有種 な り。

375 Camellia shinkoensis Makino, 1. c.

和 名 シンカウ ツバ キ臺湾 名 烏皮茶、牛尿茶

生育地 低地 の森林 に生 じ極めて普通 な り。

生活形M(亜 喬 木)

備 考 常緑 の亜喬木 にして壷澱の固有種 な う。材 は建築用 として良好

な り叉材 質堅重 なるを以 て水封 の車心 を製 す るこごあ り。



376 Eurya acuminata A. DC. in  Mem. Soc. Phys. Geneve I. 418 (1822)

和 名 トガ リバ ヒサカキ、 ナ ンゴクヒサカキ

生育地 森林の各所 に生 じ極めて普通 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 一見 ヒサカキに似 るも枝 は梢 々細 く葉 質薄 く先端尖 る〇九州 の

屋久島以南琉球、豪潜、支那、印度、東部亜細亜に分布す。

377 Eurya leptophylla Hayata,  Ic. Pl. Formos. IX. 5 (194

和 名 ニ ヒタカ ヒサカキ

生育地 海抜入百米附近の森林内 に生 じ梢 々普通な う。

生活形N(灌 木)

備 考 前種 に似 るも葉 は 短 く小枝 は 有毛な り。臺湾 全島 の山地に分

布 する臺湾 固有種 な り。

378 Gordonia anomala Spreng.Benth.  Fl. Hongk. 29 (1861)

和 名 タイワンツバキ

生育地 低地 の森林 に生 じ普逓な り。

生活形M(亜 喬 木)

備 考 常緑の亜喬木 な るも直径三十糎 以上に達 す るものあ り。葉は長

さ十糎内外にして長楕圓形 を呈 し材は建築材 とし又薪材 とす。

香港に分布 す。

379 Ternstroemia gymnanthera Sprague in Journ. Bot. LXI  18 (1923) 

       Syn. Ternstroemia japonica Thunb. in Trans. Linn. Soc. II. 335 (1797) 

            pro parte 

Ternstroemia Mokof Nakai, FI. Sylv. Kor. XVII. 86 (1928)

和 名 毛クコク臺湾 名 紅 紫

生育地 海抜入百米附近の森林内 に生 じ梢 々普瓶な う。

生活形M(亜 喬木)



備 考 東部亜細亜に廣 く分布す る亜喬木 にして本邦 にては本州、四國、

九州、濟州島、琉球、臺湾に分布 す。印度 にては建築材 とし沖縄に

ては白蟻の害少 しとして建築材に賞用せ らる。 樹皮 は染料 とし

八丈、三宅、御 倉の諸島にては布 畠を茶褐色 に染むるこtあ りO

380 Tristylium ochnacea Merr. in Philipp. Journ. Sci. Bot, IXXXIX.  572 (1918) 

       Syn. Cleyera japonica Thunb. in Nov. Gen. III. (1783) 69. pro parte 

Cleyera ochnacea DC., Prod, I. 524 (1824) 

           Eurya ochnacea Szysz. in Engl. et Prantl, Pflanzenfam. III.-6, 189 (1895) 

           Freziera ochnacea Nakai, Veg. Isl. Quelpaert, no. 893, 64 (1914) 

           Sakakia ochnacea Nakai in Fl. Sylv. Kor. XVII. 77 (1928)

和 名 サカキ 壷薄名 紅淡比

生育地 森林の各所に生 じ梢 々普逓な りo・

生活形M(亜 喬木)

備 考 本州、四國、朝鮮南部、九州、琉球、臺湾、支那、東部亜細亜、印度

に分布す。

var. Morii Sasaki in Sasaki, List. Pl. Formos. 294 (1928) 

Syn.  Eurya ochnacea Szysz. var. Mori Yamamoto in Suppl. Ic. Pl. Formos. 

   III. 4o (1927) 

Sakakia Morii Masamune in Journ. Soc. Trop. Agric. 2, 34 (193o)

和 名 マルンバ ノサカキ

生育地 森林 内に生 じ梢 々稀 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 基種 に比するに葉 は圓 く大 形に して實 竜梢 々大な り一般 に大木

となるもの多し。

Hypericaceae オ ト 享 リ サ ウ 科

381 Hypericum formosanum  Maxim. in Mel. Biol. XI. 160 (188 1 )



和 名 タイワンキンシバイ

生育地 河岸岩石上 に生 じ稀 な う。

生活形N(灌 木)

備 考 一見 キンシバ イに似 るも葉 は更に大形 な り。

382 Hypericum japonicum Thunb.,  Fl. Jap. 295 (1784)

和 名 ヒメオ トギ リ臺湾 名 鐡釣竿、黄花仔、一枝香 、出生老

生育地 低地の畑地 又は茶園内に生 じ普通 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 分布廣 き多年生草本 にして本州 各部、朝鮮南部、九州、琉球、壷

灘、支那、比島、ヒマ ラヤ、セイ ロン、ニユ ジラン ド、濠州 に分布

すo

Violacease ス ミ レ 科

383 Viola Kawakamii Hayata,  F1. Mont. Formos. 52 (1908)

和 名 カノ・カ ミス ミレ、 ナンバ ンス ミレ

生育地 海抜入 百米附近 の森林 内に生 じ普通なりo

生活形H(淺 地下植物)

備 考臺湾 の固有種 にして一見 フモ トス ミレに似 るも葉裏は粉 白董色

を呈す。本島人は藥用 として珍重す。

384. Viola Nagasawai Makino et Hayata, Matsum. et Hay., Enum. Pl. Formos. 

      30  (1906) 

和 名 ナガサハス ミレ、 タカサゴス ミレ

生育地 低地 の森林 又は茶園に生 じ梢 々普通なりo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 一見 ツクシス ミレ に似 る竜葉 脚は心臓状をなすO臺湾 特産な

bo



385 Viola stenocentra Hayata ex Nakai in Bot. Mag. Tokyo XXXVI. 38 (1922)

和 名 タイワンコス ミレ

生育地 低地 の森林 又は茶園、畑地 に生 じ普通 な り○

生活形H(淺 地下植物)

備 考 憂灘 の固有種 にして一見ス ミレに似 る竜葉 は短 く卵状 を呈 し裏

面帯紫色を呈 す。全草 は掲礫 きて腫物 に貼付せば膿 を吸出 し熱

を除 くと云ひ 又葉 を盤にて揉 み汁 を疹癬 に塗布 すべ しと云 ぷ。

Flacourtiaceae イ ヒ ギ リ 科

386 Casearia Merrilli Hayata, Ic. Pl. Formos. III.  3o (1913)

和 名 イヌカンコノキ

生育地 低地の森林に生 じ梢 々稀なりo

生活形M(亜 喬木)

備 考臺湾 特産の亜喬木にして全島 に分布 す。

Passifloraceae ト ケ イ サ ウ 科

387  Passifiora edulis Sims., Bot. Mag. t. 1989

和 名 クダモノ トケイサウ

生育地 低 地森林 に野生朕 を呈 し稽 々稀 な う。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 伯國原産の 蔓性灌木にして現今は熟 帯各地 に廣 く分布 し果實

は食用 とな る。

Begoniaceae シウカイダ ウ科

388 Begonia Hayatae Gagnep. in Bull. Mus. Hist. Nat. Paris, XXV. 282 (1919) 

        Syn.  Bej-onia aptera Hayata, Mater. Fl. Formos. 122 (i g r I)

和 名 マ ノレ ミシ ウ カ イ ダ ウ



生育地 低地森林 内の蔭灘地 に生 じ普通なりo

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 本種 は早田博十 により上記 の學名 を附せ られたるも既 に小ス ン

ダ島中の チモノン島 に産す る秋海粟 にR・xburgh氏 に より同一

學名附せ られゐるを以 て不可な う。臺湾 の固有種 な り。

389 Begonia laciniata Roxb. var. formosana Hayata, Mater.  Fl. Formos. 

I24 (19II)

和 名 マルヤマシウカイダウ

生育地 低地森林 の蔭灘地 に生 じ梢 々普通 な う。

生活形Ch(近 地表植物)

備 考臺湾 全島に分布 す る臺湾 固有種 にして基種 は南支那、印度に分

布 す。

390 Begonia randaiensis Sasaki,List.Pl.Foimos.  30! (192g) 

       Syn. Begonia ferruginea Hayata, Mater. Fl. Formos. 123 (191I)

和 名 タイワン ミヤマ シウカイダウ

生育地 低地森林の蔭灘地 に生 じ稀なりo

生 活形Ch(近 地表植物)

備 考 本種 も小 リンネに より既にI78I年 ニユー・グ ラナツ トの植物 に

同一學名設 定せ られ居 るを以 て佐 々木氏に よ り上記の學名創設

せ られたbo本 種 は一見 マ7vヤ マシウカイダ ウ に似 るも葉裏

の葉脈に洛ひ銃色の毛茸 を有す。臺湾 固有種 な)to

Elaeagnaceae グ ミ 科

391 Elaeagnus glabra Thunb.,  F1. Jap. 67 (1784)

和 名 ツノング ミ

生育地 森林 内に生 じ極 めて稀なりo

生 活形L(蔓 性植物)



備 考 蔓性 の灌木に して本州中南部、四國、九州、朝鮮南部、琉球、臺湾》

支那 に分布 す。

392 Elaeagnus Thunbergii Serv. in Bull. Herb. Boiss. Ser.-2, VIII. 384 (1908)

和 名 タイワンアキグ ミ

生育地 森林 内に生 じ梢 々稀なりo

生活形L(蔓 性植物)

備 考 葉の裏面 は銀 白色 を呈 し特徴あ り。臺湾 特産 な り。

Lythraceae ミ'ソ ハ ギ 科

393 Lagerstroemia subcostata Koehne var. hirtella Koehne in Engl. Bot. Jahrb. 

        IV.  2I (1883)

和 名 シマサノンス《εり臺湾 名 九 有

生育地 森林 内に生 じ普通なりo

生活形MM(喬 木)

備 考 樹 幹は平滑茶褐色 を呈 し特 徴あ り。 屋久島、種子島、=奄美大 島、

徳之島、臺湾、支那 中部 に分布 す。 材は甚 だ堅重、緻 密 なるを以

て器具、洋杖、農具、建 築、薪炭、枕木等 に使用す。

394 Rotala  densi$ora Koehne var. formosana Hayata, Matsum. et Hayata, 

         Enum. Pl. Formos. 149 (1906)

和 名 ホソバ キカシグサ

生育地 水 田に生 じ普蓮 な りo

生 活形T(一 年生植物)

備 考 董 の高 さ二十糎 内外の一年生植物 にして臺湾 の特産なりo

395 Rotala rotundifolia Koehne in Engl. Bot.  Jahrh. I. 175 (1881)

和 名 マノレバ キカ シグサ臺湾 名 水猪母乳

生育地 水田 に生 じ普通なりo



生 活形T(一 年生植物)

備 考 一年生植物 にして前者 より葉圓 く九州南部、臺湾 、南支那、印度

に分布 す。

Myrtaceae テ ン ニ ン ク ワ 科

396 Eugenia  forinosana Hayata, Mater. Fl. Formos. 113. (191I)

和 名 タイワンアデク、 ヤマツグモ ドキ臺湾 名 赤蘭・蕃仔掃箒

生 育地 森林内に生 じ梢 々普通 な う。

生 活形M(亜 喬木)

備 考 壷漕の固有種にして 一見 アデク に酷似 するも葉は 梢 々大形な

り。恒春地方にては建築材 となし叉農具の柄 に使用し・實は食

す ることを得べ しo

397 Eugenia microphylla Abel., Narr. Journ. Chin.  181, 364 (1818) 

       Syn. Syzygium buxifolium Hook. et Arn. in Bot. Beech. Voy. 187 (1841)

和 名 アデク

生育地 森林 内に生 じ前種 より稀 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 北は 日向の双石 山、大 隅の高隈山より 南は琉球・臺湾・香港 ゾ1・笠

原島等に分布 す。

398 Psidium Guajava Linn., Sp. Pl.  ed. 1, 471 (1753)

和 名 バ ンジロウ臺湾 名 抜仔、那抜、藍抜、蔀抜、杁仔

生育地 低地 に栽培せ らる。

生活形M(亜 喬木)

備 考 メキシコ及び熟 帯 アメ リカ の原産 にして現 今は 熟 帯到 る所 に

繁殖 し果實は生食 し得べ し。



Melastomataceae ノ ボ タ ン 科

399 Blastus cochinchinensis Lour.,  Fl. Cochinch. 527 (1790)

和 名 ミヤマハ シカンボク

生育地 森林 内に生 じ普通 な り。

生活形N(灌 木)

備 考 屋久島、奄美大島、琉球、臺湾、支那、交趾支那、印度東部 に分

布 す。

400 Bredia  Oldhami Hook. f., Ic. Pl. XI. 68 (1867-71)

和 名 ヒナノボタン臺湾 名 金樹榴、地丁

生 育地 海抜入百米附近の森林 内に生 じ梢 々稀 な う。

生 活形N(灌 木)

備 考臺湾 特産 の灌木 な り。

401 Melastoma septemnervium Lour. in  Fl. Cochinch. 273 (1790) 

       Syn. Melastoma candidium D. Don in Mem. Wern. Soc. IV. 288 (1823)

和 名 ノボタン臺湾 名 九螺仔花、哺筆仔、不留行、金石留

生育地 低地 の森林 に生 じ普通なりo

生 活形N(灌 木)

備 考 北 は九州屋久島、奄美大島より 南 は琉球、臺湾、香港、交趾支那 に

分 布 し又小笠原 島に竜生ず る灌木にして果實は食 し得べし。

402 Pachycentria formosana Hayata, Ic. Pl. Formos. II. 109 (1912)

和 名 アカ ミノボタ ン、 コノボタ ン

生育地 樹 上に生 じ普通なりo

生活形E(着 生植物)

備 考 樹上 に着生 する一米以下の灌木 にして董、實共に紅 し。臺湾 の

固有種な り。



403 Sarcopyramis delicata C. B. Robinson in Bull. Torr. Bot. Club, XXXV. 

       72 (1908)

和 名 タカサゴイナモ リ

生育地 低地の森林 内に生 じ稀なりo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 高 さ六糎内外の多年生草本 にして桃色の美 しき花 を開 く、比島

と塁灘 にのみ産 し分布上面 白し。

Oenotheraceae ア カ バ ナ 科

404 Jussiaea erecta Linn., Sp.  Pl. 388 (1753) 

       Syn. Jussiaea szuruticosa Linn., Sp. Pl. 388 (1753)

和 名 キダ チキンバイ臺湾 名 水丁香

生育地 低地の水邊 に生 じ稀な う。

生活形N(灌 木)

備 考 九州南部、 奄 美大 島、琉球 、臺湾等 に分布 す る汎熟帯性の草本

状灌木 な り。

405 Ludwigia prostrata Roxb., Hort. Beng.  11  (1814)

和 名 チヤウジタデ、 タゴボウ

生育地 水邊 又は水 田に生 じ普通 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本 州各部、朝鮮、九州、琉球、臺湾、支那、馬來、比島、印度其他の奮

熟帯に廣 く分布 す る多 年生草本 な り。

Araliaoeae ウ コ 串 科

406 Aralia bipinnata Blanco,  Fl. Filip. 222 (1837) 

       Syn. Aralia hypoleuca Presl, Epim. Bot. 250  (I 849)

和 名 ウラ ジ ロタ ラノ キ



生 育地 低地 の森林 に生 じ普通 な う。

生活形M(亜 喬 木)

備 考 一見 メダ ラに似 るも葉裏 は白色にして毛茸少し。琉球、臺湾、比

島 に分布 す。

407 Aralia Decaisneana  Hance in Journ. Bot. IV. 172 (1866)

和 名 タイワンタラノキ臺湾 名 刺 葱樹、刺葱、細號刺葱

生育地 森林内 に生 じ梢 々稀 な う。

生活形M(亜 喬木)

備 考 一見 タ ラノキに似 るも大木 こな り葉軸は褐色髪 毛を布 き、小葉

は長大 にして粗歯牙縁な う。支那 に分布 す。

408  Scheiflera arboricola Hayata, Ic. Pl. Formos. VI. 23 (1916) in syn. 

       Syn. Ileptapleurum arboricola Hayata, 1.c. 23 (1916)

和 名 ヤ ドリフカノキ臺湾 名 狗脚蹄

生 育地 森林内の樹上 に着生 し普逓 な う。

生活形E(着 生植物)

備 考 支那の海南島 に分布 す。

409  Schefflera octophylla Harms, in Engl. et Prantl, Nat. Pfl.-fam. III. 8, 36 (1894) 

       Syn. Heptapleurum octophyllum Forb. et Hemsl. in Journ. Linn. Soc. 

          XXIII. 342 (1888) 

Agahna lutchuense Nakai in Journ. Arn. Arb. V. 20. (1924)

和 名 フカノキ臺湾 名 江某 、江栂、鴨母樹、鴨麻瓜

生育地 低 地の森 林内 に生 じ普逓 な う。

生活形M(亜 喬木)

備 考 九州薩摩の甑島を北限 とし大 隅孚島の南端、屋久島、種子島、琉

球、臺湾、香港 、廣東、海南島 に分布 す。 材は履物、器具、刀鞘、浮

子、農具、箱等を造 るに用 ひ らる。



410 Textoria  pellucidopunctata Kanehira et Sasaki, List. Pl. Formos. 315 (1928) 

       Syn. Gilibertia pellucidopunctata Hayta, Ic. Pl. Formos. II. 62 (1912)

和 名 タイワンカクレ ミノ

生育地 海抜 入百米附近の森林内に生 じ稽 々稀 な り。

生 活形M(亜 喬木)

備 考臺湾 の固有種 にして全島の山地 に分布 しカクレ ミノに比するに

葉 は小にして枝 は分岐多 し。

Apiaceae  (Umbelliferae) セ リ 科

411 Centella asiatica Urb. in Mart.  Fl. Bras. XI.-1, 287 (1879)

和 名 ツボクサ臺湾 名 蛆売草、含殼草 、蛸仔草、蛸 莞仔草

生育地 人家附近 に生 じ稀 な り。

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 本邦にては本州中南部、四國、九州、朝鮮 、小笠原、琉球 、臺湾に

分布 する汎熟 帯性草 本に して葉 は切創血止めに利 き全草 を水 に

て煎服せば庁を治 し解熟 及毒 蛇咬傷藥 とな り小見の下毒剤 に用

ふo董 は微紅 を帯ぶ るもの と然 らざ るもの とあbて 前者の方効

多 しご云ふ。

412 Hydrocotyle javanica Thunb., Diss. Hydrocot. n.  17 (1798)

和 名 オホバ チ トメグサ

臺湾名 金鏡薄荷、乞食碗、紅骨含殼草、攣地忽

生育地 低地森林 の蔭地1ζ生 じ普通なり 。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本 州中南部、四國 、九州、琉球 、臺湾、南部 支那、比島、馬來、其他の

亜細亜 の熟 帯に廣 く分布 す。

413 Hydrocotyle sibthorpioides Larn., Encycl. III.  153 (1789)

和 名 チ ドメグサ



生育地 河岸の砂礫地 に生 じ稀なりo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本邦にては本 州各部 、九州、朝鮮、臺湾 こ分布 すれ ご其他、亜細

亜及 アフリカの熟帯 に廣 く分布 す。

414 Oenanthe stolonifera DC., Prod. IV. 138 (1830)

和 名 セ リ 姜垂灘名 細本 山芹茱、水芹茱

生育地 水邊に生 じ稀なりo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 北海道、本 州、四國、九州、朝鮮 、満洲皮 那、琉球、藁湾、印度、瓜

畦に分布 し食用 とすG

415 Sanicula satsumana Maxim. in Mel. Biol. XII. 465 (1887)

和 名 ヒメウマノ ミツバ

生育地 低地の森林内 に生 じ稀 な りo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 高 さ十糎 内外の 多年生草本 にして 九州屋久島、奄美大島、琉球 、

臺湾に分布 す。

Metachlamydeae 

 Diapensiaceae

後 生 花 被 区

イ ハ ウ メ 科

416 Shortia exappendiculata Hayata, Ic. Pl.  Forinos. III. 146 (1913)

和 名 ランダイイハ ウメ

生育地 海抜 入百米附近の森林 内叉は低地 の断崖地に生 じ梢 々稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 中央山脈 に分布 す る臺湾 の固有種にして一見イハヵガ ミに酷似

し葉 のみにては区 別困難 な うo



Rhodoraceae (Ericaceae)

417 Pieris taiwanensis Hayata, Mater.  Fl. Formos. 169 (1911)

和 名 タイ ワンアセ ピ、 ホザ キアセ ビ

生育地 低地森林内に生 じ稀 なウ。

生活形M(亜 喬木)

備 考臺湾 の固有種 にして一見 アセビに酷似す るも葉柄は短 く葉 身狡

く花冠は壺状(彼 は卵形)を 呈 し密集 して花序は直立 す(彼 は下

垂)る を以 て区 別し得 べし。有毒 なること同 じ。

418  Rhododendron indicum Sweet var. formosanum Hayata, Ic. Pl. Formos. 

       III. 134 (1913)

和 名 タイワンツツジ

生育地 海抜 九百米附近 の森林内 に生 じ極めて稀 な り。

生 活形N(灌 木)

備 考臺湾 の東部並に恒春半島 に分布 する臺湾 固有種 な り。

419 Rhododendron  Kanehirai Wils. in Wils. et Rehd. Monogr. Azal. 28 (1921)

和 名 ウ ライ ツツジ臺湾 名 満山紅

生育地 河岸 の岩地 に生 じ稀なりo

生活形N(灌 木)

備 考 一見サツキに似 たる葉を有 す る臺湾 固有種 な り。

420 Rhododendron leiopodum Hayata, Ic. Pl. Formos. III  (1913)  p. 136

和 名 セイシノ ワ

生育地 低地森林 に生 じ稀な りo

生 活形M(亜 喬木)

備 考 北は奄美大島 より南は八重 山島を経 て臺湾 迄分布 す。

421 Rhododendron Mariesii Hemsl. ex Wils. in Kew Bull. 244 (1907) 

       Syn. Rhododendron shojoense Hayata, Mater.  Fl. Formos• 174 (1[9'1)



和 名 シユ ジヨウツツジ

生育地 海抜 入百米附近の森林内 に生 じ稀 な り。

生活形N(灌 木)

備 考 一 見 ミツバ ツツジ様の葉 を有 し臺湾 と支那(湖 北省、四州省)に

産 し分布上面自 し。

422 Rhododendron Oldhami  Maxini., Rhod. As. Or. 34 (1870)

和 名 キンマウ ツツジ

生育地 海抜 入百米附近 の崖地に生 じ梢 々稀 な う。

生 活形N(灌 木)

備 考 葉 に黄金色の毛茸 を有 し特徴あb。臺湾 特産 な うo

423 Vaccinium emarginatum Hayata,  Fl. Mont. Formos. 149 (1908)

和 名 オホバ コケモ毛

生育地 高地森林内の樹上 に着生 し梢 々稀な り○

生活形E(着 生植物)

備 考 董 の高 さ一米以下の灌木に して石 南科 の着生植物 の一例 こし

て面 自しo臺湾 の固有種なりo

424 Vaccinium randaiense Hayata, Mater.  Fl. Formos. 168 (1911)

和 名 ランダイ シヤシヤ ンポ

生育地 森林内に生 じ梢 々稀な6。

生活形M(亜 喬木)

備 考 シヤシヤンポに比 するに葉 は鏡尖頭 をなし募は更に大 にして無

毛なりo壷 澱特産 な りo

Ardisiaceae  (Myrsinacecze) ヤ7カ ウ ジ 科

425 Bladhia chinensis Nakai in Bot. Mag. Tokyo XXXV. 98 (1921) 

       Syn. Ardisia  chinensis Benth., Fl. Hongk. 207 (1861)



和 名 シナヤブカウ ジ、 シナタチバナ

生育地 低 地の森林 内に生 じ極め て普通 な う。

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 高 さ三十糎内外の灌木 に して臺湾 の北部、中部 並に支那 に分布

すO

426 Bladhia citrifolia Nakai in Bot. Mag. Tokyo XXXV. 98 (1921) 

       Syn. Ardisia  citrifolia Hayata, Ic. Pl. Formos. V. 88 (1915)

和 名 トン ・クヤブカウ ジ

生 育地 海抜五、六百米 の森林内 に生 じ稀なりo

生活形Ch(近 地表植物)

備 考 高 さ二十糎内外の灌 木にして臺湾 の特産 な り。

427 Bladhia lentiginosa  Nakai in Nak. et Koidz. Tree. & Shrub. Jap. ed. 

I. 283 (1927) 

       Syn. Ardisia crispa DC. in Trans. Linn. Soc. XVII. 124 (1837)

和 名 マンリヤ二ウ臺湾 名 鐵雨傘、短脚涼傘樹 、雨傘子

生育地 海抜九百米附近の森林内に生 じ稀 な う。

生活形N(灌 木)

備 考 本州中部 以南、四國、九州 、濟州島、琉球、臺湾 、支那、瓜畦 に分

布 す。

var. Taquetii Nakai, 1.c. 284 (1927) 

 Syn. Ardisia crispa DC. var. Taquetii Lev. et Vnt. in Fedde, Repert. 

       X. 374 (1911-L2)

和 名 オホマン リヤウ

生育地 低地の森林 内に生 じ梢々普通なりo

生活形N(灌 木)

備 考 董の高 さ二米 に及ぶ ものあ う本州(安 房)、濟州 島、壷湊夢に分 布

す。



428 Bladhia morrisonensis  Nakai in Bot. Mag. Tokyo XXXV. 99 (1921) 

       Syn. Ardisia morrisonensis Hayata, Mater. FI. Formos. 181 (191 I)

和 名 昌 ヒタカマ ンリヤウ

生育地 森林の蔭地 に生 じ梢 々普通 な う。

生活形N(灌 木)

備 考臺湾 特産なり 。

429 Bladhia  .quinquegona Nakai, 1. c. 99 (1921) 

       Syn. Ardisia quinquegona Blume, Bijdr. 699 (1825)

和 名 シシアクチ

生育地 森林内 に生 じ普遮なりo

生活形N(灌 木)

備 考 毛クタチバ ナに似 るも大木 とな らす普遮三米 以下にして葉 は薄

し北 は屋久島、種 子島 よう南 は琉球、臺湾、支那、東京に分布 す。

430  Bladhia Sieboldii 1\Takai,1. c. 99 (1921) 

       Syn. Ardisia Sieboldi Miq. in Ann. Lugd. Bat. III. 190 (1867)

和 名 毛クタチバナ臺湾 名 樹 杞

生育地 低地 の森林 に生 じ普通な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考 九州(日 向、豊後、肥前、大隅、薩摩)、琉球、臺湾、小笠原島に分布

し観賞用 として栽培せ らるO

 43I Bladhia villosa Thunb., Fl. Jap. 19, 96 (1784) 

       Syn. Ardisia villosa Mez. in Engl. Pfl.reich, Heft.-9, 152 (1902)

和 名 ツル カウジ

生育地 海抜 五百米附近の森林内 に生 じ稀 な う。

生活形Ch(近 地表植物)



備 考臺湾 には從來 リウキウ ツノVカウジのみ産 す ると構せ らるゝも演

習林産の ものは寸分内地産の ツル カウジ と鍵 る所 なしo本 州

中南部、四國、九州 、濟州島、臺湾に分布 すO

432 Maesa japonica Mor. et Zoll., Syst. Verz.  Ind. Archip. 61 (1854)

和 名 イヅセ ンリヤウ

生育地 低 地の河岸林に生 じ稀な り。

生 活形N(灌 木)

備 考 本州中南部 、四國・九州、臺湾、支那 に分布 すO

433 Maesa sinensis A. DC. in DC.  Prod. VIII. 82 (1844)

和 名 シマイヅセンリヤウ臺湾 名 六角草 、山桂花

生育地 低地 の森林内に生 じ普逓 な う○

生活形N(灌 木)

備 考 タイワンセン リヤウは本種 に酷似 し只葉は幅梢 々狡きも痩化多

く筆者区別 するを得ず或ひは同一物な らんか。 九州(大 隅、薩

摩)、琉球 、臺湾、支那 に分布 す。

434 Rapanea neriifolia Mez. in  Engl. Pfl.reich, Heft-9, 361 (1902)

和 名 タイ ミンタチバ ナ、 ヒチノキ臺湾 名 竹杞、鐡仔

生育地 低地の森林内に生 じ普蓮な り。

生 活形M(亜 喬木)

備 考 本州 中南部 、四國、九州 、琉球、臺湾、支那に分布 す。

Primulaceae サ ク ラ サ ウ 科

435 Lysimachia ardisoides Masamune in Journ. Sci. Trop. Agric. IV. 3, 302

(lg32)

和 名 コ ウ ジ毛 ロ コシサ ク

生 育地 密林 内 に生 じ稀 な り。



生活形H(淺 地下植物)

備 考 從來 モロコシサウ と考へ られ しが董には翼な く果實 は大形 なる

を以 て正宗氏に より別種な りと考定せ られた う。

Ebenaceae

436 Diospyros eriantha Champ. ex Benth. in Hook. KewJourn. IV 302 (1852)

和 名 ヤハラケガキ臺湾 名 烏材仔、烏材柿

生育地 海抜 四、五百米附近の森林 内に生 じ梢々普通 な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考臺湾 全島、支那、ボノンネオ、スマ トラに分 布 し材は主 として薪材

こなす。

437 Diospyros Morrisiana  Hance in Journ. Bot. 210 (188o)

和 名 タイワンマメガキ 壼灘名 山柿 、烏材柿

生育地 低地 の森林に生 じ普通なりo

生活形M(亜 喬木)

備 考 一見 トキノ・ガキに酷似 し外見のみ にては筆者区別することを得

すo臺湾 以外にては支那 に産 す○

Symplocaceae ハ ヒ ノ キ 科

438 Bobua ferruginifolia (Kanehira) comb.nov. 

       Syn.  Symplocos ferruginifolia Kanehira in Trans. Nat. Hist. Soc. Formos. 

          XX. 111. 383 (1930)

和 名 サ ゼバカ ンザブラウノ キ(新 稻)

生育地 低地の森林内 に生 じ梢 々普通 な う。

生活形M(亜 喬 木)

備 考 ・一見 アヲバ ノキに似 るも葉 並に花序に錺色の毛茸 を密布 す るを

以 て区 別容易なり 。



439  Bobua glauca Nakai,Nak. etKoidz.Trees &ShrubsJap.ed.-2,I. 322 (1927) 

       Syn. Synplocos glauca Koidz. in Bot. Mag. Tokyo XXXIX. 313 (1925)

和 名 ミミズバ ヒ臺湾 名 山羊耳

生育地 低地の森林内に生 じ梢々普通な う。

生活形M(亜 喬木)

備 考 本州中南部、九州、琉球、臺湾、南 支那、南亜細亜 に分布 す。

440 Bobua japonica Miers in Journ. Linn. Soc. XVII.  306 (1879) 

       Syn. Symplocos lucida Sieb. et Zucc., Fam. Nat. II. 55 (1846) 

           Bobua lucida Miers in Journ. Linn. Soc. Bot. XVII. 305 (1879) 

            non DC. 

           Bobua lucida Kanehira et Sasaki, List. Pl. Formos. 331 (1928)

和 名 クロキ

生育地 低地の森林内 に生 じ稀 な り。

生 活形M(亜 喬 木)

備 考 本州 中部以南、四國、九州、濟州島、琉球 、臺湾に分 布す。

441 Bobua  Konishii Kanehira et Sasaki, List Pl. Formos. 331 (1928) 

       Syn. Synplocos Konishii Hayata, Ic. Pl. Formos. V. 105. (1915)

和 名 コニシカンザブ ラウノキ

生育地 密林内に生 じ極めて稀な り。

生活形M(亜 喬 木)

備 考臺湾 の北部 、中部の山地 に生す る亜喬 木にして葉長二十糎幅六

糎 内外 に達 す。

442 Bobua prunifolia Sieb. et  Zucc.  ; Miers in Journ. Linn. Soc. XVII. 306 (1879) 

       Syn. Symplocos prunifolia Sieb. et Zucc., Fam. Nat. II. 133 (1846) 

Bobua heishanensis (Hayata), 1. c. 33! (1928)



 Bobua risekiensis (Hayata), 1. c. 332 (1928)

和 名 ク ロバ ヒ

生育地 低地 の森林 に生 じ梢 々普通 な うo

生活形M(亜 喬木)

備 考 早田博士 に依れば後二者はクロバ ヒに酷似す るも葉 は狭 く披針

形を呈 し先端尖 り全繍 ζして花殆んど無柄な るに よう区別出來

ると稽 せ らる＼も筆者は壷北の林業試験 場の脂葉並 に九州産 ク

ロバ ヒを比較せ しに区別不可能なり きo殊 に三者共一年枝 の紫

色を帯び る點はク ・バ ヒと同一な う。 本州 中南部 、四國、九州、

濟州島、琉球、塁灘 に分布 す。

443 Bobua sozanensis Kanehira et Sasaki, List. Pl. Formos. 332 (1928) 

       Syn.  Symplocos sozanensis Hayata, Ic. Pl. Formos. IX. 70 (1920)

和 名 サウザ ンノ・ヒノキ

生育地 海抜八百米附近の森林内に生 じ普通な り。

生活形M(亜 喬木)

備 考臺湾 の北部並に恒春半島に分布 す る臺湾 固有種 な う。

444 Bobua theophrastaefolia Sieb. et Zucc. apud Miers in Journ. Linn. Soc. 

     XVII. 306 (1879) 

       Syn.  Symplocos theophrastaefolia Sieb. et Zucc., Fam. Nat. II 134 (1846)

和 名 カンザブ ラウノキ臺湾 名 大葉白門、白門

生育地 低地 の森林内に生 じ普通なりo

生活形M(亜 喬木)

備 考 本州中南部、四國、九州、臺湾に分布 し薪材 こして利用せ らる。

Halesiaceae  (Styracaceae) エ ゴ ノ キ 科

445 Alniphyllum Fortunei Makino in Bot. Mag. Tokyo XX. 93 (1906)

和 名 ノ・ンノノ・エ ゴノ ギ臺湾 名 有刑 、有 橦、 打招



生育地 森林内に生じ普通なりo

生活形MM(喬 木)

備 考 落葉の喬木にして支那に分布 し材は茶箱を製しヌ薪材とす。

446 Styrax formosanum Matsum. in Bot. Mag. Tokyo XV. 75  (19o1)

和 名 タイ ワンエ ゴノキ臺湾 名 烏皮九苛、自樹、烏鶏母、葉 下臼

生育地 河岸林内に生 じ稀 な うo

生活形M(亜 喬木)

備 考 ヱ ゴノキに比 し葉 長 く基脚は模形 を呈 し薪炭材 こし又は親櫨材

として良好な う。エ ゴノ キご同様其果實 を揚砕て河流に投ずれ

ば魚族麻酔 して俘上る。九州の二奄美大島 に も分布 す と云ふ。

447 Styrax suberifolium Hook. et  Arn., Bot. Beech. Voy. 196 (1841)

和 名 ウ ラジロエゴノキ臺湾 名 赤血仔 、紅皮、葉下 白

生育地 低地 の森林 に生 じ普通なりo

生 活形M(亜 喬木)

備 考 葉 裏には褐 色絨毛を布 き支那の香港 に分布 す。薪材 として良好

な り。

Oleaceae モ ク セ イ 科

448 Ligustrum Pricei Hayata, Ic.  Pl Formos. V. 123 (1915)

和 名 アリサ ンイボタ

生育地 海抜 入百米附近の森林 内に生 じ極めて稀 な り。

生活形N(灌 木)

備 考臺湾 の固有種 にして中央山賑 に分布 す。

449 Osmanthus Matsumuranus Hayata, Mater.  Fl. Formos. 192 (191 I)

和 名 ナ ガバ 毛ク セイ、 オホバ モ クセ イ

生 育地 低 地 の森林 に生 じ稀 な う。



生活形M(亜 喬木)

備 考臺湾 固有種な うo

Loganiaceae 7ヂ ウ ツ ギ 科

450 Buddleia  asiatica Lour., Fl. Cochinch. 72 (1790)

和 名 タイ ワンフヂウツギ臺湾 名 揚波、海洋波、白哺姜

生育地 低 地の森林 に生 じ極めて稀 な う。

生活形N(灌 木)

備 考 コ フヂウツギに似 るも花は紫 色な らず白色な り。董葉 を水にて

煎服せば 倭 麻質斯及神経痛 を治 し 叉皮膚病 には之 にて 洗1條す

とO董 葉共に毒 あ るが如 し。 比島、支那、交趾 支那、馬來、印度

に分布 すo

Gentianaceae りン ダ ウ科

451  Crawfurdia japonica Sieb. et Zucc., Fam. Nat. II. 16o (1846)

和 名 ツル リンダウ

生育地 低地の森林内 に生 じ稀 な りo

生 活形L(蔓 性植物)

備 考 千島 、北海道、本州 、四國、九州、濟州島、臺湾、支那、印度の東部

並 に北部 に分布 す。

452 Swertia shintenesis Hayata, Ic. Pl. Formos. VI. 31 (1916)

和 名 シンテンアケボノサウ

生育地 海抜 八百米附近の森林 内に生 じ梢 々稀 な う。

生 活形H(淺 地 下植物)

備 考 一見 ヘツカ リンダウに酷似 する臺湾 の固有種 な う。



Apocynaceae ケ7チ ク タ ウ科

453 Anodendron affine Nakai, Trees  & Shrubs Jap.  ed. 2. I. 416 (1927) 

       Syn. Anodendron laeve Maxim. ex Franch. et Sav., Enum. I. 315 (1875)

和 名 サカ キカヅ ラ

生育地 低地の森林 に生 じ稀なりo

生活形L(蔓 性植物)

備 考 蔓性の灌木にして 本州 中南部、四國、九州、琉球、臺湾、香港 に分

布 す。

454 Anodendron  Benthamianum Hemsl. in Journ. Linn. Soc. XXVI. 98 (1889)

和 名 オホナカキカヅ ラ

生 育地 低地の森林内 に生 じ稀な り。`

生 活形L(蔓 牲植物)

備 考 サカキヵヅ ラに似 るも花、葉 共に 遙か に大形な う。壷海特産な

うo

455  Ecdysanthera rosea Hook. et Arn., Bot. Beech. Voy. 198 (184.1)

和 名 ゴムカヅラモドキ臺湾 名 乳 藤
、

生育地 低地の森林内に生 じ梢々普通なりo

生 活形L(蔓 性植物)

備 考 ゴムカヅラに似 るも葉小 さ く形異な う質薄 く花色異 な り且 つ香

氣 な し、葉 に酸 味(修 酸)を 含 むが故に高地 に住む蕃 人には葉 を

掲 きて其 汁を食盤に代用するものあ うと云ふ。臺湾 、支那、馬來

諸島に分布 す。

456 Ecdysanthera utilis Hayata et  Kawakami in Bot. Mag. Tokyo XX. 51 (1906)

和 名 ゴムカヅ ラ臺湾 名 乳 藤

生育地 低地 の森林 に生 じ梢 々普通な ら。

生活形L(蔓 性植物)



備 考 董 を傷 くる時は白色の乳液 を分泌す、是れ を放置すれば凝固 し

て暉力護護 とな るo本 種 よう採集 しtzる 護護 は弾力性に富む も

歓顯 としては 甚だ 粘着性 あ ウ且 色澤 暗色な るにあ うて本島に

ては末だ利用するに至 らず。臺湾 固有種な う。

457 Trachelospermum asiaticum Nakai var. intermedium Nakai, Nak. et 

       Koidz. Trees & Shrubs Jap. ed.-2.  I. 419 (1927)

和 名 テイカカヅ ラ

生育地 低地 の森林内に生 じ稀な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 常緑の藤本 にして本州、四國、九州 、濟州 島、琉球、臺湾 に分布

すo

Asclepiadaceae ガ ガ イ モ 科

458 Dischidia foamosana Maxim, in Mel. Biol. IX. 822 (1876)

和 名 マメヅタカヅラ

生育地 森林内の樹上に生 じ稀なりo

生活形E(着 生植物)

備 考臺湾 特産 の多年生葡旬草 な ら。

459  Heterostemma Browni Hayata, Mater. Fl. Formos. 199 (191 i

和 名 ブラオンカヅラ、 ホ ソバ キジヨラン

生育地 河岸林 に生 じ稀なりo

生活形L(蔓 性植物)

備 考臺湾 特産の多年生蔓性植物 な りo

460 Hoya carnosa R. Br. in Mem.  Wern. Soc. I. 27 (1809)

和 名 サクラ ラン臺湾 名 毬 蘭
曜

生育地 低地 の森林 内に生 じ梢 々普蓮な う。



 148

生活形L(蔓 性植物)

備 考 九州(大 隅、薩摩)、琉球、臺湾、支那 に分布 し印度、瓜畦にては栽

培せ らると云ふ。観賞用 として屡 々栽植 せ らる。

461 Marsdenia  forrnosana Masamune in Journ. Soc. Trop. Agric. II. 3, 241 (1930)

和 名 タイ ワンキジヨラン

生育地 森林内 に生 じ普道 な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 一見キジヨランに似 るも葉は卵形又は長卵形 を呈す るを以 て一

見区別 することを得。臺湾 特産 な う。

Convolvulaceae ヒ ル ガ ホ 科

462 Erycibe Henry  iPrain in Journ. As. Soc. Beng. LXXIII. 15 (1905) 

       Syn. Erycibe acutifolia Hayata, Ic. Pl. Formos. IX. 76 (1920)

和 名 ホノレトカヅラ

生育地 低地 の森林 内に生 じ普通な り。

生活形L(蔓 性植物)

備 考 大隅の佐多村、屋久島、徳之島、奄美大島、琉球、臺湾 、支那 に分

布す。

Ehretiaceae  (Borraginaceae) ム ラサ キ 科

463 Bothriospermum tenellum Fisch. et Mey.,  Ind. Sem. Hort. Petrop. I. 24 

      (1835)

和 名 タカサ ゴハナイバナ

生育地 畑地 に生 じ稀な り。

生 活形T(一 年生植物)

備 考 一年生 の雑草 にしてノ、ナイバナに酷似 す るも全株 多毛 にして葉

は彼の如 く匙形 な らず 且 花は 梢 々密に 生ず るを 以て 区別 し

得。臺湾 以外にては支那中部、印度北部 に分布す。



464 Ehretia resinosa Hance in Journ. Bot. XVIII. 299  (1880)

和 名 ヤニチシヤノキ

生育地 低 地の森林内 に生 じ稀な りo

生活形M(亜 喬 木)

備 考臺湾 の特産にして南部 に多しo

Verbenaceae ク マ ツ ヅ ラ 科

465 Callicarpa formosana Rolfe in Journ. Bot. XX. 358 (1882)

和 名 ホウライムラサキ臺湾 名 粗糠仔、白粗糠仔 、大丁黄、毛將軍

生育地 低地の森林に生 じ普通 な ウ。

生活形N(灌 木)

備 考 比島 に分布 すQ切 傷には轍芽 を掲砕て其 儘或ひは氷砂糖 を加へ

て患部に貼用 し歯痛、眼病、淋病及 月経不順 には根 を酒水等量 に

豚の肝臓 を加へ煎服す と。

466 Callicarpa longifolia  Lacn., Encycl. 1, 563 (1785)

和 名 ナガバ ムラサキ

生育地 低地の森林 に生 じ極めて稀 な う。

生 活形N(灌 木)

備 考 比島 に分布 すo

467 Callicarpa longiloba Merr. in Philip. Journ. Sci. XIII.  I56 (19I8)

和 名 オニヤブム ラサキ、 タ イワンシロシキブ

生育地 低地の森林 に生 じ普通 な りo

生活形N(灌 木)

備 考 支那、比島 に分布す。

468 Callicarpa randaiensis Hayata, Mater.  Fl. Formos. 222 (19I I)

和 名 ラ ンダ イ ム ラサ キ



生育地 海抜 入百米附近の森林内に生 じ稽 々普通な う。

生 活形N(灌 木)

備 考臺湾 の固有種 にして臺湾 の北、中、東部 に分布 す。

469  Clerodendron canescens Wall, Cat. n. 18o0 (1829)

和 名 シ ラゲクサギ

生育地 海抜六百米附近 の森林内に生 じ極 めて稀 な う。

生活形N(灌 木)

備 考 支那 に分布す。 クずギに似 るも葉縁 に鋸歯 あ うて長 さ十糎幅八

糎内外にして葉脚戴形 をなす。

470  Clerodendron cyrtophyllum Turcz. in Bull. Soc. Nat. Mosc. XXXVI. 

      222 (1863)

和 名 マキバクサギ臺湾 名 哺草様

生育地 低 地の森林 に生 じ普適な り。

生活形N(灌 木)

備 考 支那 に分布 すO根 を刻み卵 を加へて煎服せぱ麻刺利亜 を治す と

云ふo

Lamiaceae  (Labiatae) ラ ド リ コ サ ウ 科

471 Clinopodium gracile 0. Kuntze, Rev. Gen. 514 (1891)

和 名 タフバ ナ

生育地 入家附近 に生 じ梢 々普通 な り。

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 本 州各部、四國、九州、朝鮮、琉球、臺湾、支那、東部 アジヤに分

布 す。

472 Lamium longepetiolata Hayata, Ic. Pl. Formos. VIII. 92 (1919)

和 名 ク ラノンオ ドリコサ ウ



生育地 谷 間の蔭灘地 に生 じ稀 な り。

生活形H(淺 地 下植物)

備 考 高 さ六十糎内外に達 する多年生草本 にして臺湾 の北部並に恒春

半島 に産 す。

473 Mesona procumbens Hemsl. in Ann. Bot. IX.  155  (I895)

和 名 セ ンサウ臺湾 名 仙 草

生育地 低地 の開墾地 に生 じ梢 々稀 な り。

生活形T(一 年 生植物)

備 考 支那、亜細亜の東部、並に南部 に分布すo董 葉 の煎汁 に米 と小変

粉 を合せた る粘液物(粉 装 と云ふ)を 加へ煉油小量 を混 じて冷せ

ば黒褐色寒天 状の もの とな る之 を適宜 に切 り砂糖 を加へて夏季

の清涼食物 こなす外其煎汁を茶の代用 として兼 て腎臓 病に効 あ

りと云ふ。

474 Mosla formosana Maxim. in  Mel. Biol. IX. 434 (1875)

和 名 タイワンヒメジソ臺湾 名 土牛七、鐵木棍、一枝香、香符

生育地 畑地附近に生 じ稀なりo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 ヒメジソに比 するに毛少 く葉柄 短 く苞は花梗 ご同長(彼 は長 し)

にて花は淡紫色(彼 は白色紅景)を 呈 す。全草 を乾 して湯 に投 じ

て飲 用せば茶の代用 とな う毒蛇咬傷 には董葉 を揚砕 きて患部 に

貼 る。臺湾 特産なりo

475 Mosla lanceolata  Maxim., 1. c.

和 名 シロバナイヌカウジユ

生育地 畑地附近 に生 じ稽 々稀 な り。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 支那及東部 アジヤに分布す。



476 Nepeta  Glechoma Benth., Lab. Gen. et Sp. 485 (1832-36) 

       Syn. Glechorna herbacea Linn., Sp. Pl. ed. 1, 578 (1753)

和 名 カキ ドホシ、カ ン トリサ二ウ臺湾 名 黄白仔 草、茶匙黄、相思草

生育地 人家附近 に生 じ梢々稀 な り。

生 活形T(一 年生植物)

備 考 本邦 にては北は 北海道 よう南は臺湾 迄分布 す るも其 他 欧州東

部 、中 央亜細亜、シベ リヤに分布す。 董葉は精油を含有 し、俗 に

小 兇の疽 を治す と云ふo其 他張肚剤、威 冒、喀血等 に其煎捌 を用

ふo

477 Perilla frutescens Brit. var. typica Makino in Journ. Jap. Bot.  III.-2, 7 

      (1926)

和 名 エゴマ臺湾 名 山紫蘇、 白紫蘇

生育地 河岸の 平地 に生 じ稀 な う。

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 印度の原産 なるも現今は東亜 各地に廣 く分布 し野生 状を呈す。

478  Plectranthus daitonensis Hayata, Ic. Pl. Formos. VIII. 107 (1919)

和 名 ダイ トンヤマノ・ツカ

生育地 森林内に生 じ極めて稀 なう。

生活形H(淺 地下植物)

備 考臺湾 の北部 に産す る壷轡持有種 な り。

479 Prunella asiatica Nakai,  KamikochiTennenkinenbutsuChösahökoku 29

(lg28)

和 名 ウツボグサ

生育地 人家附近 に生 じ稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

臺湾名 夏枯草



備 考 茎葉 は利尿剤 として用 ひ らる。 北海道、本 州、四國、九州、朝鮮》

支那・濠州 に分布 す。

480  Salvia scapiformis Hance in Journ. Bot. XXI.II. 368 (1885)

和 名 タカサゴタムラサウ

生育地 河岸 の岩石地 に生 じ普通な りo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本州 中南部 、臺湾・支那、ルソン島に分布 す。

481 Scutellaria Playfairi Kudo, Labiat. Sino-Jap. Prod. 254 (1929)

和 名 ヒメタ ツナ ミサ ウ

生育地 低地の森林 に生 じ稀なりo

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 琉球、臺湾、東部亜細亜 に廣 く分布 す。

482 Teucrium stoloniferum Roxb. var. Miquelianum Maxim. in  Mel. Biol. 

      IX. 826 (1876)

和 名 ツル ニガクサ

生育地 低地の森林内に生 じ稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 東部亜細亜 に廣 く分布 し我國 にては 北海道、本州、九州、臺湾に

分 布す。

Solanaceae ナ ス ビ 科

483 Physalis angulata Linn., Sp. Pl.  ed. 1, 183 (1753)

和 名 セ ンナ リボホヅキ

生育地 森林内に生 じ稀 な り。

生活形T(一 年生植物)

臺湾名 登郎草、炮仔草、甘仔密》

白厚朴、蝶仔草



備 考 葉 と赤糖 ご共に飯にて捏 ね咽喉に貼付す。 全草 を煎 じて解毒、

戚 冒、腸の病、眼病等に用ふ。熱帯 アメ リカの原産 と稻せ られ現

今は熟帯各地 に廣 く分布 す。

484 Solanum biflorum Lour.,  Fl. Cochinch. 129 (1790)

和 名 メジロホホヅキ .臺湾 名 金紳鉦、耳鈎草

生育地 低地の森林内に生 じ梢々普通なりo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 根 を煎 じて毒腫 に用ふ。 四國、九州、小笠原島、琉球、臺湾、支那

南部 、比島、馬京牛島及諸島に分布 す。

485 Solanum lysimachioides Wall. in Roxb.  Fl. Ind. ed Carey, II. 257 (1824) ?

和 名 ツノレコンロンサウ

生育地 密林 内に生 じ稀 な う。

生 活形H(淺 地下植物)

備 考 蔓性の多年生草本にして支那、印度 に分布 す。

486 Solanum nigrum Linn. Sp. Pl. ed. 1,  186 (1753)

和 名 イヌホホヅキ臺湾 名 烏刺茄、烏子仔菜、烏子仔草・烏子茄

生育地 低地の森林 に生 じ梢 々普通な う。

生 活形T(一 年生植物)

備 考 全草 を解熟及び利尿剤 として用 ひ るもソラニン等 を含有するが

故有毒 な り。果實には毒 あ りて之 を喰へは胃痛、昏酔、瞳孔散大

の諸病を登 すと云ふも適 量に用メ、れば催眠叉 は鎭痛に効あ りと

云 ふ。又葉は煮 て食用に供す。 熟帯、温帯 に廣 く分布 し本邦

にては樺太、北海道、本州、四國、九州、朝鮮、小笠 原島、琉球、壷

灘 に分布 す。

487 Tubocapsicum anomalum Makino. in Bot. Mag. Tokyo XXII. 19 (1908)

和 名 ノ・ダ カ ホ ホ ヅ キ



生育地 森林内に生 じ梢々稀なりo

生活形H(淺 地下植物)

備 考 本種 の果實 は有毒な う。葉及び果實は髪 を黒 くし、睡 を少 くし、

熟 毒、炊熟 を去 り種子は文 う庁腫を治 す。本州 中南部、四國、九州》

濟州島、琉球、墓澱 に分布す∩

Rhinanthaceae (Scropltulariaceae) ゴマノバグサ科

488 Bonnaya aristatoserrata Hayata, Ic. Pl.  Formos. IX. 79 (192o)

和 名 スズメノタウガラシモ ドキ

生育地 水田、畑地に生 じ普通 な う。

生活形T(一 年生植物)'

備 考臺湾 の固有種 な う。 スズメノタウガラシに比 し葉 は大形 にして

葉縁 には鏡 き細鋸歯あ う。

489 Dopatrium junceum Ham. ex Benth. Scroph. Ind. 31 (1835)

和 名 アブノメ、 パ チバ チグサ

生育地 水田に生 じ普通 な う。

生活形T(一 年生植物)

備 考 本州 各部、四國、九州、朝鮮、琉球、臺湾、支那・比島、馬來、印度、

セイ ・ン島・濠州 に分布 す。

490 Ilysanthes serrata Urb. in  Berl. Deutsch. Bot. Ges. II. 436 (1884)

和 名 クチバシグサ臺湾 名 鴨舌黄、鴨母草、定経草、水丁黄

生育地 水田に生 じ普通 な う。

生活形T(一 年生植物)

備 考臺湾 、南支那、比島、馬來、印度、瓜畦に分布 す。 葉董を家鴨卵 と

共に煮 て食すれば通経剤 こなり 腫物には掲砕 きて貼用すo



 491 Limnophila aromatica Merr., Interpret. Herb. Amb. 466 (1917) 

       Syn. Limnophila gratissizna Blume. Bijdr. 749 (1825)

和 名 シソクサ

生育地 水 田に生 じ普通 な う。

生活形T(一 年生植物)

備 考 本州 中南部 、九州、臺湾、比島、南支那、印度、濠州に分布 す。茎葉

を生 姜と酒 と共 に煎服し、婦人経風症及下腹痛 、眩最、酔倒 等 に

用ふ。

492 Lindernia cordifolia Merr., Enum. Philip.  Fi. Pl. III. 437 (1923) 

       Syn. Lindernia pedunculata Wettst. in Engl. et Prantl, Pfl.-fam. IV.-3b, 

         73 (1891)

和 名 タイ ワンウ リクサ

生育地 水田に生 じ普通なりo

生活形T(一 年生植物)

備 考臺湾 、比島、南支那、馬來諸島、印度 に分布 す。

493 Lindernia viscosa Merr., Enum. Philip.  Fl. Pl. III. 439 ( 1923) 

       Syn. Lindernia hirsuta Wettst. in Engl. et Prantl, Pf1.-fam. IV.-3b, 73 

(1891)

和 名 ケウリクサ

生育地 茶園に生 じ普植な う。

生 活形T(一 年生植物)

備 考 一見ウ リクサに酷似する竜全株 粗毛を散生 す。臺湾 、支那、比

島、 印度に分布 す。

494 Mazus stolonifer Makino in Cat. Sem. Hort. Bot. Univ. Tokyo 17  (1896)

和 名 サギゴケ

生育地 低地の森林に生 じ稀な う。



生活形T(一 年生植物)

備 考 本州 各部・四國・九州 、臺湾に分布 す。

495 Mazus tenuiracemus (Hayata) comb. nov. 

       Syn. Mazus  japonicus 0. Kuntze var. tenuiracemus Hayata ex T. Ito in 

            TaiwanshokubutsuZusetu f. 311, 313 (1927)

和 名 セイタカ・ナギゴケ

生育地 低地の河岸の岩石上に生 じ普逼 な う。

生活形T(一 年生植物)

備 考臺湾 特産 な う。

496 Torenia concolor  Lindl., Bot. Reg. t. 62 (1846)

和 名 ツノンウ リクサ臺湾 名 倒地娯舩、釘地娯訟

生育地 低地の森林に生 じ普通なりo

生 活形T(一 年生植物)

備 考臺湾 、支那 に分布 す。

497 Veronica arvensis Linn., Sp. Pl. ed. 1, 13  (1753)

和 名 タチイヌノ フグ リ

生 育地 畑地 に生 じ稀 な う○

生活形T(一 年生植物)

備 考 欧州原産 の雑草 にして現今 は東亜 各地 に廣 く分布 す。

Bignoniaceae ノ ウ ゼ ン カ ヅ ラ 科

498 Stereospermum sinicum Hance in Journ. Bot. XX.  16 (1882)

和 名 センダ ンキササゲ臺湾 名 山茱豆、山苦棟、苦苓舅

生育地 低地の森林 に生 じ稀 な り。

生 活形MM(喬 木)・ ・



備 考 恒春地 方にては建築材 とし又板 にも使用 す。 支那(香 港)に 分

布 す。

Orobanchaceae ハ マ ウ ツ ボ 科

499 Aeginetia indica Linn.,Sp.P1.ed.1,632(I753)

和 名 タイ ワンギセノレF臺湾 名 金鎖匙、茶匙黄、芋菰草

生育地 低地 に生 じススキの根 に寄生す。

生活形G(深 地下植物)

備 考臺湾 、支那、交趾支那、馬來、印度に分布 し全草 を酒叉は水 にて煎

服せぱ張壮捌 と成 り叉解熟剤、小兇の疽藥 にもな ると云ふ。

Cyrtandraceae (Gesneraceae) イハ タ バ コ 科

500 Chirita bicornuta  Hayata, Ic. Pl. Formos. III. 154 (1913)

和 名 ツノギ リサウ

生育地 谷間の蔭灘地 に生 じ梢 々稀 な う。

生活形H(淺 地下植物)

備 考 皇薄 全島に分布 す る壷溝 固有種 な う。

501 Isanthera discolor  Maxim. in Mel. Biol. IX. 372 (1874)

和 名 ヤマビノ・サウ

生育地 低地の森林 内に生 じ梢 々普通な り。

生活形N(灌 木)

備 考 亜灌木 にしてビバの如 き大形の葉 を有 し裏面には淡褐色の柔毛

を密布 す。 九州の屋久島、奄 美大島、徳之島、臺湾、比島、馬來、

に分布 す。

502 Lysionotus warleyensis  Wilirn. in Gard. Chron. LIV. 125 (1913)

和 名 タイワンシシンラン

生育地 森林内の樹上に生 じ稀 な り。




























































































































